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マスチッヲヲ1 : 1- 9: ; ヲ“

耐久性のすぐれた防湿床材

特 長

1  耐久性: 而す久性にすぐれている 。

2  耐摩性 : 摩耗の度合が低〈、ホコりなど生じない。

3  すベり? 正f元' 性 : すべり抵; 抗. ，性にすぐれている 。

4  復元性 : 弾性があり、万一亀裂ができても使用している問に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。
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フリントコートに つい てのお問合せは下記へ

の

j航武会ffii シェル厄;1ス版発売所

7 宅， ｾＮＭＺＮＺ＠ - - I - 施工販売部

大 阪 哩!!-532 大 阪市 淀 川 区 西 中 島 2 丁 目 11 番 30号 f t ( 06)  303 ー 7131

東 京 ⑮104 東 京 都 中 央 区 宝 町2丁目 4番 地( 第2ぬ 円 彦 ビル 3階 ) f t ( 03)  562 - 4646 

名 古 屋 ⑨461 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日本 橋 ピル 4 階 ) 宮 ( 052 ) 931 - 8537 

広 島 <!!!>730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 酉 林 ビ J レ3 階 ) n ( 0822) 2 1- 1224 

福 岡 ⑮810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 1 ー 1 - 5  ( 舞 鶴 ピ ル 3 階 ) 宮 ( 092 ) 77 - 1961 
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‘ 南 海 、 難 波 駅 建 設 工 事 の 見 学 会

大阪ミナミの玄関口としての南海灘波駅は大阪南部の開発進展と

ともに乗降客が激増し 、昭和55年には 、50万人に達するも のと 推 定

されます。このため昭和47年より既存駅の大改造に若手し、 3 Wl に

分けて施工中です。

第 1 知jは南海本線を西側に 3 線新設移転し、第 2 j切では既存の本

級官11分を解体し、高野線用 3 線を移設して、現在第 3 期の既設高野

総音11分の解体に着手しており、最終的には 10両 5 線、 8 岡 2 線、 6

両 1 線、計 8 線 9 函の新駅が完成いたします。

駅施設は 2 階と 31溜に設け、地下 l 階、 2 階を中心に魅力あるシ

ョッピング街を作 り、ミナ ミの核としての発展を目指しています。

今 回は南海電気鉄道株 式会社のご厚意と 鮒 竹 中工務庖 ・側 大 林 組

共 同企業体のご協 力により 11 月20 日に 2Wl 工事を終わり、 3 Wl 工 事

進行中の南海、難波駅建設工事の見学をいたします。 多数ご参加下

さい。

日 時 12月 7 日( 刈集合14 :  0ふ→解散16 :  00 

集合場所 南海屯鉄「縦波駅 」 西仮駅 合 前東側 ＱＱ 歩道上 ・ 目標会 Ｑｊ ｪｾ

ただし、大阪 地下鉄、御堂筋線「間抜J N( ｦￆ →大阪球場正 ＱＢＱ 的、 ｉ ， ｴ 号の ｾｴＪｾ ｊ｝ ｏ m 

定 員 40名

. 6.  

"" 

申

費 200円

込 往復はがき l 名に 1 枚| 浪りとし、氏名・勤務先名 ・役職

部課名 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入し、

「南海ナンパ駅の見学」と明記の上11 月22 日( 月) までに建

築協会事業課へ。 ただし定員に達した場合は叫lせんにて

決定いたします。

工事 概要

建築地大阪市南区雄被新 Ｑ 也 Ｖ 得田ｦｉ Ｒｾ 在地

用 途駅イ号、 ti ｉｾｊ ，白、応舗 Ｎ銀行

工 JUI 3 工JUI 分仰1; Ji 式

;j"1  工日目f1l 47$1“ 5 月

竣 工 予 定 昭 和55年 10 !l

tjYt 造焼 以 鉄 刊 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 逃

地下 3 降、地上 31清

高 さ I也下 16. 7m 地上 16. 2m

敷地面術 40 ，928m'  

建築I面積 21. 726m'  

延床面的 125. 445m'  

駐 車 台 数 654 台

その他取付絞々線開! j f ! : 焔改築延約350m

当ill 物に |刻する既芯ill 物の大改造など

政 酒! IfJi 抵1tL$t( 鉄道株式会材、抹式会社日建設計

設 計抹式会社竹 中 工務 ｊ ［ｬ ｾ 一級 ｩｬｬ 築士事務所

施 工 附 竹 中工務町、開大林組Jtl 司企m体

見学時の状況 1  JUI 、 2 則的ホーム、コンコース完成使用中

地下車 ｉｋｉ 本工 ｬ ｊ ｾ［ 並行中

‘司 会員 岳位へお 綻びとお願い

日本 建築協会会告

• ｫ 立近 会誌「証ｊ｜ｾと社会 ｊ の発行が続いて大へん ｩ 旦延いたし 、 Ｑｭ しそ の 他 のお

申込などにご迷惑をおかけして必リますことを深〈お詫び申しあげます.

- 見学会について いつも無断欠 l市や遅刻をされる ) j があ りますが、当日の

時 ｉｉ｜ｊ の無駄や、州 ｬ せん洩れのおのご迷惑にもなりますの で、必ず ＼ ｊｾ 川 こ ｩ 出給ＧｩｌＺ

訴をおかけ下さるようニ' 協力をお闘いいたします。

ill 築と社会/ 1976年 11 月号



計画という観点で考えれば、やはり規制という

段であり、しかもその範囲が一つの敷地に限

られていること、さらには 、地域の制限内容が

住宅を中心にした、かなの党大な混在を許容し

ている等身に見るごとく、都市地域周辺等にお

ける、適切合理的土地利用計画策定への待望論

に対しては、残念ながら用途地域性のみでは応

じ切れるものではないが、適切な土地利用計画

実現への有力な手段の一つであることは今後も

変わらないと思われる 。

日本建築協会法規委員会

A. .  

寸3 ナコ

質疑な どの投稿を お待ちして おります。

108 

土 地 利 用 の 法 規 制 と 都 市 計 画 法 の 改 正 (その3 ・最終回)

両区域は、新都市計画法施行後、最近にな って

創設された区域であり、面的整備事業を促進す

るためのものである 。両者に共通するのは、決

定内容が基本的なものに限られる点と、区域決

定後に期限を付した本事業促進の義務が生ずる

点、区域内での建築制限などである 。両制度は、

一定の区域において近い将来都市計画の目的の

ために事業が実施されるべき旨を「表明」する

ものであり、この際には都市計画の種類、名称、

区域、施行予定者( 予定区域のみ) 等の、実際

の都市計画事業決定時の内容に較べて、大まか

なものだけを決めることになる 。 これは本事業

の決定内容はかなりキメ細かい内容まで含まれ

ているため、事業計画の意思ある区峨でも、事

業決定までに長期間の利害調書き等の期間1がかか

つて、その問に予定していた区域に土地利用の

変動が起こ ってしまうなどを改善しようとした

ものである 。両者て? 異なるのは、「予定区域」は

地方公共団体等の公的機関が、将来市街地開発

事業等を施行することを「表明」し、期限内に

本事業の決定を行わなけれは稚利者等に損失補

償等を義務付けられている制度であるのに対し、

「促進区域」は、同時に法改正された、再開発

法の中で、主として民間の自主的再開発を促す

ために創設された、第一種市街地再開発事業や

同じく、区画整理の立体換地手法等を改普ー独立

させた「大都市地域における住宅地等の供給の

促進に| 測する特別措置法」に基づき、民間( 組

合) が、近い将来区画豊富理や「住宅街区皇室術事

業」を施行するための指導、援助を行う旨、市

町村が「表明」し、宅地所有者に期限付きの事

業促進を義務付ける制度である 。両市 IJ 度とも区

域決定後は、従来の都市計画法53条と同等の建

築制限がある 。 また、本事業に際しでは、従来

通りの事業に関する都市計画の決定手続きが必

要となる 。両市 IJ 皮が適用される事業はつぎの通

りである 0

・ 「予定区域」 ー… Ｎ ｾｦｩＱ主宅市街地開発事業、工業

団地造成事業、新都市基盤整備事業、 一団地の

住宅施設 (20ha以上) 、一団地の官公庁施設、流

通業務団地造成事業

・「促進区域」…・ ・第一種市街地再開発事業、土

地区画絵理事業、住宅街区豊富的事業

3 .  r予 定 区 域」 と 「促 進 区 域」

促進に関する特別措置法」等と連動して、市街

地皇室備を促進しようとするものである 。次章に

これらを説明したい。 この法体系についての若

干の問題点についてふれて見ると、ゾーニング

の点でも重要なランクに属し、 A グループにも

分類できる「上位計画」に位置する諸法は、す

べて戦後に創設されたが、どちらかといえば、

その時々の社会情勢に応じて、問題ごとに創設

されてきた 。 このため上位計画でありながら、

区域の設定や運用に関して、既存の規制法や、

個別の事業法との斉合等に問題が生じる 。 また

関連法に属する諸法( 税法等) についてもいえ

ることだが、これら後発の法における規制や運

用についての区域設定が、既設の他法による区

域( 線引き、用途地域等) を援用する例も多 く、

区域が本来持つ怠図以外の作用が余儀なく働く

ケースが生じてくる 。

もう 一つの問題は、都市施設、市街地開発事業

という こつの事業法は、歴史も古〈都市計画法

の一方の主主であるが、この法体系図でも解る通

り、都市計画法では「決定」と「工作業認可」等

を扱うが、事業そのものは独自の個別法をすべ

て持 っている 。 これらはそれぞれ独立して強固

であり、伝統的な歴史を待っている 。 このこと

は、とかく総合的計画の円滑な遂行という点で

は、や っかいな作業が多くなりがちである 。蛇

足ながら旧都市計画法では用途地域はこの都市

施設に属することとされていた 。土地利用の法

規制がわが国においては、統一的法体系として

は、大正時代の用途地t或をスタートとし、昭和

44年の都市計画法の大改正時にはこれと述動し

て、用途地域制そのものも細分 ・強化され、さ

らに都市計画法体系上での位誼f寸けも再確認さ

れたわけであるが、制緩的な意味での土地平l川1

2 . 都 市 計 画 法 を 中 心 と し た 法 体 系

ここで、今まで説明した土地利用の法規制に、

必も関連が強い郎市計画法を取り巻く現行の法

体系を、かんたんに図示してみると下図 のよう

になる 。

分類に分けた地区のうち、 A グループに属する

のは、上位計画( 国土利用計画、近畿圏豊富備法

等) と地域地区のうちの用途地域と、市街化区

域、市街化調盤区域ということになる 。歴史的

には用途地域が最も古〈、上位計画によるゾー

ニングはすべて、戦後、定められたものである 。

また、最も新しい市街化区域、調主主区域( 線引

きと称している) は、昭和44年施行の都市計画

法の大改正によ って創設され、その制限の内容

についても都市計画法白身に定めるなど、その

意義と位誼付けが画期的であるとともに、新都

市計画法( 昭和44年改正後の都市計画法) の一

つの往である 。紙面の初合でかんたんに言及す

ると、新郎市計画法への改正の、もう 一つの往は

周知のごとく、計画決定の権限の委譲、すなわ

ち、大臣決定から、知事決定、市町村決定とい

う点、にある 。

B グループに属するものは、用途地域以外の地

域地区と、都制包設および市街地H日発事業と

して事業を行おうとする区域であり、 C グルー

プ、D グループは上位計画、関連法、郎市施設

等; の中の各個別法の中で独自に定める区成であ

る 。 「予定区域 ｊｦ 促進区域」は、 ｾｊｩ 都市計画法施

行後に、五i 近新しく創設された区域であり、今

まで説明した土地利用の法規制という考え方の

中では、多少異質な内等を含んでいる 。 いずれ

も事業の促進を強〈意図したもので、同時に再

開発法、土地区画室主理法の改正や、新しく創設

された「大都市地減における住宅地等の供給の

都市計画法を中心とした法体系

ぐ :7l 関 連 法 |  

(gグ ル ー プ ) T n

D グ ル ー プ ノ そ エ 特 地 袋 土

' の 場 別 方 I也 地
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そ

の

他

法による規制l も平明にいえば「約束」にちがい

ない 。「約束」が実行されるかされないかは、両

者の合意の仕方にあるのかも知れない。実行を

阪う 一人として畿を取 った次第である 。( おわり )

(大阪府上木部都市盤備局総合計画諜 上 原

建築 と社会 / 1976年 1111 刀
l  

敏広 )

おわりに

Ｈ ｾ グループ Ｑ
C グJ レーブソ

都 市 施 股

そ 卸 地 廃 河 下 都 道

の 売 方 棄 川 水 市 路

イ 也 市 鉄 物 法 道 公 法

重道の 法 園

法 処 法

王里

法

ＨｾグループＩ
B グループノ ↓ ( 6 グループ

地 域 地 区 I  I 市街地開発事業

そ 条 都 港 磁 そ 大 新 都 新 土

の 例 市 湾 築 の 都 都 市 住 地

他 緑 法 基 イ也 市 市 再 宅 区

地 準 ・ 基 関 市 西

保 法 . 盤 発 街重量

全 住 整 法 地 理

法 宅 {満 開 法

促 法 発

進 法

法



〈新車E材 紹 介No. 13)

目立 u" HI B A S E工法・ HI S PLl T 工 法」

目 立 金 属 株 式 会 社

阪 干54 1 支 阪 市 東 区 北 浜 4 - 6  ( 日 目 立 ピ ル) T E  L Oト 砂5281

支 社 干 100 京都千代田区丸の内2十 2( 千 代 閉 山) T  E  L  03-21ト日 11

日 立 HI B A S E ( ハ イ ベ 一 ス ) と 日 立 HI S PL I T

(かノ、叶イ、ス プ リ ツト川) はしい当吋すず2 れも日立金属株王式℃会社

とJ鹿必品辺越!a.設没株式会宇社土の両者の共問I l 開} 作泊トH附服苦発圭によ つ で

考雪祭健されたものである 。 欽 f官i

m造 を 竪 回 か つ経済的なものにすす司るに lはま 、 鋼 材

の 吟 味 と 接 合 部 分 の 取 扱 い プ 対 日f百I に か か っ て い

る と い っ て も 過 言 で は な い 。 鉄 骨 構 造 に お け る

部 材 の 接 合 方 法 と し て は 従 来 か ら伎と梁、主主と

基 礎 ベ ー ス な ど の 接 合 は ポ J レ 卜 ま た は 燃 按 に よ

っ て な さ れ て い る が 、 こ の た び 位 の 腕l宮山こは目

立 ハ イ ベ ー ス を 、 主 主 と 梁 の 按 合 に は 目 立 ハ イ ス

プリ y ト を 使 用 す る こ と に よ っ で 鉄 骨F 工 事 の 省

力 化 、 経 済 化 を 計 る 工 法 が 考 案 さ れ た 。 す な わ

ち 高 度 に 品 質 管 理 さ れ た 鋳 鋼 部 品 を 用 い て 鉄f]

音11材 を 接 合 す る 工 法 で あ る 。

・ 品質

鋳 物 は “ も ろ い " も の と い う よ う に 考 え ら れ て

い た が 、 そ れ は 鋳 鉄 ( Cas t Iron) で あ っ て 、 鋳 鋼

( Cas t  St eel ) は 溶接 柵 造 用 鋳 鋼 品 S C W4 9に見ら

れ る よ う に そ の 心 酉 己 は な く 、 こ の S C  W4 9 をこ

の た び 目 立 金 属 株 式 会 社 の 品 質 管 理 に よ っ て、

引 張 強度 、 降 伏 点 、 f中びな ど い づ れ も 溶 接椛 造

用 圧 延 鋼 材 S M 5 0 と 同 等 の 製 品 を つ く り tl Pt した 。

こ れ を ハ イ ベ ー ス お よ び ハ イ ス プ リ y ト に 用 い

て い る 。 こ れ ら の す ぐ れ た 材 質 に つ い て は 泊E技

大 臣 に 特 認 を 申 書 背 中 で あ る 。

・ ハ イ ベ ー ス

従 来 の 工 法 で は 位 制lは ベ ー ス プ レ ー ト や こ れ を

補 強 す る ' ) プ プ レ ー ト に よ っ て 後 合 さ れ て い た

〈新車E材 制 介No. 14)

防 火 建 材 『イソバンド2 種』

の で か な り H'JJ 茂 が 複 雑 で あ っ た が 、 こ の ハ イ ベ

ー ス で は 鈎 銅 製 品 を 忠 雄 し て お き こ れ と 主 主 材 を

切 断 し て 液 接 す る だ け で 往 脚 を 製 作 す る こ と が

て芯きる 。

ハ イ ベ ー ス の 特 長 一 一一主なものは次のとお・り 。

1 . 鉄骨柱端部は ソ 一 切 断 の ま ま で 良 い 。

2. 柱 脚 に は リ プ な ど が な い か ら ア ン カ ー ボ ル ト

締 め 付 け 作 業 が 容 易 に 行 え る 。

Ｓ Ｎｾ 主断面に対向した突出出先端で液桜するので、

底 版 に 溶 接ffi み の i伊 鮮 が な い 。

4. ぜ い 肉 が な く 在 来 に 比 べ て 鋼 材 の 節 約 が 可 能。

5. 底 面 を 粗 に す る こ と に よ っ て Jlt. 搬 J底 抗 を 大 き

くし、又、利l々の コ ネ ク タ ー の 耳Eイー「けカずできる 。

. ハイ ス プ リ ッ ト

j白が前ji]狗T可I述のとお. り欽f骨i

昔部匹分に用いたt鈎副涛}鋼慰剣lの: 部3引祁11♂品】てで志材Z質吃はノハ、イべ一ス

の 土比場L劫i 合 の S CW4ω9 と同じものでで、ある 。

ハ イ ス プ リ ッ 卜の特長一一一

1 ハイスプ' ) .;t ト と ウ エ y プ を 滋 接 す る の で 、

梁 の 切 断 力 は ハ イ ス プ リ ァ ト を 介 し て 位 に 伝

達 さ れ る の で 梁 の ウ エ ッ プ を 直 接 位 に 接 合 さ

せ る 必 要 は な い。

2. ハ イ ス プ リ ッ 卜 の 接 合 に よ り 水 平 ス チ フ ナ ー

の 省 略 が 可 能 と な る 。

3. ハ イ ス プ リ y ト の フ ラ ン ジ は 先 制 カ 常 事 〈 、 兄

端 がj享 く な っ て い る の で 等 j平 の も の に く ら べ

て 継 手 効 率 を お め る こ と が で き る 。

Ｔ 住 に突 出 Ｚｾｉ ｓ がないので、王 山ｊＮ，｜ま で巡搬する際

に 巡 搬f泥沼艇がよい 。

.  そ の他

昭和150年 4 月 学 校 施 設 建 設 シ ス テ ム 工 業 化 委 日

会 主 催 、 文 部省 ・建 設 省 後 緩 の も と に 学 校 胞 設

を柿成する昔日材古1I 品 に つ い て の 伎 術 提 案 競 技 が

行 わ れ た 。 こ れ に ハ イ ベ ー ス ・ ハ イ ス プ リ γ 卜

工 法 を 提 案 、文 部 大 臣 奨 励 賞 を 受 賞 し た 。なお・今

月 号 の デ ー タ ー シ ー ト に は ハ イ ベ ー ス ・ ハ イ ス

プ リ ッ ト の 工 法 に つ い て 持 制 な 説 明 が な さ れ て

い る の で ご 参1m下 さ い。

・鉄骨橋造の柱ーはり惨合部および柱胸部情造の比較

従 来 工 法

HI BAS E工 法

HI SPLπ 工 法

ぐ診 "，.." 同区

建 材 委 員 / 桜 井 忍 (脱品ill J2 : 附池築部技師長)

大 同 鋼 板 株 式 会 社

本社 〒660 尼 崎 市 枕 瀬字 午 新 聞22 T E L  06- 488- 1181 

大 阪 干54 1 大 阪 市 東 区 高 閲 楠2- 4 1 T E L  06- 203- 0751 

者 色 illi 鉛 鉄 板 に 錐 燃 化 さ せ た プ ラ ス チ y タフォ

ー ム を 使 用 し た 11:方 火 建 材 パ ネ ル で あ る 大 同 鋼 板

株 式会 社 の 「 イ ソ バ ン ド 2 租 」 を 紹 介 す る 。

相匝準仕様、形状

1  棋 邸 仕 様

2.  ｍｾ 犬

情i置断面 図

断 面形 状 図

プ

プ

プ

イ

イ

イ

。
r

ゐ

F

ゐ

P

K

F

F

 

G

G

F

 

国 特 長

l .  ｾｪｪ 火主 ｉＡ材 である 。

建 設 大 臣 認 定 ー準不燃 (f悶) 貫工 2339号 ( 製 品

J!l- 22mm、3らnm)

建 設 省 認 定 ー防火第201 月 〈不 燃 下 地 防 火 榊

造( 外壁) ) ( 製品 l写35mm)

建 設 省 認 定 一 一 ・ ・ 土 塗 壁 同 等 ( 製 品 l写22mm)

兵 f主 指 発 第 198号

例 防 火 第201号 の 保 準Z主計図

ハット盟ジョイナー

¥ 

Ｒ Ｎ 世庁 ＿Ａ｜也 Ｚ￭ｭ にＨｾれている 。

2 枚 の 両 外 皮 板 の rmに サ ン ド イ ツチ 状 に 注 入 さ

れ た ポ リ イ ソ シ ア ヌ レ ー ト フ ォ ー ム の 独 立 気 泡

が 、 き わ め で 日 い 断 熱 性 を 発 郷。 熱 伝 持 率 ( λ )

は 0 . 01 8 5 K国 ν mh"C で、? ! ¥J . ' t 流率 ( K ) は 次 の よ う

な f也 を万三す。

伽

一

山

一

M

一

日

3 . 曲 げ 強 度 お よ び 胴 縁 日目隔 と 風 圧 力 の 関 係

- 曲 げ 強 度

イ ソパン ドの l干さ

1111 11 応力/ 1 1 :

35mm 

850k， Iαd 

- 胴 Ml un漏と l昆1玉 力 の 関 係

禽

幽

の

容

持

許

支

圧

点

風

2

耐

4 陸i，k. 一. .1 0 mの パ ネ ル で も 入 力 で 辿 て 込 む

こ と が で き る 。

イ ペ は担; . _ tゾノノ ト一一一一一一一一→

l  h耐 甲 |

5  遮 音 性 能 lこも千憂れている 。

6  そ の 他 イ ソ バ ン ドは、す べ て 辿 統一 貫

生涯に よ り紋長 ＱＰｭ まで生産 で き、工広史主Ｏｾによ

る高い寸法制度と ｺ 訂 Ｑｦ ｴ の安弘 ｾ ｴＧ ｉＺ をよ ＡＮｍｩｦ している 。

10.5k， 1 m 

11 句 1 m

回 用 途

特 に 空 調 効 来 を 聖 書 求 さ れ る 地 物 、 事 務 所 、 工 場 、

倉郎、J l i' 蔵 庫 の 句 、 天 井 、 !日1ft; 切 材。

備 考

防 火 建 材 で は な い が そ の 他 の 物 性 が ほ と ん ど 変

わ ら な い イ ソ バ ン ド l fJi ( 芯材 ー・硬質 ウ レ タ ン

フ ォ ー ム ) が 同 社 で 生 産 版 光 さ れ て い る の で、

紹 介 し て お く 。 な お 詳 細 は 上 記 大 同 鋼 板 株 式 会

社 イ ソ バ ン ド グ ル ー プ ま で。

建券オ委員 / 藤 川 懇 ( 財 団 法 人 11 本 主 回 総 合 以 駿 所)



の 2 階 建 分 を H 皆に 使 い、 地 階は で き る 限 り 敷

地 い っ ぱ い に確 保 す る 必 要 が あ る 。 こ の た め 3

階 建 の 新 館 と レ ン ガ壁 の 旧 庁 舎 を 建 物 内 部 で い

か に 結 合 さ せ る か が 大 き な 課題 となる。

そ こ で 、 レ ン ガ 蛍 の 窓 の 関 係 から 旧 庁 舎 は 1 階

の 床 高 を 1. 8 mか ら 0. 8 mまで下げ、 新 宣官邸と !日

庁 舎 の 床 高 を 2 階、 3 階 に お い て 半 階 分 ず れ た

ス キ γ プ フ ロ ア ー に し て 調整 し 、 こ の 境 目 に 階

段 、 エ レ ベ ー 夕 、 トイ レ な ど の コ ア 部 分 を お き 、

新 館 部 分 に は 郵 便作 業 の た め の 広 い 部 屋を、 旧

庁 舎部 分 に は 窓 口 部 門 、 管 理 厚生 部門 を収 容 す

る よ う 設 汁 さ れ て い る 。

新 館概 婆 / 設 計 ・郵 政 省 大 臣 官 房建 築 部

R C 、( 一 郎 S R C ) 、8 1 、 3 F、延床面積 8，9 0 0 m'

ム一

A

ユ

ニュ - A原稿をお送りください。

社と築建

明 治 の 面 影 を 未 来 に

口 同 志 社 大 学 ハ リ ス 理 科 学 館

ハリス王里科学館 l立、 1889年、 現 在 の地 に 新 品質

が 開 校 し よ う と し た と き 、 最 初 に 建 て ら れ た 校

舎 で 、 英 国 風 の 純 レ ン ガ 造 、 2 階 建 て 、 左 右対

称、に切望王座恨をもっ風格 あ る 建 物 で あ る 。 こ の

歴 史 あ る ハ リ ス 理 科 学 館 も 、 老 朽化 が進 み 安 全

の た め に は 全 面 解 体 も や む え な い か と 思 わ れ て

い た 。 し 均 し 、 長 年 意 見 し ん で き た こ の 建 物 が な

く な っ て し ま う の は 忍 び が た い と い う 理 事会 誕

ぴ に 校 友 な ど の 強 い 婆 望 に よ っ て 、 こ の ほ ど

規 様 な 改 造 工 事 を 行 う こ と に な っ た も の 。

工 事 l主 、 外 観 を そ の ま ま 残 し 、 レ ン ガ外 壁の? ; i

側 に 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 墜 を つ く り 、 両 者 を 中

京 郵 便 局 と 同 じ よ う に ア ン カ ー ボ ル ト で緊 結し、

木 造 床 を 撤 去 し て 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 蛍 床 を

つ く る も の で 、 ち ょ う ど レ ン ガ外 i塗の 内 側 に す

っ ぽ り 入 る ひ と 回 り小 さ い コ ン ク リ ー ト の紡 を

つ く る も の 。

fj時造 的 に は レ ン ガE置が仕 上 げ材 、榊 造昔日材 が 鉄

筋 コ ン ク リ ー ト 墜 と な る 考 え 方。 こ の 鉄 筋 コ ン

ク リ ー ト 蛍 式精 造 を 採 用 し た 理 由は、( 1 ) 剛性が

お く 、 レ ン ガ 墜 に 代 わ り ほ と ん ど の 水 平 荷 量 を

J : ' . t t . 且できること 。 (2 )床 を 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト に 代

え る こ と に よ り 、 柵 造 上 は も ち ろ ん の こ と 、 遮

音 性 、 断 熱 性 に 優 れ 、 防 火 上 に も よ い こ と な ど

の 利 点 か ら で あ る 。

施 工 は 次 の よ う な 順 序 で 行 わ れ る 。

( 1) レ ン ガ 外 壁 だ け で は 、 工事 中 の 耐 渡 性 も な く

危 険 な の で 床 や 梁 を 残 し 内 装 な ど の 木 造部 を撤

去 す る 。 こ の 時 、 仕 上 げ の 関 係 か ら 一 部 の 内 壁

( 間仕 切 り 箆 ) を 撤 去 す る の で 、 東 西 の レ ン ガ

li&9ト側 に 仮 設 の 鉄 骨 を 組 み 立 て て 補 強する。

(2) レ ン ガ 援 に ア ン カ ー ボ ル ト を 取 り つ け 、 裏 側

に 厚 さ 210- 190引 の 鉄 筋 コ ン ク 'J ー ト 墜 を レ ン

ガ 墜 に 密 着 し て 榊 築 。 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 塗 の構

築は、 一 度 に 1 階 分 の 高 さ を 打 殺 す る の で は な

く、 三 度 に わ け で 、 て い ね い に 打 殺 す る 。

(3 ) こ の あ と 、 残 り の 木 造 床 、 梁 な ど を 撤 去 し て 、

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 床 を つ く る 。 壁 面 の レ ン ガ

の 赤 を 一 層 ひ き た て る 1 勝 正 面 玄 関 の ア ー チ レ

ン ガ の補 強 は 、 ア ー チ に レ ン ガ の 自 ffit.: け を 負

担させ、 2 階 床 の 荷重 等 は 踏 出 し 梁 で 負 担 す る 。

また、雄物全体に1 I i J . 写さを加える切要屋恨 は、

現 存 の 木 造 ト ラ ス を 丸 太 組 で 補 強 し 、 日 本 瓦 を

全 面 的 に 葺 き か え る 。

こ の 工 事 に よ っ て 、 歴 史 あ る こ の建 物 の フ ァ サ

ー ド を そ の ま ま 生 か す こ と に よ り 同 校 内 の 殻似

を 以 前 と か わ ら な い ま ま 残 し 、 内 部 は 工 学 部研

究 室 と し て の機 能 を 充 実 さ せ る わ け で あ る 。

ハ リ ス 理 科 学 館 改 造 工 事 / 殺 計 ・大 林 組

レ ン ガ 造 を R C 造 に 改 造 。2 F。延 床 面 積 l ，10 5 m'

ｾ ￦ ，，ＭＭー←→ Ｍｌ
回以l J トi

Ｇ ｃｾ ｃ コ］ コ『 Ｔζ コ ｑ＾ｏ，

等言書宗烹岳雫 需寄 幅 一 一

こ の レ ン ガ 外 壁 だ け を そ の ま ま 残 し て 解 体 を 進

め る と 、 地 袋 、 振 動 な ど の 影 響 は も ち ろ ん 、 自

立 さ え も 困 維 と な る 。 そ こ で 工 事 は 、 内 袋 、 内

E置 な ど の 解 体 と と も に 、 レ ン ガ 皇 置 が 工 夢 中 l劫 駿

し な い よ う 、 そ の 対 策 か ら 始 め られ た 。

東 洞 院 側1J は、 ( 1 ) まず1;); 礎 工 事一一 一 レ ン ガ 箆 内 {J!i J

の 地 中 に 、 ベ ン ト ナ イ ト 溶 液 を 注 入 し な が ら レ

ン ガ 墜 に 平 行 し て 大 口 径 穿 孔機 で 穴 を あ け 、 そ

こ に 連 続 し た 住 列 枕 ( 径800弘 ) を 榊 築 す る 。

(2)そ し て 柱 列 杭 の 上 に 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト で 基 礎

を 造 り 、 保 存 l i & を 支 え る 仮 設 の 鉄 骨 を 組 立 て る 。

(3)そ の 鉄fi と レ ン ガ 盟 ( 断 面600 '%， ) を 1 m に つ

き 約 4 本 の 111J 合 で ア ン カ ー ボ ル ト で 緊 結 す る 。

こ の 方 法 と し て 、 従 来 の ホ - ) レ ・ア ン カ ー に か

わ っ て よ り 安 定 し た 固 在 力 が 得 ら れ る エ ポ キ シ

鮒 脂 注 入 に よ る ア ン カ ー ボ ル ト 緊 結 方 法 を 採 用 。

三 条 通 側 は 、 ( 1) 7  m 弱 の 幅 日 で 歩 道 が な く 阜 の

往 来 が 激 し い た め 、 大 林 組 「 オ ウ ス ( OW S )工 法J

で 土 留 蛍 を 榊 築 。 (2 )そ こ で 東 洞 院 側1J と 問 機 、 基

礎 の 上 に 鉄 向 を 組 み 立 て レ ン ガ 墜 と ア ン カ ー ボ

ル ト で 緊 結 。 Ｈ Ｓ Ｉ このあとレンガ壁の ｪ 前駿 を ｉ ｾ 方ぐ

た め ワ イ ヤ ー で ひ っ ぱ っ て 補 強 し て い た 屋干良の

小屋組、 6 11月四 方 で糊 築 さ れ た J写さ 600 ' %，のレ

ン ガ 壁 な ど を 撤 去 し 、 旧 庁 舎 は 保 存 部 分 レ ン ガ

壁 及 び そ の 補 強 用 鉄'F l を 残 し て 全 部 解 体 さ れ る。

(4 )次 に 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 の 段 ( 三 条 通 側 厚 さ

300弘 、 東 洞 院 側IJ 200切，) を レ ン ガ 墜 の 裏 側 に っ

く り 両 者 を 1 m' 当り 1 本 の ア ン カ ー ポ j レ ト で 緊

車吉。 こ れ に よ っ て レ ン ガi迭は布告号室され、手湾Jjj主 {本

と し て の 機 能 を 必 裂 と し な く な り 、 こ の 段 階 で

仮 設 の 鉄 骨 が 解 体 さ れ る 。

7 ン サ ー ド 屋 恨 は 、 絵 材 に よ り 2 段 ト ラ ス 精 道

で が ん じ よ う に 支 え ら れ て い る が 、 全 部 取 り 駿

し コ ン ク リ ー 卜 で 復 兄 さ れ る 。 ま た 、 天 然 ス レ

ー ト 、 銅 製 の ド - 7 ー 窓 は て い ね い に 保 存 さ れ 、

コ ナ ー ス ト ー ン 、 蛇 腹 ( 軒 及 び 胴 部 分 ) 石 、

基 埋 な ど と と も に 元 ど お り 復 元 さ れ る 。

次 に こ の 工 * で は 、 レ ン ガ 債 を 保 存 す る と 同 時

に、 1(') 大 す る 郵f吏 局 業 務 の 諸 機 能 を 十 分 に 果 た

す 新 館 を 建 築 す る こ と が 盛 大 な 諜題 と し て あ る 。

そ こ で 必 婆 な ス ペ ー ス を 確 保 す る に は 、 旧 庁 舎

一 一 京 都 ・ 中 京 郵 便 局 庁 舎 、 同 志 社 大 学 ハ リ ス 理 科 学 館 の 保 存 工事 一一

こ れ ま で わ が 国 に お け る 歴 史 的 建 造 物 の 保 存 に

対 す る 考 え 方 は 、 建 物 全 部 を 保 存 す る か 、 あ る

い は 解 体 す る か の ー二者 択一 で あ っ た が 、 最 近 、

新 し い 建 築 的 婆 求 と 保 存 を か み 合 わ せ る も の と

し て 、 フ ァサ ー ド ( 外 部D だ け を f呆 存 し 、 内 部

を一 新 す る 方 法 が と ら れ て き て い る 。

し か し 、 こ の フ ァ サ ー ド 保 存 は 、 解 体 . f，呆存・

新 築 M 闘 が一 体 と な っ た 計 画 で 、 全〈 新 分 野 へ

の 造 形 的 ・技 術 的 挑 l械 を し い る も の で も あ る。

こ こ で は 、 日 本 の 最 初 の 例 と し て 、 京 淵3中 京 郵

便 局 と 同 志 社 大 学 ハ リ ス 埋 科 学 館 ( と も に 明 治

中 期 か ら 後 期 に 建 造 ) の 工 事 を 担 当 し て い る (悌

林 組 よ り 、 保 存E遣 を 支 持 す る た め の 工 法 を 中

心 とし た レ ポー ト を 紹 介 す る。

口 京 都 ・ 中 京 郵 便 局 庁 舎

明 治35年 に 建 て ら れ た フ ラ ン ス ・J レネ y サ ンス

機 式 に 範 を 求 め た と 思 わ れ る レ ン ガ 造 で 明 治 時

代 の 逓 信 省 建 築 の 中 で も 粋 を こ ら し た 名 建 築 と

い わ れ る も の 。 こ の 庁 舎 を 記 念 す べ き 名 建 築 と

し て 保 存 す る た め に 、 郵 政 省 総 築 部 を 中 心 に

技 術的 検 討 がmね ら れ 、 レ ン ガ 外 壁一一一三条 通

側 全 面 の 33 . 3 mと 東 洞 院 側 2 7 m( 約 % ) 一一ー を 残

し て 建 物 を 解 体 、 改 造 し 、 新 し い 建 物 と 一 体 化

さ せ る と い う 画 期 的 方 法 が 採 用 さ れ 、 こ れ に よ

り 、 外 観 を 保 つ と と も に 、 業 務 の J f 1 機能を十分

に 果 た す 旧 庁 舎 の 3 倍 近 く の 建 物 が 再 生 さ れ る 。

外 装 の レ ン ガ は よ く 焼 き 締 っ た 良 質 の 赤 レ ン ガ

で 、 寸 法 は 多 少 の バ ラ ツ キ は あ り ま す が 、 長 手

220税 × 小 口 106私 X I写さ 60切 で 「 武 州 深 谷 J の

l廷 と 記 録 に あ る 。 積 方 は オ ラ ン ダ積 一 郎 イ ギ リ

ス積 で 、 外i笠 全 体 は 表 面 の 化 粧 レ ン ガ を 竹 ベ ラ

な ど でf士上げ、 2 枚 半 積 ( 墜J享 580'%， ) に な っ て

い る 。 も っ と も 良 質 の レ ン ガ で 全 蛍 体 を 積 み あ

げ て い る の で は な く 、 明 の 中 心 部 や 内 装 に 漆11食

塗 が さ れ る よ う な 見 え 隠 れ に な る と こ ろ で は 並

の 品 質 の レ ン ガ が 用 い ら れ て い る 。 ま た 、 目 地

モ ル タ ル は 分 析 の 結 果 、 石 灰 と セ メ ン ト 及 び 川

砂 が 主 成 分 と な っ て お り 、 現 在 の モ ル タ ル に 比

べ や や 白 味 が か つ て レ ン ガ 色 と 美 し い コ ン ト ラ

ス ト を な し て い る 。

加→エ二」
ｾ＠ ".  1  ｾ＠ Ａ ユ ， ｟ ｾ 1  
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『都 市 再 開 発』

“ 街 づ く り " の 現 場 か ら 一 一 一

藤 田 邦 昭 ・柴 田 正 昭 著 日経 新 害 ￥ 48 0 164頁

こ の 本 は 、 再 開 発の 現 場のc ! ) i ; 際の姿と流れ ・手

法 術 利 部l殺 を 活 字 に し た も の で あ る。活 字 に し

に く い も の を と に か く 説 ま せ る も の に し た 能 力

と 続 験 は た い し た も の だ と 思 う。 ただ、 市NSrl i 再

u月号を と い う も の と “ 街 っ ー く り " と い う も の と の

!JITif以 と活μ 、は ど こ に あ る の か 、 ii: /eみ，j¥' f っ て か ら

半 ｛ ｊ ｲＮｾとしない 。 平 ｛ｊ ＿ 火と しないというよりも 、 こ

れ が “ ま ち づ く り " の 現 実 の 姿 な の か も 知 れ な

い 。 都 市 再 開 発 と い う 組 は と も か く と し て 、 住

民 本 位 の ま ち づ く り と い っ た イ メ ー ジ は も う ひ

と つ は っ きりしなし、 。 行 政 と 技 術 省 ( コ ン サ ル

タ ン ト を 合 む ) と 住l去 と の 三 位 一 体 で ま ち が つ

く ら れ て い く こ と は 、 は っ き り し て い る 。 し か

し、「はしカごき J に も あ る よ う に 、r n: L( や行一郎〈や

専 門 家 を 総動 員 し、 苦 労 しでつく っ た 街 は 大 切

に し な け れ ば狐 で あ る 。 資 沌 と し て も 、 そ の f史

、、 IJ持手 と し て も 維持 し て ゆ か な け れ ばfnj の た め

につく っ たかわヵ、らなし 、。 そ の た め に は符 f盟 を

しなくてはならなし、 。 だ が 符f盟 の 話 は な か な か

表 に で て こ な い で あ と ま わ し に さ れ て し ま う 。

何 故 だ ろ う か り こ の あ た り に も 、 fセL ( I'j ?Fl とし、

ぅ 点 に も 、 メ ス と 現幼 の 要 求 が は い ら な け れ ば

読者の頁

再 開 発 と は い い え て も 、 街づ く り と は い い え な

い の で は な い か 。 本 内の さ い ご に r 1' 1  1 : 何ーを打

て る J というづ叫ti 1  1が あ る カ ヘ や は り J(症の た め

の と い う 飢 .r. ':i が 大 切 で は あ る ま い か。

と ま れ 、 ま ち づ く り の I.lI..IJ;¥か ら わ か り や す く ま

と め た ; 咋と し て 、 " 売に値いする }，'λ で 、 片r.r. に

!'$.iltt したし、 。 ( M )

『鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 構 造 物 の

耐 震 安 全 性』

山 田 稔 編著 技 報堂 出 版 ￥3 ，8 0 0. 8 5 半IJ 224頁

今 般 、 11 木 建築 協 会 の 企 画 に よ り 、山[ 1-1捻:Wj. 士

の も と で 編 存 さ れ た 標 記 際!"!1} が ，'t' ，版 さ れ た 。

ミ存者 の 序 文 に も の べ ら れ て い る よ う に 、 " 11折 中・

ロ ス ア ン ジェ J レス ・人; 分I也Z出と 、 J 也震 が 起 る た

びに而 Ｎｴｾ 針生 ，Ｑｉ をしたはずの鉄筋コンクリ ー ト建

築 が 、 も ろ く も iu¥t裂する 。 そ の j点 l苅を究開 l し、

安 全 で 快 適 な 建 築 物 を E没，1" し、 社 会 に 1kl fJt す る

ことは、 h が[ I i 凶E m人 の tt う べ き 社 会 的 義 務 で

あり工主任で あ ろ う 。 こ の 建 築 家 の 社 会 的 信 頼 を

失墜せしめないためにも、 建 築 物の 耐 震 安 全 性 を 、

問 題の 原 点 に 立 ち か え って論じ直さねばならなし、。

それでは 、本 Ｚ ｉ ｾ の主題とする 建築物 の「耐襲安

全 性 」 の 確f呆と は いI か 。cf哀れなし、 J よ う に す る

た め に は ま ず 桝 造 物 の 「 綴 れ か た 」 を 術l ら ね ば

ならなし、 。 平河辺守勿の り 災 れ か た 」 を 先日つ て は じ

め て 「液 れ な い J 姐Z築 物 の ，没 ;11 が 可f!E と な る 。

寸叉Ｍ， ｉｾ は、まさにこの， Ｑ ，Ｑ ［ ，にＺ￭Ｎ ｦ ｜ ， Ｇ，ＧＢｊ， をしｻまり 、 「ゆさ

ぶ ら れ か た 」 す な わ ち . f ，Y!ili ヰ勿振動 論 と 、rt災れ か

た 」 す な わ ち 桝 造 物彼 t1，;I，命をf，;'i {干 し 、 鉄 筋 コ ン

ク リ ー ト 柿 造 物の 本 1' (1二日11 し て 、 物理 的 に一 般

的、千年i亙 刊 を も っ た耐従安全1 ' 1 : の尺1立 を 提 示 し

た も の で あ る 。

μ、H芋は、 U ，ι 本 編 と 日応、J 円編の 2 編 に 分 か れ て

い る 。 タ イ ム リ イ な 11・，版 であり、 l見J f 系. r. に は ぜ

ひ ， ￬ｾ Ｇ￩ んでほしい 本 である 。

な お 、 11 本 建築 協 会 で も l仮 布 をしているのでo 1 j ' ;

t 刊行 は お 申 し 込 み ドさ い 。( TE し 06- 231- 9648 )

「新 し い 構 造 設 計 の 実 際』

一一一鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 治 編一一一

和 田 勉著 学 芸出 版 社 ￥2 ，8 0 0. 8 5判 270頁

本 ; 咋は 、 建 築 制 造 に 従 'Jc し て い る 初 級技術省、

むよひＧ 建築予科 で 村 ｉ ｾ Ｉｩｬ ｬｮｵ を学んでし、る 初心 ＮＨＧ［ Ｎ

を 対 卑 と し た “ 鉄筋 コンクリート 榊 造 の ，nn実 務 "

のための「実 用的 な 手 びき ｉ ｉ ｾ ｪ である 。

ここでは今までの: tli ｾ， とちがい、 つ ｾＧｦ芳から構造

，nX1- を 学 ん で い く 方 法 が と ら れ 、 桝 造 計 算 に 必

要なＡｩｽ Ｇｈ 艮の τ ｬ ロ ｡ を」 ιｗＨｉＢｊｾ 数 ｦ｛ｩｴ を ｪ 円し、で ｊ 見 ｉ ｉ ｽ｛

し、 11} *，1f (I "J に は構造，H-r. t ｾ ｉ ｾ を存幼に作成で、きる

よ う に 一 巡 の 流 れ を つ け で ま と め ら れ た も の 。

:;r-.; Ｑ Ｑｾ では 、ＭｉＧｯＧｉ ｬｪｩｬ ｦＮ 主体 ｩ ＮｲＮ が知 Ａ っ ておかなくては

な ら な い 実用 資 料 と l主|点 が ま と め ら れ て む り 、

e:i¥ 2  1; 1で は 、 桝 辺 J生，H の 11げを，1，'，I，となる桝造 ，f-I問

の 判 断 資 料 が と り あ げ ら れ 、 榊 造 創II WJ と 仮 定 |析

而の時1 ，7 - 方法、お・よび、通常使用される純同の

鉄 筋 コ ン 7 リート ms材の作平手耐力数表が1 I J . r 世。

￪Ｚｩ｜ Ｓ 章以降は、者 ＺＱ 丞 ・ 応、 ｽｪ ｗ ｩＮＮｦＧ 斤 ・断 簡 ， ｈｾ＿Ｚ ・ 是正

総， ＯＱ 算の， ｉｾ￮ に、コミイ量的な Ｎ￬ｴ ｲＮｲＺ ) j i Jミの説明と' ，l i¥-m

，HZ1- 資 料 が 符 羽 円 ご と に ま と め ら れ て い る 。

〔私 たちのグループ N o . 3 ] 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

u" T HE  P L A Ycs 

か つ て ハ プ ニ ン グ と 呼 ば れ て い た 美 術 の ー 形 式

が あ っ て 、 ほ と ん ど 急 速 に 燃 え つ き て し ま っ た

か に 兄 え る そ の 意 味 を 、 私 た ち r p L A Y J は

確 実 に 受 け 継 ぎ 、 ハ プ ニ ン グ を 今 も P L A Y し

続 け て い る の で す 。

P L A Y ・19 7 6 ・}!l¥¥

fITj犯Lか ら 11欠 くように千見え る の か。

そ し て 何 処へ 行 く よ う に 祝 え る の か。

あ る H寺 、 サ ロ ベ ツ 原里子 に 流出 し た 私 た ち の 11 協

は “ 風 に の み 反 応 す る 5 日間 " を 通 過 し て 今 、

ま た こ こ に あ る こ と で ハ プ ニ ン グ だ っ た の で す 。

も し あ る 11<1"'.' ;'人 に あ・いて、 P L A Y が こ の “ 11'，li¥

へ 回 帰す る こ と .， を 突 然放 棄 して I;i. l を 追 い 続 け

る な ら 、 そ の 後 姿 は ( こ の地 点 に と ど ま っ て 比

る か ぎ り は ) ど ん ど ん 小 さ く な っ て ゆ き 、 灰 色

に 重 く た れ 込 め た 北 の 空 の 下 に あ る 地 平 の 彼 方

に 、 永 久 に 切 り は な さ れ 、 消 滅 し て し ま う で し

よ 7 。 ｲ ｽＮ 亜 ｬ 判 ｌｾ ＺＺｲ J  

今 年 は 北 海 道 ー宗 谷 サ ロ ベ ツ j京里子 に繰 り .'"1'. した

ね 、 た ち の グ ル ー プ r T H  E  P  L  A  Y  J は 10 人

余 り の メ ン バ ー か ら な る 芸 芸 術 家 の 集 問 な の で す 。

ま た 、 各ノ、プナ そ れ ぞ れ 職 種 が 迷 い 、 建 築 に

係 っ て い る の は 私一 人 で す が 、 こ の こ と だ け で

も私にと っ てはなせ・か野次， Ｙｾ 心 ｅ 虫 が ＨＡｬｩ ｨ くのです 。

私 に と っ で ハ プ ニ ン グ 行 為 と は 、 建 築 を “ 自IJ る

t市立。1]" と す れ ば “ 命IJ らなし川雨明'j" な の で す 。 抗IJ

る こ と 、 そ れをヨ三i IU; ，ける i. k : . 心をした H寺から 、

払の ＱＱ 常生前はすべてその ａ 研 Ｑ として ￭ｦｾｊ し、てい

る の で す σ 験 場 は 勿 論 の こ と 、 i uを 歩 い て い て

も 、 友 人 と 話 を し て い て も 、 食 ‘ J' を し て い て も

す べ て そ う な の で す 。 た だ そ の 内 で 一 つだけ、

こ の ノ 、 プ ニ ン グ 行 為 ど け は M: : < r . に独り立ちして

い ま す 、 ヰl 、の 内 で 。 静 (行[1 る こ と) と卸j の |湖イ系な

の で す 。 そ し て こ の l対f系は お l工 い に つ り 合 っ て

い て 、 片 方 だ け の 治ff !J I と い う こ と は な い で し ょ

う。 す な わ ち 泌 築 を 続 け て い る か ぎ り ハ プ ニ ノ

グ 行 為 も 続 き 、 私 は 利mの さ笹川 へ 「 入 っ たり」

「 出 た り 」 す る こ と を 繰 り か え す の で す 。

ニ 井 清 治 ( 坂 irill 築 研 究 所) 写 真 ー黒 岡義 昭
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住 宅 地 の 計 画 密 度

ここ 二 ・三 年 、 集 令 住 宅 の 計 画 に つ い て 、 ゆ っ く り と 行 って い る ス タ デ イ の ひ と つ と し て 、計 画 密 度 の

テーマがある 。小規模住宅が立て込んで・いる住宅地の多くは、結局過密といわれ評点、が悪いのが普通であ

るが、逆 に 集 合 住 宅 計 画 に お い て 街 度 条 件 が 高 過 ぎ る た め に こ の よ う に な って し ま う 。 あ る い は 仕 方 な い

とよくいわれる。

高' * ; 度条件のひとつとしてオープンスペースの確保を論拠として高府高密度団地 が 試 み ら れ た 。 今 や 低

府 高空宇i度 計 画 に 論 議 が 移 行 し て い る 。 しかし 、高 密 度 化 せ ざ る を 得 な い 前 提 条 件 に つ い て は 少 し 置 く と し

て 、低府 で 日 l何ほどの高得: 度化が可能であろうか。 問題点をよji に 同 府 化 の 問 題 に の み 置 き か え た た め に 低

府高密度を 言 え た の で あ り 、 こ の よ う な す り 伴 え で は 、 結 局 生 活 の た め の 環 境 づ く り を ど こ ま で 達 成 で き

る か 疑 わ し い と い え な い だ ろ う か。

や は り 、 現H寺点で、低府 . [1

'

M .  ｾ・ ｾＯ， 丙とい っ たそれぞれの住戸形式で、どんな居住者型にどんな生前空

間を用意するのか、それは符; 皮純聞でどの程度かとい った こ と が 監 理 さ れ ね ば な る ま い 。 逆 に い え ば 、 ど

ん な 密 度 純 闘 で は 、生 活 の た め に こ れ だ け の 設 計 が 住 居 群 と し て な さ れ て 然 る べ き と い っ た こ と が 探 ら れ

ねばなるまし、 。ほんの一例 に し か 過 ぎないが 、公的住宅，l I i 凶において、わが国の場合と英国の場合を比較す

ると、実際 ｦ 直において、戸数花 ＺＱ 交 ・ 人 ＱＱ 街 ｬｩｩ は同程度のものは多々あるが、そこでｾＩｾなるのは英国の ｽｪ が谷

村i 率 は 尚 く 、 住 戸 型 の 種 知 が 多 い こ と 等 は 示 唆 に 富 む も の で あ ろ う 。 (T )

ミ ニ 開 発

「ミニ 開 発」という言葉が流行り山している 。地 方 自 治体 の1) 日発要綱に誌づく 開発f ! N 金 そ の他 1m発 に か

らむ諸々の 結 Ｑ Ｑ ，�ＺＧ ［ Ｉ の網の目をくぐり ｊ 友けるには小型の ｉｭｾ Ｎ ｾ に限るということらしい 。

これが蔓延すると 一種 の 乱 開 発 と な る 恐 れ の あ る こ と を 指 摘 す る 向 き が 多 い 。 再 開 発 的 に 行 な わ れ る 幼

合 は 再開発 ス プ ロ ー ル と も 言 う べ き 状 態 に な り 、再々 1m発 論 さ え 出 て く る 可 能 性 が あ る 。

場 当 り 主J受により、無秩序な市街地が形成されることは望ま し く な い こ と だ 玖 そ の 前 に 都市 と は一 体 何

な の か と 考 え ざ る を 得 な い。特 に 大 仰 市 の 場 合、 それは生産 ・流 通 ・消 費 等 の 諸 活 動 が 展 開 さ れ る 火 山 の

ようなものであろう 。 その 中 心 部は l噴火 円 で あ ろ う か。 I噴火 11の 中 で 住 む の が 良 い か 、 裾里Tでf主むのが良

いか 、 そ れ は 人 々 が 自 ら 定 め る こ と で あ る と し て も 、 そ れ ぞ れ の 性 絡 に つ い て 社 会 的 に 共 通 の 認 識 が な い

限 り 、 著 し い 不 公 平 や 無 駄 な 投 資 が 繰 り 返 さ れ る 危 険 が あ ろ う 。 噴火口 の 中に裾里子 の静けさを求めたり、

裾聖子 にl噴火口 の利 便 を求めても木に縁 っ て 魚 を 求 め る よ う な も の で あ ろ う が、 こうした 動 きほど日くつく

ものは1黒いように 忠 われる 。 ( K )

「保 存 」に つ い て

「保存」の問題が論議されて久しい 。 卜l く、 開発 と 保 存 、 環 境 と 保 存、伝 統 と 保 存 等 々 。 そして、 fnJ か

rf呆存」こそが、 il 住ーの耗であり、 ょf文いであ っ て、これを佼すものは全て悪であるかの様に、 「ー一一建設

対 J r一一ーを守ろう」の声ばかり向く Il fJ こえて来る H乍今である 。 し か も 、 も し 仮 に 、 保 存 す る 事 の み が 至

上 の 急 務 、 と 定 め ら れ た と す る な ら ば、直 に 、 その積極的 存 在 意 義 を 失 う で あ ろ う 筈 の 、 建 築 人 達 の 声 の

IlfJ こえないのが気に懸る 。 Z5、むしろ、 1']・定的というか、保存しなか った 事 ( そ れ が 直 に 破 域 と い う 1jJ に

結 び 付 く と は 思 え な い が) に 対 す る、 機 悔 の 械 な 論 旨 に は 、 し ば し ば お 目 に か か る 。 触らぬ神に崇りなし、

という 'Ji: だ ろ う かo lnJ れ に せ よ 、 か か る 傾 向 に 支 え ら れ て 、 今 や 、 保 存 は 、絶 対 正 義 と な った。緩 端 な 例

と し て 、 埋 蔵 文化 財の例を 凡 てみよう 。 ー 「何故 、 建築 許 可 が ，'-Bま せ ん か ? J  r逃桝を保存する為で、す」

「何 が "-' -11ますかっ J r それが、解らないから保存するので、す J r ど う い う 方 法 で 保 存 し ま す か J r そ れ が

解らないから、取り敢えず埋めておくので、す」・ ー - 。 とい っ た具合である 。 つ ま り 「 保 存 」 は 今 や 、，-，的

であり 、 手ｾＩｬＺであり、結果である、という ｔ ｊ ￯Ｚ になる 。

今 日 、 か く も 「 保 存 」 が 叫 ば れ る の は 、 現 代 の 建 築 人iさ が 、 後 世 に 残 し た く な る 様 な 立 派 な 建 物 を 、 余

り建てていないから 、 という、 ｊ ｾ も雌かにあろう 。 また 、 立ＮｬＡ設に伴う環皮の破壊や、公害を引き起した τ ｊ ￯Ｚ へ

の 反 省 も 確 か に あ る 。 しかし、 ー 11 に 「 保 存 」 と い っても 、 それは、単体の建築物から、街並み、 自ft l rn);( 

鋭 、 文 化 財 迄 、 今 日 そ の 対 象 は 多 岐 広 範 に 亘 っ ている 。 そして 、 多様な対象といえども 、 つ ま り は 、 人 1m

の 為 、 で あ る 事 が 目 的 である 。 さすれば、その目 的 に適 っ た、各ケース毎のキメの車ILI かい、 「保存」の辺

由と手法が、もうそろそろ 、 平 日 Ｚｗｕ ｉ Ｇｾ に立論されて良い ｈ 寺則では、なかろうか 。

感情的で主張I/. 的 な 、 正 義 論 で は な く 、 科 学 的 な 「 保 存 」 の 論 理 が 、 建 築 人 lヰらの発想において、硲立さ

れ な け れ ば 、 な ら な い の で は な か ろ う か。 (1)

建 築 に お け る 技 術者 に 関 し て

建 築 は 建 築 家 と 技 術 者 と い う 本 来 呉 氏 の 集 団 に よ っ てかもし 出 さ れ る ハ ー モ ニ ー で あ る と い わ れ て い る 。

それゆえ 、 両 者 の 協 調 が、 またそのもととなるお互いの立場の玉虫解が求められる 。 と こ ろ で、芸 術 的 作 品

としての建築を音楽にたとえれば、技術者は伴奏者の役; l ! iJ で は な か ろ う か。 もっ とも、建築において、よ

い作 品 は 良 質 の材 料 と高度な技術に裏付 け ら れ て お り 、 ま た 技 術 の 発 達 に さ さ え ら れ て 、 た え ず 斬 新 で 快

適 な 空Hll が提 供 されている 。 この勢いは最近とみに 加 速 をつけ 、 技 術 革 新 が 造 形 の 変 展 に 重 要 な 鎚 を 縫 っ

ていると言 っ ても過言でない 。 それゆえ、建築に従の立場として係わるとしても、その重姿な役Ｇｾｾ ｩｊ を来た

す た め に は 、 技 術 者 は 点 門 家 意 識 に 徹 す る こ と が 要 請 さ れ て い る 。 それに閲して、 ドイツの有名な物理 学

者 ハ イ デ ンベ ル グ の 言 葉 が 思 い H' ，される 。 博士は専門家の能力として、 “ そ の 対 象 と す る 分 野 に つ い て 非

常に多くのまIは? 占をも っていること" さらに “ そ の 専 門 と す る 分 野 に お い て 、 起 り 得 る 最 も 重 大 な 間 違 いの

い く つ か を 知 っ ており、だから 如 何 に す れ ば 遊 け ら れ る か が わ か る こ と " と 言 っ ている 。 この判 断 能 力 を

開得することが 、技 術革新にあけくれしでいる技術者に望まれることであり、この先兄的能力が ｩｾＢｾ 害者と

し て 建 築 の ハ ー モ ニ ー に 参加l し 得 る ひ と つ の 資 格 で は な か ろ う か。 ( H)

出築 と社会 / 1976lj' .1111 月 5  
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構 造 の 頁 29

設 備 の 頁 29

施工材料の頁29

報月

総 1ド s[ j 光

昭 和 51 年 11 月 20 日

昭 和 51 年 11 月 25 日

穏 中 定 三 郎

( 社 ) 日 本 主 主 築 協 会

大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37  

m 0 6 - 2 3 1 - 9 6 4 8  

仮 谷 口 座 大 阪 3 9  9  7  5  

凸 版 印 刷 株 式 会 社 側面支社

大阪市福島区海老江 3 22- 61 

電 0 6 - 4 5 8 - 2 2 5 1 (ftj

6  0  0 円( 送糾別)
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第 2 3回 青 年 技 術 者特 集 • 
樹

晃

彦

慢

彦 (順不同)

龍

貞

和

克

木

井

藤

内

口

津

八

酒

加

堀

谷

竹

構造部門

設備部門

施工部門

その他部門

祝

次

明

造

平

敏

芳

恵

清

泰

雅

山

田

山

草

地

田

横

池

竹

江

菊

植

.設計部門

ク

構造部門

イシ

中村甲ー

優 秀 な る 青 年 技 術 者 を 選 び 、 そ の 不 断 の 研 究 努 力 と す ぐ れ た 業 績 を 顕 彰 す る こ と を 目 的 と す る こ の

企画も 23回目を迎えましたが、例年のごとくむづかしい選衡となりました 。提 出 を 受 け ま し た 資 料

にもきびしい社会状勢の影響が強く表れ、また建築界に対して社会のニーズが多様化を求め必然的

に建築の創造が幸且織の力によ ってより綜合的になされる傾向が高められている点が感じられました 。

しかしながら個人の創造力あるいは統制力は否定できず、むしろより強力なスペシャリストへの活

脱 が 期 待 さ れ る の で な い で し ょ う か。 と言った意味で新人の発掘をふんまえて選衡にあたりました 。

守 年 会 員 の 皆 さ ま の一 層の研鍛を祈ります。応募者、入選者の数はつぎの通りです 。

選衝委員長青年技術者選衡委員会総評

その他

1  

1  

計 画

2  
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施 工
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設 備
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構 造
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3  

設 計
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評

選

部
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応
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設 計部 門 : 建築造形に総括的な貨任を持つ設計という立場は、評価が結果において視覚的 ・端 的 に

与 え ら れ 、 そ の 競 争 は き わ め て 厳 し い。組織の中で応募者本人がどのような役割l を演じたのか不明

石在だ ったり、作品数が少なすぎて判 定し難いもの等がありました 。 また自己の主張を十分訴えるこ

とのできるよう、応募資料をうまくレイアウトするのも 、設 計 者 と し て の 能 力 の一 つ だ と 思 い ま す。

今 回 初 め て イ ン テ リ ア デ ザ イ ン を 入 選 に 加 え ま し た が 、 こ れ は 、 単 な る 装 飾 工 芸 で な く 、 建 築 の 内

部 空 間 を 形 造 る 重 要 な な 殺 を 持 つ も の と し て 評 価 し た い。

構 造部 門 今 回 3 点の応募があり 、 いずれも優れた業縦であり、またおのおのに特徴のあることか

ら 3 点とも入選としました 。 ひとりは生産施設に独自の構法とディテールを、ひとりは高層マンシ

ョンの生産性を高める工法に、そしてもうひとりは 17階 建 事 務 所 ピ ル に 優 れ た 工 法 と 精 進 計 画 を 提

案 し 、 業 績 大 な る も の が あ り ま す。 ただ、残念なことは、今回、建築事務所からの応募がなか った

ことであり、今後、事務所からの応募も期待されます。

設 備部 門 : 選ばれた方はいずれも 10余年の努力を基として最近のトピックスである省エネルギ一、

防 災 問 題 に ス ポ ッ ト を あ て 、 設 備 シ ス テ ム に 真 正 面 よ り 取 り 組 み 、 そ の 柔 軟 で 級 密 な 、 し か も 大 局

に お い て パ ラ ン 入 の と れ た 判 断 力 で 計 画 か ら 現 場 管 理、 またそのシステムの評価、反省までされて

いる点を評価しました 。実 制 評価 か 、 潜 在 力 評価 か、選 lf1! iの 対 象 と し て 問 題 に な り ま し た が 、 不 宰

にして選にもれた方には再度資料を整備されることをのぞみます。

施 工 部 門 本年度の応募作品も寂しい限りでしたが、 「既存木杭の切削除去装置の改良研究」は、

研究グルーフ 。 の研究活動で・あるが、そのアイデアと実［ｪＧ ｾ Ｇ ｊ を今回は評価したい 。 こうした若い技術者

の、従来の工法にとらわれず、しかも環境にマッチするための開発と研究に対する努力を1 t ・讃した

い。施 工 技 術 面 で は 、 組 織 のー只 と し て 参 画 す る の で 、 個 人 の 技 術 は 評 価 し 鋭 い が 、 忍 耐 強 く 経 験

の 務mと、日常の研鎖と努力による技術|摘発への挑戦が大切と思います。

計 画 部 門 . 今回は計画の応募は 2 点 と 少 な か った。 しかもそのうち 1 点 は 設 計 部 門 か ら 廻 っ てきた

設 計 以 前 の 官 庁 営 繕 の 計 画 で あ り 、 審 査 に 足 る 資 料 が な い た め 、 対 象 外 と な り ま し た 。 もう 1 点は、

正場跡地利用で外壁保存を計画にくみいれ風土にあわせた! C ! . 欲は大いに! J . うけれども、団地計画レ

ベ ル と し て 密 度 の 高 い も の に し て ほ し か っ た と 思 い ま す 。 厳 し い け れ ど 、 そ う い った窓l床で、今

回 は 人 選 な し と な り ま し た が、次 回 に は 、 密 度 の 高 い レ ベ ル ア ッ プ さ れ た 計 画 の 提 出 を の ぞ み ま す 。

その 他 部 門 : 今回は務査員の了承をえて、その他昔III"J として、サイロ工事の監理に終始参画した技

術 者 を 選 び ま し た 。 もっ とも地味な縁の下の力もち的存在にもかかわらず、サイロという特努財法造

物 一 途 に 現 場 の 経 験 を 度 々 改 良 し で 絶 え ず 前 向 き の 姿 勢 で と り く み 、 研 究 を 重 ね ら れ で い る こ と は

武 重 な 存 在 で す。

雄策 と社会/ 1976(1' 1111υ 7  



建 築 地 神 戸 市 東 灘 区 御 影 町 郡 家 字 村 日 l

設 計 胞 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 底

平生記念館

建 築 地

設 計 施 工

精 進 縦 模

敷地而干'11

延床面積

峻 工

設 計 主 旨

神 戸 市 東 灘 区 住 吉 町 新 堂

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

R C 造 2 階建

1，556. 47m'  

777 . 3 8 m'  

1974年 8 月

住吉の山手の| 潟絡な住宅地の中に計画されたこ

の 記 念 館 は 、 そ の 環 境 の 中 で は か な り の ヴ ォ リ

ュ ー ム を 感 じ さ せ る の で 、 在 来 の 地 形 、 周 辺 の

鮒 木 を で き る だ け 残 し て 、 建 物 を 枕 め て い る 。

周辺に対するスケール感の訓話[ J を考ほし、制: の

"う."
深 い 方 形 の 屋 恨 を 乗 せ 、 落 ち つ い た 会 館 と し て

の 絡 調 の 尚 さ を 表 現 し て い る 。

緑 地 ク ラ ン ド マ ン シ ョ ン設 計 主 旨

広大なu . をパックにした緑地公園駅前の区画挫

理 事 業 の一環 と し て 企 画 さ れ た こ の マ ン シ ョ ン

は 、 高 容 偵 を 生 か し た 都 市 型 住 宅 で あ る 。

道 路 面 よ り 一段下がった敷地条件を利用して! 日

車 場 を 沈 め 、 外 観 は 、 緑 に 閉 ま れ た テ ラ ス と 住

似 の み が 兄 え る よ う な 断 面 設 計 に な っ て い る 。

環 境 に 忠 ま れ た 立地 を 考 慮 し 、 セ ン タ ー コ ア の

住 戸 プ ラ ン を 採 用 、 南 北 両 面 に バ ル コ ニ ー を 設

け て 採 光 を 縫 保 、 各 室 の 独 立 性 を 重 視 し た nの

おい Lt:空間1を追求したものである 。

建 築 地

設計胞工

NI i 造縦模

敷地図秘

22中市大字寺仏1，

株式会社竹中工務 ｊｲｬｾ

S R C造、 10F 、l l F 、2 tJll 

2 ，957. 84 出「

メソン白鶴

椛造t見t!.1 S HC 造、 B l 、14F 、2 棟

以I也而M 9 .044. 17 m'  

延床ffiiH! 19 . 547. 54 m'  

13 ，060 . 17 m'  

1977年 7 }  1  
緑地 グランドマンション 2床 面 ?

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1円川11川111川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l日川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川
11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川111川11川11川11 
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横 山 芳 祝

生年月日 昭和 15年 10円2011

j止終下皮 昭和40年 3 円武厳工業大佐工

学部 ｩｬｬ 築戸科辛ｾ

・ ｾ 1m 昭和40年4 円株式会社竹中工

作品周告歴

務1; 5入社、投，1t / W配凶。途中

万博工事本部 Jl 1.l r主的判i 七ン

ター経段、 IJI. !E に奄る 。

万博ガラスの城、 ベプシコ ーラ館他

阪色、Fi 児、市0 5 ピル竹休寺会館、

也市層集合住宅 J f-画 ( シベ・ンポール シテ

ィープラザ)、平生記念館、 f主'illIP {-I面マ

ンショ ン、阪急尚茨木駅前，:';;)11住宅、阪

急、千里王子7 ンンヨン 、メ ゾン (1鶴、 .J

I也グランド7 ンンヨノ

すいせんのことぱ 徳間昌克

組織の中の設計活 ｩ Ｑｦ ｾｊ は、広い範ｼ用

のチームカの統合と、! 長. ，. ) ) の持

続が要求される 。i止はハウ ジン グ

告11門のチーフとしてチームの利を

大切にし、幅広い要求と変化を系

軟に犯え、より人川的な 11環境の

創造を目指し、執念深〈取り制lん

でいく粘り強さをづｾＱＧＱ｛している 。

青年技術者としての言葉; ここ数年の社会的価値観の変動は、 nまぐる

しいものがあり、 ill 築も敏感にその影響を受けてきている 。

このような l時代であるからこそ、われわれは設計者の立I品として、，: r l曲

の1=1標と主旨を' ，: ; ; ; に i別総にしておく必要がある 。

建築は好むと好まざるとにかかわらず社会的なものであり、計画の地域、

その風土の環境に対し、将来の姿を -h Jtl Iし主がら、いかなる姿併で対処

していくかが、われわれに諜せられた災務であろう 。

; f J 、は比較的大鋭校建築の設計に参画する機会に恵、まれ、企画から1 . i 1 i ¥也設

計までのプロセスの長さ、加えて長期lにわたる住民説明会と官庁按渉の

背労とその重要性を術感させられている 。 目標を常に見定めるクリアー

で 7 レキシプ Jレな感覚、執念深い追求の姿勢を目指し、今後も姥築の官11

造に没頭していきたい。



野村不動産広島ビル

建 築 主 野 村 不 動 産K.K

所 在 地 広 島 市 立 町 2

純 設 内 容 事 務 所 ピ ル

工 期 昭 和49年11月15 日~ 昭 和51
1
1
o

8 月3 日

敷 地 面 秘 1，319. 15m'  

建 築 面 積 1，225. 23m'  

延 床 面 積 12 ，473. 12m'  

初 造 規 模 欽' l ' J 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

地 1: 9 階 、 地 下 2 階

nピル の 設 計 は 往 々 に し て そ の 設 計 条 件 の厳 し さ に 押

しj噴きれそ うになる。( 低工 'l'( Ｎ 短工期 Ｎ ｾぺい率 ・ 容

f!'l 率 ・有 効 率 の 7 ，: ; プ等 々)

設 計 者 は こ れ ら の 厳 し い 条 件 追 求 の 苦 し み を 完 成 後 の

挫 物 に 感 じ さ せ な い よ う に 努 力 し た い も の で あ る 。

こ れ ら の 厳 し い 設 計 内 容 の 追 求 と 並 行 し て 本 ピ ル の 設

討 に お い て と く に 留 意 し た 点 は 、 広 島 市 の 中 心 部 に 建

つ 木 ピ ル が 周 辺 に 与 え る で あ ろ う 郎市 景 観 へ の 寄 与 と

新 し い ピ ル イ メ ー ジの創 出であり、 全体 と して 絡 調 高

さ と 新 し さ を 調 和 さ せ た 。

野村設券大阪ビル

玄関ホール

O f村 j宜券大阪ピル

所 在 地 大 阪 市 東 区 北 浜 2 の26

施 設 内 容 事 務 所 ピ ル

工 JYI 昭和146年 7 FI - II ! H1I 48年 5 月

数地面絞 2，530.28m'  

建築面積 2，053.36m'  

延床蔚級 20，350.46m'  

Nlii 宣規模 鉄' f j - 鉄筋コンクリー卜および鉄骨

造 地 上12階、 地 下 2 断

大阪労働センター '

所 在 地 大 阪 市 東 区ht 橋 3 了1=115

施設内等 ホール ・研修室 ・会議室 ・音 楽 室

工 j明 H自利50'<jo2 月- 1I !1.j n53年8 JI 

敷地面的 3，131. 46 m'  

建 築面 倒 2，788.00m' 

延床稲村! 21，584. 95  m' 

精 造規模 欽f i 鉄筋コンクリートおよび鉄刊

造 地 上11陪、 地 F 3 断

大阪労働セン ター

1川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川111川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川l川川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11 l  

池 田 恵 次

生年F l 口 n[l，ft 118{lo 5  J I  9 日

日目利41ｾｉ と大阪 ､￭ 立大佐｛ＢｪＧＺ部 ｩｬｬ 築下 科辛

l'l 。同{I'(附安 1 m築設計。11務所入社

主な設計業務総1 ! 1

昭和41年日本建築学会卒業設計コ ンクー

ルに入選、神戸工業明石電子機器工3品、

近畿コカコーラ "11イi D品、西武茨木ドラ

イピング七ンター姫路市農協、 野村澄券

/，rp山保護所、近畿コカコーラ J;r ｭｾ 工場、

Jlf:{利45年符恨国際観光センターコノベ人

滋( スタ 1 7の- Qとして Ilt 耐に参加) 、 野村。宜

券大阪ピルＨｬｊｉＩ品監尽を古む Ｉ 、大阪 ＷｪＧｦｾ ｾ 七ン

タ一、野付近券広向ピ jレ、大阪ガス V . s

ステーション、 "JI 石市大久保山知! 工J品、

点目 Ｑ Ｎ 阪神 ・ 小ＨＱＧ餓 Ｎ ＡｾｾＮｴ措Ｇ， ｕ ￭ｦＮ七ンター

すいせんのことぱ 佐野正一

組織で設計を進 めてゆくには 、設

計能力のほかに、建築 Eや協力者

とうまく調怒し、説得してゆく能

力 が必要である 。池田れはその方

面 の 紫11にも俊れ、 1

V

i 'fii にまとめ

てくれる 。最近は、大生Iの事務所

建築や金品曲関係の ill 物を予掛け、

安心しでまかせられる λ タッフで

ある 。

青年技術者としてのこと( ; 1 . ' ; 建築の大型化、線量fi化、スピード化 に伴い

設 計1本市11 も組織の力でないと処理できないものが多く♀つできている。

ｾ･［主体制 ｬ も組織の内から発 ￬ｴ されるものが大半である 。

組織から組織への{ 上'Ji の流れにあ っても設計はm当おの意識のもち方、

努力にその原点を有し、出来映えに繋がるとい うセ オリーを常々心に刻

みあt けていたいものだ。

設 ｾ ｉ 組 織はポテンシャ ｊ レの ＱＺ 目 ａ い技術者集団としてイ子在すべきであり、そ

の中にあって私は般かな 辿 築を創り 出すチームのリーダーとして自Ij J 主力

と統制 71 を搭え ｻ悶 ｴＧ ＱＺ ｊＺＡＮｾかな人 ｲｈｉ として設計に 悦 わ っ ていきたい 。

9  



兵庫県立図書館・明石市立図書館

所 在 地 明 石"i 明石公閲 1 lfi27号

敷地面積 10，635m'  

建築面積 5， 613m'  (県3，146m' rli 2， 467m' ) 

延床面積 12，987m'  Ｈ ｾ［ｬＷ ，＠ 989川 市4，998m'  )  

櫛造規綴 H C造 J也J : 3 新 地 F 1  附

工 期 HIi 和481l" 7  rJ - II [{ 利49fl' 9 月

兵庫 県立 図古館と l明石市立図書館は 、 旧 明 石 城E止である県立明

石 公 園 内 の 東 北 端 に 、 並 ん で 位 置 し て い る 。 2 IJ(' ， Ｇ ｾ館 の並設は

全国的にも例がなく、その/ Jx 6が 危 ぶ ま れ た が 、 市 立 図 書 館 は

近 隣の市 民 対 象の貸 出 業 務 中 心の機 能 を、 県 立医， ［Ｑｾ館は全県を

対象と した 調 査 相 談 業 務 2 次 資 料 の 作IJ .文 ・|文13館 網の 整備な

どをその主ｾな機能としており、このような機能の違いがうま

く 発 揮 さ れ 、 現 状 で は 一 応 の 成 功 で あ る と い え る 。

外 壁 は R}j 石 公 園 の 深 い 総 と の 対 比 を 考 え泌茶色の煉 瓦ft! 、 各 棟

の苫i さ; は公閣の雰囲気をこわさないよう 2 附辿を J占本とし 、で

き る だ け 低 く 押 さ え た 。 閲 覧 室 の 深 い コ ン ク リ ー 卜 ル ー パ ー は 、

図 書 へ の 直 射 11 光 を 防 ぐためのものである 。

兵庫県立スポーツ会館

所 在 地 神 戸 市 長 田 l旦五五池町 I ー l

敷地面紋 3，576m'  

建築面級 1，708m'  

延床面積 5，145m'  

構造規綴 H C造 地 1'. 5 階 地 F 2 階

工 期 昭 和46f
j'. 311- 昭和47年 4 1' 1

こ の ス ポ ー ツ 会 館 は 、 ス ポ ー ツ リ ク レ エ ー シ ョ ン i81QJの 将及振

興 の た め の 有f危なm; ，t ，i 者育成の( l J f 修とあわせて広く県民が手軽

に 利 用 で きる 純 設 という 意 図 の 基 本 椛 造 lこJ占づいて 計画された。

建 物 は 神戸市民グラ ウンドの一角 に 位 置 し、敷地が扶陥のため建

物 を 立 体 化 し、1' 1'央 に 階 段 棟 、 東 (W] に 体 育 械 、 阿 (W] に ブ ー ル 僚

を配置している 。 フール棟 に つ い て は 結 誠 等 の 点 か ら 平家 建 に

した 。外 部の仕 上 げについては 、 体 育 館の も つ 力 強さ を表現 す

る た め に コ ン ク リ ー ト の 素材 を生かしガラス面とで色彩を少な

く仕上け、た。

11川11川11川l川11川11川l日川11川11川11川11川11川11川11川"'川"'川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11'川"'川11川11川11川"'川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l日川11川"'川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川"'川11川l日川"'川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川"'川11川11川11川11川11川11川"' 川"'川"'川11川11川11川11川11川11川11川"'川11川11川11川11川"川"川"川"川"川""川"川"川"川"川l日川""川"川"川"川"川"川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川"' 川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川"'川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川i川11川1日川11川11川11川11川111川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川11川11川11111川11川11川11川11川11 1  
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竹 山 清 明

生年 月R 1I{J，l1I 21  If.  2 1' 120日

Ji H学長IfA 昭和45:::1' 3  11 京 都 大 学 大 学

院建築' 主専攻I虐士課平野冬了

業 1M 11自利45年4 円 兵庫県ill 築部

Ｇｩｾ ，Ｇｾ 冊減に勤務 現在 に至る

Ｑｩ ｾ￳ ｾ ，略服 兵Ｏｩｬｩ県立スポー γ 会館

兵庫県立尼崎病院石護制' ( (i合

兵印県立図1!; 銃

明石市立図: !;館(基本設計のみ)

兵 ｨｬ ｉｖ［ｾ 八鹿職 員住宅

兵庫県立晴、犯! 梢靖国クラブJ 、ウス

兵庫県皮革工業指導所(施工中)

すいせんのことぱ 光安義光

竹山氏は至って 周到である 。建築

の埋論を分析し組み立てるときに

砲を見つけ 出している ようである 。

スポーツセンタ 一計画を終わる頃

から、 11'lEJ][iJ fの伎を脱皮しはじめ、

県立l支13 館に意欲をぶした。 また

ｊ 十阿 ＧＱ Ｇ の合 ｉ ｊｪ也劇場にはｾいと姉き

を! さじる。つぎの展開 を! 日Ii . ¥' させ

る庁年 として推せ んする。

青年技術者としての こと ぱ，鉄やコノデリートなどをぷ材とする近代建

築は 、1920年代以後大 き主活!瓦 をとげ、いくつかの典明をつくりあげた。

現代建築がlリ凶作寺発展の方向を展望しえていないというのは、これらの

典型lの域を 今に至るも Jj ) l しきれていないことを意味している 。 そうして、

現在も限界の突破をめざしさまざま寺試みが、あちこちでなされている 。

しかし 、このよう♀努 力も、発展段階の異な った現住では 、fl- なが らの

やり方では 、 卜分な成果を期待す ることはできない。

では現 有 ＺのあいｾをＱ｝ち破るみちはどこにあるのだろうか 。 それは 、建

築をより 社会的 にとらえる '1' にこそあるだろう 。! 日本的には、現代建築

を医l民一般から遊雌した』か 、府のものではなく 、間以全体の! よい必然の

1: にたってその文化性 ・機能i ' l ーなどを険証 されたものにしていくという

こと 、あるいは、現花、建築家 ・技術省のなかでも少数の. f i しか持ちえ

ていない、 それなりに ，:';j い伎官、i を、符のものにしていくということ♀ど

があげられる 。 このような方向にこそ、現代ill 築の今後の発j必の1畏守! が

""- いだされ得るだろう



関西地区大学セミナーハウス

建築場所 兵庫県神戸市北区道場町生里子字ロクゴウ

敷地面積 83 ，000 .00m' 

建築面材t 3，379. 00m'  

延床面秘 3，612 .32m'  

柿造鋭佼 鉄筋コンクリート造、地下l 階、地1 : 2階

工 期 昭 和48年 3 月- 51年 3 月

国与臨白薗

畠孟

本 館 立 函図

講話ｾｾ

后晶届』…ナ- 1車

声

区

単

.

，

回

圃

ゼ

魁

晶

一邑
一

一

瞬

一

揖

一

臨

ｾ Ｎｩｩｉ 邑 ｡ 広孟 Ｎ Ｆ
4 ぬ 晶 岳 品 A

8人宿泊擁

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川1111川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川111川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川l日川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川111川l川川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川l川11川11川11川
11 i  

江 草 泰 造

生年 JI 日 昭 和 15'. 1' . 8 !l 12 11 

品 終 学l辰 ｉｬｾｦｩ￬￬ ｭ 大学ｬｩＧ［ -fl .ll 工学部怨築

平手守字ｾ (U({布139'. ド3 月)

業 務 歴 HG利39年 4 川附大体制1入社

本庖管内工事事務所勧務

昭和42年 7J J 日前大林組本庖設

計部勤務 J JUE に主る

fl l t1u' ，lBnJtA 洲本 7 7 ミ' ) 一七 ンター ・洲

本 ボウル 、川崎ffi 工側I l JJ 石/l

r1t 'fi ・楠問 "f:t ・家族主耳、 三相

銀 行 研 修 所 { 相銀行IIII J投 初 、

泉 北ニュータウン 光明池 H P

ｊｾ ， ｬ 十銭技 ｅ 地I百七 ンタ一、ダ

イハツ 社H? ラプ、関西地区

大主セ ミナーハウス 、ヤ ン7

ーディーゼ JV{仰大山崎研究所

( 1 m!).  -，*f本1"1向'ii1t lifij

す い せ ん の こ と ぱ 栄木 一成

彼は常に内分の!41忽を未来の中に

みつめ、 一 つ でも新しい空間を古IJ

り出す べ〈 、ひたむ きに建築を追

求し、 1JJ i のu か寺発忽、柔軟な計

画力、たゆまぬ努力 によって、 { i

Ｇｊｩ［に＿を ｵ 交の ｉＨｾ い ｉＦ ＡｪＡをあげている 。

今後 l立f止の泣かな自IJ J i i 力、持ちi i i J

の紋縦性をさらに発泌させて 一廓

の成長を卿H手して いる 。

青年技術者と してのことば; 人間の長い歴史をかえりみると、人と社会

の発展のためのたゆまぬ努力が、いろいろに庁長を変えてくり返しなされ

てきている 。 その歴史の流れの恨底にあるものは、求めてやまぬ個人の

尊厳と主体性をよりおめるためのものであり、これは今後も永述に模索

されつ づけることだろう 。

個人が社会との升、かわりあい において、自分の職能を過して、これにど

の程度に災献 しi非るかは、い つに 本人の臼党と行動力に if たれるわけで

あるが、たとえどのようなかたちのものであれ、建築を通して、それに

参画できることはこの ". もなく泌しくうれしいことである 。

とf 6J/ I キに、そ の影特が及ぶであろう範囲が、それなりに広 くかっ大きいこ

とを j芯え t! 、自分の日常の姿勢と方向と方法が、それに妥当なものであ

るのかどうか、未熟さ放の甘さと頑なさはないかと絶えず自 問、 自省し

ながら、極々の制約をのりこえて慎重に、果敢に建築してゆかなければ

ｾらないと考えている 。

11 



伊藤高ビ、ルテcィング地下庖舗街

所 在 地 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 46番地

設 計 施 工 側 竹 中 工 務 庖

敷 地 面 積 2，422.24m'  

建 築 面 積 l ，721.68m'  

延 床 面 積 26，267. 06m'

精 進 柱S R C 造 梁 S 造

工 期 者 工 昭 和481:J'. 1l 月14 日~竣工H部 n51年 3 月25日

岡慶本社ビル
5 階茶室待合ロビー

3 階展示場ロビー

大阪コクサイホテル
1 階ラウ ンジ

i川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l“11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l“川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川
11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川
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菊 地 平

生年月日 昭和 18年6 月16日

最終学歴 昭和41年3 月金沢美術工芸大

学産業美術学科宇

作品略JIA 昭和43年) L 州電気ピ Jレ

ｉｉｾ 利 ＴＵ 年大阪コ Ｗ サイホテル

!li3利45年小川術活本社

11白布146年ソールロイヤルホテル

昭和47年銚紡中央研究所

昭和47年竹中研修所

昭和48年帰州東洋ゴル7 7 ラプ

昭利48年間E査本社ピル

昭和49iド( . ! l . 同信用金庫本1占

昭和51年f' } t 雄泌ピ J レディン グ

すいせんのことば 村 尾 栄

辿築は、内告 ￟ｾ ｉｩ ｊｉ が成功して始め

て、生きた述書きと言える 。 lli は:t!.

匠告 ￟ 門の中堅として、住空 ｮｮ 、ヲ ｊ ｾ

務 ｾｉＺＺｉ 、商業 ｾ ｬｩｩｬ とあらゆる設討

にたずさわ ってきた 。呉市ト! な設

計態度と的熱は今後も大いに期待

できるのでi ' f i : I:. 技術名として、す

いせんします。

青年技術者としてのことば，建築の目的は、その柿造物によ って創り出

される内部空間l を得ることであるが、人! 日lは一 日のほとんどの時間をこ

の空間の中でさまざまな生活を常んでいる。食べる、寝る、思索にふけ

る、遊ぶ、{動 く、経済活動をする。

私は、入社以来11年、多くの目的を侍った内昔11空間の設計にたずさわ っ

てきた 。 そこは人が腐を触れ、五 Ｑ ，ￆ［を 刺 ｉ 放される 。 人 間 のＭｴ ｭｾ に直ちに

ＩｾＡｩ 持する ｪ ｊｾｾ である 。 全く未知 ｬ の人と会い、その人の生活、思氾Ａを理解し

私の設計思想を述べ、 f主空1: :1あるいは商業空間i を作 っていく 。非常に燥

しいことであるが、それがその人に菩ばれ、または多くの人が; ! t ¥まり、作

り出した ｾｲ ｛ｬｊを快く使い始めたとき、その喜びは索開らしいものである 。

設計者はあらゆる人間生活、社会現象、自然現象を理解しなければなら

ない。一般業人である前に、盤かな“ 人間" である べきではないだろうか。

「笠かな人間」。これが私の諜題であり、すべての現象、入、物に関心を

向けさせる原動力である。



立 体 用 架 構I C S・F Aの開発 ，

実 施

レート鎖、ボルト本数、 7容接s が 少 な く 、 ま た 工

場加工、主主方作業とも簡単である。

2  ) ス パ ン は 両 方 向 と も 1 8 mと大きく 、 か つ 壁 面

プ レ ー ス が な い た め 平 而 効 率 、 プ ラ ン ニ ン グ の 白

1 . 概 要 由度がおい。

現 在 の 高 度 産 業 社 会 が 建 築 に 対 し て 求 め て い る 粂 3  ) 当日中将のm成 部 材 は 比 較的 軽 微 で あ る が 、 斜 吊

f牛 “ 製作のスピード化" “ 変化へのフレキシプルな

対 応 性 " “ コストダウン " を 解 決 す べ < Ilf l9告され

た、汎月11主にz ' ; んど架柿 } 彰式である 。 8 本 の 方 杖

による 吊梨 柿 形 式 の 立{本 ラ - / ン フ レ ー ム で あ る 。

( 写真一 1 )  

2. 特 徴

1  )  11i 材 の組み合わせのみで大スパンを 榊 成し、か

っ 鉄 骨 祉 の 大 幅 な 低 減 、 各 作 業 の 符 力 化 を 計 っ た 。

・鉄 'fJ -i誌は約20k g / ばで、 一般 架 締 法 のM程 度 で

ある 。

・ 保 ｭ のユニット化により Ｚｾｉｾ 材数、 ｴｾＱＵ 材組別を減

らした 。 また出15材 は 単 材 か つ 直 線 材 の み の椛 成と

し規絡化 、ヂi力 化 し た 。

• t長合部はすべてピン接合でよし、 。 し た が っ て プ

- 園面孟孟孟

写真一 1 機型 ( 鉄骨構造体)

写真一 2 模型 (屋栂折版取付)

C .C .S 桜 島 冷 凍 自動倉 庫の

設 計

1  建物慨要

国 鉄 似 品 駅 近 く に 怒 っ 魚 介 知 、 冷 凍 食 品 を 収 入 す

る冷凍( l ! lqJ倉 庫 で あ る 。 建 物 鋭 校92 . 6 mX 47 . 2 m  

一 世15 2 階 建 、 容17I は 5 ，400パレ y ト、 8 ，100冷 凍 ト

ン、Ａｩｬ ￯ 仏 ［ ｊ ｩｾｬｩ 皮はー ＲＵ Ｎｃ である 。

2 . 構 造 計 画上 の 特徴

1  ) 点 床 式柿 造 1 階 床 Fに 約 1 m の空気l Ii'I を

設けて通 ｊｾＮｬ 、 換 気に万全封切し、 ｊ ， ｾ礎梁の ｩ ｬｩＡ 度応

力 、 結 路 お よ び 基 礎 の 凍 上 を 防 止 し た 。

2  ) 法 家 、 ラ ッ クの二 重 椛 造 形 式 立Jn広( 鉄'1'1

造 平 家 ) と ラ ッ ク ( 軽 虫 鉄'i'hi't 1  0).，'1) を全〈別々

建物外 観

材 の 効 果 に よ り 比 較 的 剛 性 が お く 、 変 形 が 少 な い 。

4  ) 届 恨 折 版 を 梁 下 に 取 り 付 け て い る た め 天 井 面

は 、 勾 配 お よ び 梁 符 の 突出物が全くなく、主主IIJI 効

〉告と美拒J l をおめでいる 。 ( 写真一 2 )  

5  ) プ レ ハ プ 化 準 の ア ッ プ、工 法 の 単 純化 、 行 力

化 に よ り 工Ji! Jの短縮、I i ' I ! i 工制度の向上 を計 っ た。

またユニ y ト化、 J姿合自15の 簡 略化 に よ り 地 築 、 移

築 が 簡 単 で あ る 。

3 . 屋 根 の 漏 水 実 験

主主の折版昼恨貫通告日のl見圧水¥' f ; i試験を行い、主主ま

わりの水習を: 性を確認した 。 ( 最高圧力士 2 5 0 kg /ば

にあ、いで漏水は全く認められなかった 。)

4  圏内における実施例

工 場 、 合 成 建 築 を 中心 に 5 件 の 建 物 が 当 工 法 で 建

設 さ れ て い る 。

5 . 海外紡績工場における実施例

今 ま で 数 多 く の 紡 紛 工 坊 が イ ン ド ネ シ ア に 建 設 さ

れ て き た が、 n本 で 製 作 、澗 i主される鉄 11 を，t ，心

に未解決l J J 項 が 種 々 残 さ れ て い る 現 状 で あ っ た。

今 同一 述 の 工 場 の 設Jr に 当 然m法を応用した結果、

音15材 が 直 線 材 の み で 榊 成 さ れ 、 かつ、{ 閏# の古川4

3L!;1が 小 さ い こ と に よ り 、 倒 包 、 輸 送 貨 の 節 約 、

輸 送 中 の 損 傷 防 止 符 の n日題点が解決され、 3 つ の

シンプルでユニークな工 ｪ ｊｾ Ｑ M E  R .  T E X 、D H A M

A . T E X 、K U M A. T E X を 完 成 さ せ 得 た 。 ( 特 JtF

出即!l 中)

ラ y ヲへ，- ^坐j雪

仕上面

ーで/ ，コノフリート 直押工勿 155

』.-t .ー' 一

"  I コンヲリ ト木ゴテ押工17' 2∞

(フ ローティンデ ・ベース) l  _........，..." ｾ ，， ］ ＢＢ＠
、 、 } 養生モルタル⑦20

ｃｃ く ｮ ごｾご ｃ 乙くｾスタイ ロ ホ ーム ｈｄ ＭＳ ∞ァ Ｑ ＵＰ

ノ主ンヲリー ι ラブ ｊ Ｒ ∞ト去年三とと之ニｪＭ ｪｾ シート
J .". / /  

A 部分詳細

A  
'.a2 

図ー 1 断面図

箸野義製薬焼津工場倉庫

P T. ME R T E X  

P T.  K UMA T E X  

- ラ y ク の 寸 法 制 度 を 確 保 し 得 る 。 ( 鉛 直 土 4mm、

水平: t 8  mm)  

3  ) フ ロ ー テ ィ ン グ ・ベ ー ス の 採 用 ラ y ク柱

脚 部 は 通 常 ヒ ー ト ーブリ y ジ を 避 け ら れ な い 箇 所

で あ る が 、 硬 質 ス タ イ ロ フ ォ ー ム H 0 3 0 0 を 断 熱

中イとし、その_t l ニ20cmJot σ〉コンクリート ( フロー

テ ィ ン グ ベ ー ス )

を 設 け こ れ に ラ :; 7  

9主 脚 を 支 持 さ せ る こ

と に よ り 、 床 の 完 全

断 熱 に 成 功 し た 。

( 図ー 1 参! !百)

スタイロフォーム H D

3 00は、 - 25" C での圧

縮 ク リ ー プ 試 験 に よ

り 、 変 形 性 状 、 安 全

n を石在主主した 。

(図 ー 2 )  

の 精 道 系 と し て 設 計 す る こ と に よ り 以 下 の 効 果 を

得た 。 ( 図 ー 1 )  

.  ｾ人 ｉ 断熱 Ｉｊ 式を可能にし、ヒート ・ プリ ｹ ジをな

く す る 。 (本 プロジェ クトの，lif，ir

・i j ! 家欽竹が常減{WI に な り 、 品EE応力が生じなし、。 工* 、機械工'lli 主、点レ

・- 25・C{WI に あ る ラ y クに J!i.l圧l1;F微 量 に よ る 繰 返 エン ジニアリングの J2: ilt

し応力を与えない 。 施工である」
一ひずみ幽線
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植 田 雅 敏 すいせんのこと lぱ正 倉石秀夫 青年技術者としてのことt lぱ工止; 建築にと つてt構t汚可造は一 つの 1妥F主紫結にすぎない

. 笠年円 1日] II({ 利2幻1f可年1ド三 10円2初6 円 布柑白悶おは入社以米椛造ひとすじに、 が、それは大ｩ［ＩＮ切 Ｑ刀，Ｉ ，なま大き〈なｾｾ婆 ｅ 紫であると忠います 。 良い ｴ構持造は良い主述ｉＡ築の

品終学 ｌ脱 Ｎザ Ｇ ，ｾ 11附目利4ωOf年1ド三 3 円 王祭芦良 p県'込Lι 」占子聖野f 工 それも組織のI閲湖 f係系糸- ' 、工J場お . 倉E庫1巨Z 必要条{ 件午とい つても過言では〈なkいでし よ う。良いt榊荷造設計ができるカか、否

Ｑ業ｾ，尚Ｚ汚 ｅ 校 ｴ辿 ｩ主 ｅ 策科宇盟 手等F比較{ 的1内守悦I地也味〈なk辿辿: 物を手J掛』肝トけるこ 均か、は、そのi辿B築、テデ.ザインをどこまでE理里解しそれに五私必i も適したNII庇唯i造章J計十画

』業色 j肢桔 H附I円i利 4刊01年1ド， 4 円 竹g小1ドt工務L附耳入社 とが多か つ たが、 Ｗ常 ［甘 ＿に ｴ鋭 ｾｾＱ 汗ｾ ［ な Ｗ イ
大1似似本/，'山' Ll投宜 1川1刊l 出m郎11吋f榊持i泣主 J深車動務、

IJl (1ιiにオモZる。

11芸品属高11，'

アデ' 7 をf従必0供Eし一歩 l自前ii河lリI心j逃止したものを

古印例lリl り「州1'，そうと多労5力している 。今f後変

神戸製鋼向所「蝕{ 似足 I体令苦有背=t‘曲館ιl¥、彦f恨且大t泳R近江 のますますの『活 ｬ￮ｾ 附 ｊ“ ､ω カがずサ ｪ則 ｵ制 ｬげ Ｑ伐 ｆ される 。

ボウル、京レ滋賀工J品n' 勅合J_i II 、C.C. S

鮫島冷凍1 ' 1!WJ  伶 J，11、ダイエ 間i城 S .C .

サノオールイド事tft Joll、 シオノギ製来持l i ll

工土品倉1・I l 、小川淵辺両日工湖、 メル テ y

クス ダマ テ y クス ・ク7 テ y クス (以

上 311 インドネシア 1]1紡紛工助) 、エ ラ

ワンテ y クス デュシ y トテ y タス (以

上 21干タイ国紛紛1 : 場) 、近鉄不動趨大

手 fjII ピル

を打ち ｮ ｬ ， せるかにその大半がかか っ ていると思います 。 したが っ て ・ ｊｾ

に良い建築を 見 きわめる/ l JL ・最適な精進，a'i i.!iiを 兄い出すための幅広い

知識、泣かな経験と創造性、 ・そして、その安全性、合理性を裏付けな

がら実現へと導くための縦閏たる知識、技術、以上が椛造技術者にと っ

て欠くことのできない条件と考え今後とも 一層努力したいと思 っていま

す。建築は携わるみんなのエネルギーと 'h'l然の結品です。7T年としての

情獄、述書Eへの'tll 似をいつまでも持ち続けたいと思います。

1 3  



現場打システム化工法によ

る高層 R C建物の設計

( ニ チ メ ン 今 福 グ ラ ン ド ハ イ ツ の 構 造 設 計)

而，1渡性を卜分に満足する鉄筋コンクリート高府建

物を得るには、椛造設計; および工法に卜分な配慮

をｾする 。 設 ｊ 十 においては、工学的な配慮はもち

ろん、 Il t!i 工性に対する十分な検討と問e/.&を払わな

いと、設，Ｚｲの要求する昔日材杷ｊＺ ￭ ｩ ｅ を得ることがｩＱｦｾし

い。そこで、本建物は、大林組が ｉｊｾｈ をしたシステ

ム 化 工 法 ( O. V. H 工法) に、組立鉄筋工法を大船

に取り入れて、日制度な西日筋、 ｲＺＧｾ 品質なコンクリ

ー卜が得られ、設計の要求する耐渓安全性を有す

るものとな ったと石在イ言している 。

以下に、椛造計画上の要旨を説明する 。

1  構 造 計 画 本 建 物 の 平 面 形 は 「 コ 」 字 型 を 呈

しているが、各建物取合音11にエキスパンションジ

ョイン卜を設け、 情造的には 互いに ｾＱＡ 立した Ｓ 械

として ｅ 汁画した 。 各都 ｾ とも、鉄筋コンクリー卜造

12階 建 で 、 桁 行 方 向 は 純 ラーメン 併進、 スパン方

向は、各{ 主戸の戸境 墜 を 独 立 述 層 耐 渓 墜 として、

設 計 し た。

(l) 上 部 構 造 路工法と関連し、とくにあ寄進計画

上 払 った留な点をつぎに示す。

(a )  組立鉄筋の採用; 桁行方向に| 刻しでは、主主・

泌は、+ 十字型を単位プロックにした組立鉄筋とし、

さらに接合的には、鉄板ノ叶、ルで補強を行い、耐

力と物性の向上を図 った。この仕 1- 1出11の 効 果 を 雌

かめる窓 ｬ 味で、 Ｇｪｬｩ￭ｾ 性交番繰返し ・ｼ世仰 を行い、初

j闘の目的を卜分 lこ11笥足することを長官l1 かめた 。

(b )  位 ・梁 断 面 の 統一 ，位 ・梁断面は、できるだ

け 統一 し、型枠の転用効率を向上させた。住 は 、

全 階 同) 断面とし、梁も梁下寸法を、スパン方向、

桁行方向とも各階おのおの同一寸法とした 。振 動

性状についても、上下方向の岡' l t ' 1 : 変化が少な く、

良好な ｴ ＧｬＺｾｽＨが得られる 。

(c)  欽 筋 径 の 統一 ; 継手の信頼性の向トーのためグ

リ y ブジョイント工法を -I: i <用した。

これに伴い、位 Ｍ 梁とも主筋は ｄ ＳＲ をＩｾ準鉄筋と

して、統一 を凶り、施工性の向 t を図 った。

(d )  大型スラブの採用 ，通 常 は こ の 胤 校 の 建 物 で

は小泌を設けるが、工法とも関k l ! し、オムニ 7) 坂

f史j刊による大型スラプを採用 した。大型スラブの

採用により肘住空間が改持され、 1m取 の 自 由 度 を

与えることになる 。 スラブ厚は、 J反jfq/ の 問 題 やi墜

苛t 'J: も身/ . &して 180mm/平とした。

(e)  その他; I笠 ー床 に は 欽 筋 絡 チ を 採 用 し 、 往 ・

梁のせん断補強に巽形スパイラ Jレを JTI ｾ、た 。

(日) 基 礎 構 造 基礎精造は、 G L - 2 2 . 000m以 下

の N 値 50以上の洪積砂機層を支1 . 1層 と す る ピ ア 基

礎 と し た 。

ピアは径1. 800 m世の アースドリルわLで支持地終而‘ I

カを長 ｊｾＩＱＲＵ Ｐ ｴ Ｏ ｭ 2 で設計した 。 ま た 支 持 層 の 七 %

には軟弱なシ Jレ卜層が存在するので、ピアのネガ

ティプフリタションに対する検討も行 った。

2 . 構 造 設 計 椛造設計に際し、設計用地〉兵力と

t  v 工事

柱・はり組立鉄筋吊り込み

しでは、基準法後I支より定まる総せん断力の 10%

を最上階に与え、残りを逆三角形分布とした 。桁

行 β 向の部材は、 1 附位脚部を除いですべて梁の

曲 I f 降伏が先向するよ う設計した。住の古11材 設 計

に際しでは、 1 階往脚で往の短期制l方向カを主主のコ

ンY リートで除した値がX F C以下となるようにし、

せ んWr)] 1': 対しでは、 u正l芯の研究結果を参考に十

分なｊＧｾ形スパイラル筋で補強した 。 梁については、

制作を身慮し、引日長鉄筋上ヒが、釣合鉄筋比以下と

すると !日JIIキに、フラスチ ックヒンジ の l而J' 伝自E を高

める Ｎｾｉ 床で ｓｾｽ 杉スパイラ ｊ レ筋で卜分に補強した 。

梁 n通宇i I i 強についても卜分に検M し、結工性も考

lをして鉄筋格子を mいた。

3 . 振 動 解 析 振 動 解 析 に 際 し 、 地 ヒ12慨 を 各 階

剛床の仮定を ｭ いて、 ＱＲ ｴＧ｛ＮＧ，ＧＮ￭Ｎの ｾｆ￬ｬｐｊ 当性解析を行っ

た。地 l災被と しては 、E L - C E N T R O 1945N S ， 

T A F T  195 2 E W， OS A K A 205  1963E W を用い

' ー
， ｾ ｏ＠

Ja大人力加速度は200ga 1， 350ga Iである。復元カ特

約二として 図 1 に示すごとく、鉄筋コンクリート

フレームの復 J eカ特性をよく 7 ，t ローできる D ー

現場全景 t  H工事

Q  
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ψ 〆i 1

仙 K，除虫

図ー 1 D ーT RI 型( 武田モデル) 復元力特性

褒ー 1 掻動解析結果
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絶対変位

短辺 い/740 E L . CE NT RO 11/360 OS AK A  

塑 性 ヰ4

長辺

短辺 0.229 2附 OS A K A

0. 936 11階 OS A K A

T R I  Ll N E AR 12モデル( 武田モデル) を採用し

た。 応答結果については表 ー 1 に示す。 J芯平年結果

からも卜分に本建物 は耐震安全性に優れたもので

あると判断できる。

八 木 貞 樹
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生年月日 間布122年611 18 日

品終学歴 II Il制47年3 η 神同大; : - =大"，:

院 (i l ! 築学叩攻)

修 一1: 派 住 修 了

業 J廷 1Ii'l #147年 4 11 附大林組i 入 社

本1.5kl! 策本部設計百¥3 部勤務

制在に至る

作 品 歴

三 ｾｭ 工品砂工場 ｄ 棟 、 ｓ 棟、 ｐ ｕ ー ｬ 棟、

三袋化成工業坂出工J品( コークス炉) 、ス

テュデイオ新大阪、日本生命枚方ピル、

アイアンドエフピル、帝人肥後編ピル (S

191.t 本設計上大阪スタヂアム別館、同，ι

祉大学理科学館 { 純レンガ追全面耐1l 補強)

施工中、ニチメ ン今制グラ ンドハイ ツ

(O. V.H 工法】2階辿}、 日本動争'i -l'; 住宅協会

大利川団地 ( O. V. H 工法11際 建)

14 

青年技術者としての言葉， 灼熱の太陽のもと、いくつもの砂のお城が水

打際に出現しては、打ち寄せる j皮に箔消されていく 。子供述の歓声が消

え、潮が速く引いた砂浜に、一つポツンと残る砂のお城があ った。 j伎の

当たる面に板切れと小石をうまく{ 史ったそのお城は、ほI! 原型をとどめ

て、夕日の中に残っていた。子供の粉一杯の「工夫」をそこに兄た。私

も、建築椛造設計に携わる一人として、建築の設計に際し、最新の知識

や技術を取り入れ、伐のおい建物を志向 し、かつ、そこにーl味巡 う「工

夫」のできる設計家を目指 したいと思っています。

すいせんのことぱ 山 田 稔

八木君は、，，Ｚ［ｾＮに ｬ 庄援な研究心と、

独創的な発泡 Ｑ をも って 、構造 ｬ ￬ ｾ ， ｦｴ

にあたってきている。とくに R C

述築においては、 R C のもつ料伐

をよくわきまえ、そのnt'tを i，fj か

し、主I ! 物全体の挙 ffl}J を大};.)(I 甘に:Ie

ｴｷ して、ｾ，Ｇｉｉ ｪ ￭Ｇｬ Jr 闘を自1](1斗ーるfiE1J

には抜 群 のものがある。 川浩 ｉ ｴｾｩＱＱ

家としての、 1/): の、今後の成長と

大成を、心より期待し、雌IJ いた

しております。

騎 文

・「軸圧を受ける鉄筋コノクリート部材の交番繰返しせん断性状に I瑚する研究 ( 1

- V )J 5. 46- 5 .49 主主築学会大会 近畿支部研

.  ?，r; 5 回世界地宣車工予会 論文一凶( i 車名 ) 5. 48  

• r  ，:':j 柑鉄筋コノクリ ー トi l ! 物の耐誕設計法の研究その 1 J  5. 51 建築学会大会



日清食品ビルの構造設計

( 積層工法)

1  建 物 概 要

本 建 物は 地 上 ＱＷ 階、 地 下 Ｒ 階、刺 Ｚ［Ｚ Ｎｾ ＶＳＮ 6 mで、

地 上 部 分 が X 方 向2 6 . 0 m、 Y 方向 38. 1 m の ほ ぼ

対称、平面を有するお層事務所建築である 。 (図

- 1 、 2 、 3 )  

2 . 構 造 設 計

1  ) 主 体 架 橋 地 下 階 お よ び 1 附は耐渓壁を含

む鉄骨鉄筋コンクリート造で、地1 : : 2 附以上 l主

X 方向に 8 カ所対称、に 自己遣させた T A  Cl l ま ( 鉄

筋コンクリー卜可後耐渓壁) を有し、 Y 方向は

フレームのみで織 成している鉄骨・ラーメン構造

である。

2 )  T  A  C 壁 の 設 計 鉄 筋 T A C耐 波 援 の 全 体

の性状を左右するものとしては大別すると T A

C  鉄筋、 R C 版、仕口 プレートおよび決の 4 つ

の要素がある 。 これらのうち支配的である T A

C 鉄 筋の 耐力 ・問IJ 性は計算によりかなり正確に

犯 慢できる 。 また R C 版に鉛底力を作用させな

いために T A C鉄 筋 の 付 者 を 切 る 必 要 が あ る が

実験結果によればペンキ塗を施した鉄筋の付託

力はきわめて小さいことがl明らかにな っている 。

なお、この耐渡壁の水平力分組本はおよそ 25-

40 % である 。 (図 - 4 )

3  ) 地 下 部 と 基 礎 の 設 計 基 礎 は 約 G L  - 12. 0 

m に設;泣 きせた鉄筋コンクリート泣のベタ基礎

の F に長さ約 14 m 径 1 . 2 mおよび2 . 0 mのアース

ドリル中止を設け、これによって砂レキ府( 般入

れ 1 m以 上) に支持させ た。

地 下 外 壁 は j亨さ 25cmの鉄筋コンク' ) ー卜笠およ

びその外! ! ! I J に土留墜として 50cmのイコス壁を設

け、土圧に対してはイコス壁に、地震時せん断

力に対しでは鉄筋コンクリート箆に負 j lJ. させた 。

地渓時転倒jの問題に ついては設計問地 震 力 に 対

しでは 一 世I1の伎に浮き上がりが生ずるが、基礎

lまりによる隣接位への伝達で処理し、全 体 とじ

て の 転倒lには卜分安全なことを椛認した。

わLのノk 平力に対する設計と して設計月lベースシ

ャーの泌をわt に:f:，_mさせたが、その断而には卜

分余絡があり、終局強度まで考慮すればベース

シャーの全1止をf I 但できることも検討した 。

4  ) 振 動 応 答 解 析 本 建 物の動 的 設 計 lニ採用し

た地渓力としては地震加速度20 0g a I をデii 性問と

し、 30 0g a I を蝉塑性とした 。 MI HJ 変位はヂji 性 内

において大体h1200程度とした 。

5  ) 積 層 工 法 以府工法は主主 ・梁 等 の 榊 造 竹 組

およびプレキャストコンクリート製の床版 ・内

ｾ外壁等を 一 層ずつ組み立て、仕上げてゆ く工

法で、つぎのメリ y 卜がある 。 (図 - 5 )  

1  仮 設 貨 の 減 少

2 .  f J : 上伎の減少

3  設備伎の減少

4  工Ji ! 1の短縮

A 図- 3 断面図

図- 2 基準階平面図

，/  

A 図- 5 積層工法( 施工中)
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l川川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川l川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11山l川11川11川11川
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酒 井 和 三

生年月日 昭事120{jol 0rI 21日

品終学歴 昭和43i p中部工業大学建築下

科卒業

業 JI.f nli 利43年 4 J  1大成kl ! ，j剣附入社、

作品目白JM

建築本Ｚ｜Ａｉ， ￬Ａ ｬＧ，Ｑ ｴ 部 ＱＱｾｬｬ 十減、大阪

支 J;5kl! 築部設，ftJ 躍を経て、現

在、設計深主任。

ｚｅ 給 Ｗ リンスホ テ ル、 Ｒ 百上銀行 ｾｴ ｩ ｬｬ￬ 有 ｬ 支

底、 P Cサイロ工法開発、大阪船人刊共

月日団地総合会館、千代田生命* 住吉合同

信舗、千代凹生命八 J f_ 支倍、 Hfi 相 7 Jレ ミ

彦恨工均Ｎ中山車 ｬ 鋼般［ｴｾ発生室袋位工 ｴ 品、

カター Jレ製鉄所巡錫工J品

すいせんの ことl;r 中村銀之助

入社後 8 年イI 余、1*1にあ っては振

動解析耐渓判定等に; ' l ) ; } / : を駆使し、

常に& 新の Nl，をとり入れること

に怠欲的であり、外にあ っては設

計した工サI でのt持活|見1i . 1l の指導取

り縄めに各jl! 吋. f i の信頼を慨して

いる 。 そのよ1快な f1: 'I"iへのi奴り組

み )J は柿iSJ 生，i 十行としての大/ J 立を

約束するものである

青年技術者のこと l;r ; 情報 をいかにとらえ、いかに処埋するかのr : [ J : mは

今円の産業の新しい展開に不可欠なものである 。ill 築界における情報と

のかかわり合いは急速に活発化され、述築の，m領域それぞれが本質的に

変貌しつつある 。特に情造設計においては、コンピ ューターの汗及とそ

れに伴う何々 の，i t }/: )i 式の lifl づきでF著しく変化している 。 しかし、われわ

れは技術 ￍｾ ｉＭ Ｎｕ 主将であ っ てはならない、また ｓｾｉ 汁活動は総合であって

分析ではない、それゆえ正しい経験的知識の価値、すなわちそれを締め

いずてきた判断 Ｉｊ 、ￎｬ ｉｉ ￬￭Ｑ力という半 ａ 布 ｉＧＨ 内自 ｕｊ と ｨｬｴＪ にｻ凶 ｦ ￹ＧｩＮを ｉｾ ｻｴ，めること

こそ技術的セノスを縫う道では♀いでし ょ うか。
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サンワ東京ビルの空調設備

設計の追跡調査

空 調 設 備 に お け る 省 エ ネ ル ギ 一 手 法 は 、 ① 建 築 計

画上、 ② 換 気 計 画 上 、① 照明計画上、 ④ 空 調 設備

計画上、 ⑤ 運 転 計 画 上 の も の に 分 知 し て 考 え ら れ 、

任 渇 は ま た 、 @ 空 調 シ ス テ ム の 熱 効 第 、 @ 熱 源 の

システ ム 効率 、。 搬 送 シ ス テ ム の搬 送 効率 等 の 項

目 を 対 象 として 検 討 さ れ ている 。 そ し て そ の 結 果

J合1: 1け告 i令却J t.存

V 基準階平面図

は、建物熱負荷および動力ｾＱｉカ益という形で帰結 2 書官熱f l "i に よ る 冷 凍 機 の 効 準利 用

する 。 3 冷 凍 機等 の 熱 源 台数j f ; IJj御

各 手 法 の 効 果 分 析 を 行 った結果、 三和 東 京 ピルに 4 冷 却 水 の 可 変 お よ び ポ ン プ 台 数 制 御

お い て は 、 下 記 の 省 エ ネ ル ギ 一 手 法 が 採 用 さ れ て 5. 2 次 冷温水量可変あ、よぴポンプ台数; 初日前1

いる 。

① 建 築 計 画 上

1. 保 温 性 の 向 上 L: K A / F A= O. 60 

2. 日除け の 活 用 S. N 1  ，425mN  . E2， 125m 

② 換 気 計 画」て

ｬ 外 気 ｩ ｾｫ 可変 システムの 採用

2 全 熱 交換 総 に よ る 熱回 収

④⑤ｾｩＧ ｊ ， ｜ｊ 設 備、運転計画」

1. ヒ ー ト ポ ン プ に よ る 熱 回収

6 外 気 処 理機 の サ ク シ ョ ン ベ ー ン 台数 制 御

7 . V AV空 調機 の H土出 ダ ン パ制 御

8 . C P Uに よ る 最 適 発 停、設 定 [直変換

ただし、 8 は 将 来 へ の 期 待 と し て 当 初 は 具 体 的 効

果 は 少 な い 。

以上の宇iエネルギ一手法の追跡調査は、< I X I D およ

ｾＭ Ｑ は 建物熱財 ｩｦ に、任渇 ＭＲ は冷 凍機効

， ｾ，ｾとして、また Ｓ Ｎ ＭＷ はｩｉｔ機動力電力 ｬ 止としてど

の よ う に 現 れ るかを解 析す る こ と を 必 要 と し た 。

4 熱源系統図

①消費料をできる限り少なくするこ

と、②クリーンエネルギーを使用す

ること 、③消費のパターンに大きな

ピーウを{ 乍らずにできるだけフラ y

卜なものと すること 、をテーマに、

全電気 ・熱回収式熱源方式を採用し

役 11>軒JIJ 二 重 ダクト式主主制機「 析鮮守弘 、 処刊ｈｬ ｊｾ ＮｊｴＮｊ機 ｲｾ ｾＨ 全熱交 ｴ 主総

ＲＱ ］ 匡韮 ｅ ｉ ｾ ｉ ｾ ー ｈ 三土 Ｃ ｬ ］ ＲＱ

~。

空調系統図'

①熱的および化学的な環境をきめ細

かく制御すること、 ② きめの細かさ

によるコストの増大をできるだけ減

らすこと、をテーマに、各階ステッ

プV A V方式 ( インテリア) ・フ ァ

ンコイル方式( ペリメ一世) ・外気

処理中央式変風量方式を採用した。

"1変 風il.1: ユニ γ 卜

ｉｊｩ＿ｾＢｈ ｊ き
Ｈ ，，ｾ 椋 ｉｴ 骨肉み Ｉ

V 基準階設備コア

各階 4 カ所のイ ンテリ ア用空調機を持ち 、外間部をファンコ イJ レでかためている。吹出口は気流の柔

らかいマルチベント型を使用し 、各階の給排気は自動的にバランスするシステムを持つ。

将来の間仕切移動に対応するため、平面に P S を士均等配置した。そして 、これらの

パイプは施工性を考慮し、ユニ y 卜配管が採用さ れている 。

議 印 は 竪 管ユ ニ y ト金 保 周 し た も の

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川!川11川11川11川11川11川11川11川li川il川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川1川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川111川|川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川It川v引刊11川11川11川l川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川111川l川川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川l川l川l川川川
11川1I 
|  
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加 藤 晃

生年月日 l昭和 17年12月12 日

最 終学 ｉｾ 昭和43年 。" 稲聞大学大学院

強設工学協ゴ卒

J監 歴 II!Hn43年 株 式 会 社 日 建 設 計

に入社

以後、設備制 にて 空 調 術 生

設備の設計 ー現場監理に従事

作品目MA 山 11市民会館

サンワ 東京ピ J レ

住友銀行守口支1.5

愛媛相互銀行事務セ ンター

滋賀銀行事務七 ンター

大分市庁舎

すいせんのことば 中村 発 青年技術者としてのことば (サンワ 東京ピルの追跡調査を終わ って) ; 設

設friii 設計のフォローは大切 なこと

であるが 、その実行は余り多いと

は言い鋭い 。竣工後述E伝状態を追

跡、 L 、つぎの設計にフィードパ γ

クすることは設備技術者 として 強

い信念を生み 出す。加藤君はサン

ワ東 京ピルの実施設計m当と 1整理

の良い機会に恵まれたが、そのf最

多忙な中で積極 的 に追跡し新しい

技術へ挑戦している 。 その努力を

おく評価したい 。

。iii 設計は、設計・現場盟主砲! 追跡調査 ・設計へのフィードバ ッタのサイ

クJレを繰り返すことを辺泡! とする 。私にと ってサンワ *J;r ピルは 、その

機会に恵まれた代表f 9IJであり 、設計時に考えたことが現実にどのような

効果を与えているかを、身を持 って体験できたことは幸せであ った。竣

工後 2 年半を経過した 現在、環境に l期する! 日i姐 は完了し 、より 省エネル

ギーを目 指 して jjs' 伝が続けられている 。

今後この経験を生かし、空調 システムの本来の日 的 である室内環1唆克の↑快央

適性 . 防災上の考 l慮8品、 将来の 7 レキシピ 1リj テイ一等に主たる干視見点を誼き

つつ、省資拐源! .主省iエオネ、jルレギ一 非公害の忠

ただ i単i詳1に7 イデ7 の域に i止t めずに、現実の基礎技術を絡まえ、投資効果

を考えた厳しい目で、設計を絞けていきたいと思 っている 。



新聞社ビルの空調における

省エネルギーシステム

( 日本経済新聞大阪本社)

新 聞 社 ピ ル は エ ネ ル ギ ー 消 貨1止 の 多 い 建 築 物 で あ

る 。 それは現代のニーズに答えるべき新↑ Ｎ ， Ｇ ｦｾ 提供

の 使 命 に よ り 昼 夜 、 年 間 を 過 し て ピ J レ の 機 能 は 逆

転 を 絞 け て い る 。 ま た 生 産 機 械 の ; 必 特 に よ る l人l 古1I

発熱 Ｑ ， Ｑ がエネルギー消 ｾｬ 止にかなりの Ｗ ア クター

と な っ て い る 。

さ ら に つ け く わ え る な ら ば 各 室 の 用 途 、 本11与もなる

各自1I 門 の 'iJ; %i ll 、't UH得 、 室 に よ る 熱 負 何 特 性 令 、 極

々 の 抜 雑 〈 主 要 紫 が か ら ん で い る た め 、 エ ネ ル ギ ー

消 費 地 は 一 般 ピ J レ の 約 5 i音 と 言 わ れ て い る 。

そ こ で すiエ ネ ル ギ ー と い う 大 目 線 に 基 づ き 経 済 的

なシステムをj ; l ，附するとともに、ピ lレ と し て の 機

能 雌 保 に I詰 普 を つ く し て い か な け れ ば な ら な い 。

こ こ で の 行 エ ネ Jレ ギ ー ケ ー ス ス タ デ イ は 空 調 シ ス

テ ム の み を i 奴り l二 げ て い る が 、 こ れ は 本 ピ J レとし

て の 特 性 で あ る 内 庁11f.l { . : j ' をいかに宇iエ ネ ル ギ ー と

し て い く か を liij 犯 と し 思 考 分 析 を 行 っ た ο そ れ に

よ り 従 米 の ピ Jレ と 比 l校 し 約32% の '{i エ ネ ル ギ ー 化

を，ir ることカぜできた 。

省 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム の ケ ー ス ス タ デ イ

凡 桝

10 コンビュ ターコントロールンステム

(C OMDE C 日)

・機器の運転時聞が必要鼠小限に正憶にで

きる (無駄立運転が主く晶、る)

・メンテナノス要員が少主くてすむ

・空銅の自動制御の質の向上

(無駄 t.，エネルギ 消費の防止)

o  50 100 

80% 

ｾ＠

ClI " 畜エネルギーシステムによる

エネルギー消 貧血 を示す I，U 言、エネ

ルギの消実. . . 従来町システム (本 官鎗転機室のV A V制御

冷 暖 房 設 備 の 概 要

冷 熱 礼 者 R ，F 主 機 械室 に T AC NE S - HR310 

RT X  2 台

夏j切 な ら び に 中 間 Jti Jの ピ ー ク カ y 卜用と

し て ダ ー ボ 冷 凍機 265R T  X 2台 を 設 け て

いる 。

冷 却 俗 R ，F 主 機 械 の 屋 上 に タ ー ボ 冷 凍 機 用 265

R T X  2 台 を 設 け て い る 。

i密I'f J 7 ーリ 工 場 生 産 用 冷 却l水 と し て76R T  X  1台 を

ングタワー 設 け て い る 。

帯 熱 悩I B2F 、 B ，F 給，，!z; 機 械 室 用 冷 源 と し て B

Ｒｆ 床下に約 Ｕ Ｗ Ｐ ｍ
Ｓ
の喜 ｾｐＮ ｍｩＧｩ を設けてお

り、これに B2床 下 に あ る機 械室 に 設 け た

水 ー 水 熱 交 換 擦 に よ り 二 次 冷 水 を 蓄 え て

いる 。

冷 J品ポポン 笠宮司i信 用 冷 水 ポ ン プ4 台、

プ 温 水 ポ ン プ 2 台、

フ ァ ン コ イ ル ユ ニ ッ ト 用 2 台

( 南北各 1 台 ) が 8 F 来 機 械 室 lこTACN

E S- F AMIL Y と し て パ ッ ク 化 し 設 誼 し

て い る 。

空 調 器 室 の 使 用 時間 倍 、 釜 の 用 途 、 特 殊 な 熱 負

. ( ，: j ' 等を考慮しインテリア系統は各階ステ

y プ 空 調 総 ( 冷 水 コ イ ル 温 水 コ イ Jレ内 蔵

主! ) 方式を1;fUf I するとともに、きわめの

紺lか い 配 置 と し た ト ー タ ル39系 統

本図，. . 犯のおのの昔エネルギーシステム項目と .

その効果的ほどを簡潔に図表化したものである

7 7 ンコイ ベ リ メ ー タ 一 系 統 は ス キ ン ロ ー ド の み を

Jレユニ y 卜 処 理 す る フ ァ ン コ イ ル ユ ニ y トを設置し

小 グ ル ー プ ご と の 制 御lが で き る よ う 80台

の サ ブ コ ン ト ロ ー ラ ー を 使 用 し て い る 。

自己 13- 空 調 器 に お け る 配 管 は DOUBL E HE A  

DE R  MA L  TI  ZONIG  S Y S T E Mを

採用、 7 7 ン コ イ ル ユ ニ ッ ト は 南 北 の 2

ゾーン S Y S TE Mの 送 水 温 度 制 御 可 能 な

配 管 を 採 用 し た 。

全熱交換日誌 1 " i エネルギーシステム ー 1' t として 3 F -

( エコノ)

8 F の 外 気 負 荷 軽 減 対 策 と し て エ コ ノ ベ

ベ ン ト ン ト を 東 西 に 各 l 台 づ っ 8 F 機 械室 に 設

け た 。

2 冷水 ・温水ポンプの台数制御

・ポンプ動力の節減とむる

I J T ACNE S ' HR  ・空気熱交フ ァンの風量ピ ッチコントロー

・空調器の二方弁の制御性の向上と弁舟命

の向上

。

67% 

・熱回収機能を有するため年間空間を行う J レによる動力の節減

に他に; 全然源を必要としないため幸分な ・複数冷凍機の台数運転による節約運転

エネルギー消費の節約が計れる ・水スプレーによる高効率革転

・高効率冷熱源のためエネルギーが節約で

きる

・給湯加熱源の節約ができる

52% 

日 l∞

二 了 でコ

ｾ ファンコイルユニ ｹ トの送水温度制御

・ベリメーターの室温制御の糊度の向上

(エネルギの無駄主消費の防止)

切 l∞

83% 

7 生産用冷却水用密閉型冷却i葺

・市水の使い姶てがなくなり 、本の節約が

大きい

・冷却水が空気に後触しないので汚れず、

機器そのf也配菅の舟命が延びる またオ

ー" ブローの量が減る

o  50 100 

37% 

@，全熱宝換器(エコノベント)

・排熱回収によるエネルギー消費の節約

o  50 1∞ 

37% 

s ) 外気処理空調器と給111気の風量制御

・4 附加湿の高効率化(温水循環スプレ方式)

・送風量、排気量刑l御によるフ ァン動力の

節約

- 高効率フ ァンによる動力節約

5o 1∞ 

一 一 」

18% 

省エ ネルギーンステム引草周しｾＮい唱 ・送風量、排気量刑l御による、ファン動力

'i! 7 1' ンコイルユニ ットの風量制御

・ファンコイルの動力の節約

5，空間器の外気ターンパー制御と加湿システム

・ ｾ湖加湿の高効率化 Ｈ 逼水循環スプレー Ｉ

・空調停止時、立上り時の外気取り入れ停

止による外気負荷の節約

合} をl∞%として到し‘ これに対し、 の節約

音エ ネルギーシステムで" . これの何 ・勘力負荷の軽減

'〆'. 1こ相当するかという喪し方をしてい ・外気量制御による外気負荷の節約

る {ただし これ，. 股針針現における 0 5 0 1∞ 

ケーススタティの担舗である) ，士 = == ± コ 二 了 つ

67% 

・ペリメータの室温制御の精度の向上

(エネルギの無駄の防止)

切 1∞

83% 

- 夜間の冷熱翠の高効率運転

・蓄熱情の高効率使用

o  50 

75% 

0 5 0 1∞ 

- 一三二二二コ

18% 
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堀 内 龍 彦

生年月日 昭和21(1: 7  J-I 9  n  

I止終学廃 昭和40年北海道也. RII J l 工業flE

等学校機械科半

業 服 昭 和40年 4 1' 1 株式会社竹中工

務庖入社、設計 Ｚｴｬｾ 勤務

昭和47年設備部

昭和50年設計部、 I.JUEに王る

主( i 作品 桃山学院登美ケ丘校合

武庫川学院

ロノシ売ン本社

平安神宮会館

箕面繊維111地共同ピル

日本経済新Im. k 阪本社の，l!l，!t

寓士銀行桜川七ノターの Jlifii 施工

す い せ ん の こ と ば 中 村 猛

新 聞 社 は 特 殊 な 事 務 機 能 と 印 刷 機

能 を も っ た 、 き わ め て;線 維 な 設 備

を合u ' 建築物の一 つ で あ る 。 新 聞

の 生 産 設 備 へ の 深 い 理 解 の 上 に 立

っ て 、 環I党制繁設備を巧妙に主l ! 築

へ 融 合 せ し め る と と も に 、 コ ン ピ

ュ ー タ ー コ ン ト ロ ー ル 符 の お1立の

技 術 を 駆 使 し て 芋i二L 耳、Jレギー思考

を 見 事 に 具体 化 し た の は 、 掘内 才?

の 長 年 に わ た る 技 術的。}f 鎖 の た ま

も の で あ る 。 よ っ て 、 優 秀 な 青 年

技 術 者 と し て 推 磁 し ま す 。

青 年 技 術 者 と し て の こ と ぱ ; 最 近 の 建 築 設 備 技 術 は 被 雑 化 、 . t 械 化 が 進

み 、 建築 環I克 と し て の 要 求 も 高 度 化 し て い る 。 そ こ で わ れ わ れ 設 備 設 計

を担当する者は、i l l : の中のニーズに答えるべく省エネルギ一、無公害化

を 前 提 と し た 経 済 設 計 を 追 求 し て い か な け れ ば な ら な い と 考 え て い る 。

今 回 取 り 上 げ た 空 測 に お け る 省 エ耳、ルギーシステムにとどまらず、建築、

設 備 の一 体化による省エネルギーシステムをl J iJ9を す る と と も に 、 そ れ を

さ ら に 発 展 さ せ 設 許 か ら i亙l伝 に い た る ま で の フ ィ ー ド パ y ク デ ー タ ー を

十 分 に 分 析 し 完 全 無 欠 で あ る 挫 築 を め ざ し て 設 計 し て い か な け れ ば な ら

な い。 い わ ゆ る 、 建 築 環 境 問 、 イ ニ y ャ J レ 、 ラ ン ニ ン グ コ ス ト 商 等 あ ら

ゆ る 角 度 か ら 思 考 し 分 析 を 行 い 、 そ の 組 み 合 わ せ を 立 体的 な も の と し て

結論を，' : 1 : ' ，していかなけれ( %ならなし、。

こ れ か ら の 建 設 業 と し て 設 計 か ら 試 運 l伝 ま で一 1' t して全i'W: を 持 っ て 行

うことができる、いわゆるトータルシステムへの追求と、 ｩｬ ｦｊ ｾ･ でき得る

技 術 者 と し て 努 力 し て い き た い 。
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既存木杭の切削除去装置の

改良研究

最近、市街地 の建設工事 においては、既存建物 を解体

し、そ の跡地に新しい建物 を併 築す る場合が多 く、そ

の際に旧建物基礎 として樫 殺 されている既存木HLの除

去が必要となる 。一方建設工事の騒音、振動 などのい

わゆる建設公害 について近年法的規制が厳 しくなる 傾

向にあり、建設工事の際には、 十分な 配慮 が要求さ れ

る。 当社においては、このような 社会環境に対応して

統存木杭を切削除去する建設公害を出 さない工法が昭

和49年 に開発 され、大阪本底阪急 9 )閉工事作業所 にて

実施工を行 った。施工の結巣、切削刃の寿命、および

切削能率の点で多少の問題 があり、 今一 歩の向上が望

まれた。

そこで、既存木杭切削除去装置の切削 キャップにおけ

る切削機構の改良研究 として 、 r  1枚刃 による 木 口 2

次元切削実験」および 「線型切削キャップによる木材L

の回転切開IJ 実験」 を行 った が、ここでは、 模型切削 キ

ャップによ る木杭の回e伝切向IJ 実験について記述する 。

模型切削キャップによる木杭の回転切削実験

実験目的 1枚刃 による 木 口 2 次元切向IJ 実験結果 よ り

求められた切削 刃の仕様条件 に基づいて 、英機 の約%

の模型切削キャップを設計製作 して 、総杭 の回転切削

実験を行い、装訟の改良検討をする 。

実 験 方 法 図 1 に、実験装置 を示す。 また 、表 1 に、

Ｔ 枚刃形切削 キャ ｹ プと 、 Ｒ 次 元 切削 実験結果にｾ［ ｾ づ

いて製作 した分割l刃形切削 キャ y プとを示す。分割l刃

形切削キャ y プは、切削刃の服従の均等化、 および切

込盆の安定化を はかるため、小口の切削刃を多列式に

傘状台座へ配列 し、切削11寺の振動、 刃先の1ft. 粍 、および

切込過 ぎを 防止す るような 配慮 をし た。実験は切目IJ 抵

抗試験機の回転軸端に 、切削 キャップを取り 付 け、事由苦ij

重 を加えな がら 回転切削するときの 、事由荷量、 制ト Jレ

ク、軸回転数、切削速度 などを電磁オシロで自記録し

た。実験の種類は、表 3 に示すように気 l:t : 失験と 、土

中実験 とに大別 し、気中実 験は、 'lil lJ 荷量、ilillJ liJ l伝数 と

切削能率の関係 について 、土中実験は切出IJ J. J のl堅t毛状

況に ついて求めるものである 。

実験条件 供試材の仕様 を表 2 に示し 、切削条件を 、

表 3 に示す。

実験結果および検討 実験結巣 を、 図 2 - 図5 に示す。

切削能率は、事由荷重、 および制l回伝数のJMIJ Il に対応し

刃先の材t't

点 刃

庁長 状

連続ストロ- ? a十

切削刃 軸回転数5q，. p m 

Ｓ ∞ ｴ ー ← Ｍ ｐｒ ＭＳＰ 気 中切 削 ， ｾ
1  ... o--- SKH-3  ，y 

罰2∞I __/ 

能 1 ｾ＠
率 1001 - ") 

( mm!mln)  I  '  

n

u

l

 

4

m

一

軸

ト

ル

ク

S
k

 

図 1 切削抵抗試験装置( 土中実験例)

o  10  20 30 40  50 

剖回転数 (' .0 . '吋 U  

図 3 PR- 30 軸回転数一切削能率 図6 軸荷量、輸トルクの記録波形

切削刃 nl 中 軸回転数50r. l lm

PR-30ー→- ｾ ｛ ｾｾ＠ 気中切削

S KH-3・。 't 切

‘ 司 6j 削 t

¥ '. 5+刃 /

¥ '. . 1 の f

¥."-.， " 切 ノ
、 、 五、 ｾ ｲ 込 Ｏ図 Ｔ

¥ - ｾ ＱＨ Ａ ｜ Ｍ Ｑ＠ P R- 30とS K H・3

I( mml  

l  軸荷量一切込量

ゆo 50 0  1. 0  2. 0  Ｇ Ｍ ｾ Ｚ Ｗ ＮＮ＠ ＺＮＺ ｾＭ 1∞叩 o 1. 0  2. 0  

軸トルク(均一ml 軸荷量 ( 1) 一敏トルク 軸トルク同ーm) 軸荷量 ( tl

図 5 P R-30 軸荷重

一切込量一軸トルク

マ1iJ
表 2 供鼠材の仕様 表 3 切削条件

米松の

材質

気事E材

平均
2. 17 mm 

fド給制 - 5. 30  

25.5 胤M 

合水準

- 49 .9  

( 径) 2450悶併

x (長) X  1200mo 

項目

実験の紐首l

気中実験 土中実験

切開IJ 分主11刃形

キ、 ップ 4 枚刃形

分割五j 形

軸荷重(1 )  

1. 0 以下

1. 0  1. 25 1. 5  0. 5 - 1. 0  

2 .0  

制回転数 10、20，30 .  

(r. p .m. )  40 .  50  

50  

。] 削長さ

100  mm 

または Ｓ ＱＱ 、 ｈ Ｚｊ ｩｩｬｩ 続見 ｾ 伝
運転l昨/II J

軸方向長さ

光拭土
粘 土 (約) 50%  

の性状

シルト (約) 45%  

砂 (約) 5  %  

ｾ＠ 土中実験前 土中実験後

超硬

‘ iM  

ｾ ｍ＠
PR- 30 

高速 ｾ Ｎ＠ ｾ 咽度鋼

S K H- 3 

写真 1 刃先の形状

て、1;t_ l i 直線的 にI曽加する 傾向 を示した。 また 、軸 ト

ルクは切込虫に 、ほ(;t' 比例する 傾向 を示し た。以下に

主 寺実験結果 について項目 別 に述べる 。

( 1)気中実験

① 切削能率について : 超硬切削 刃、および高述皮鋼

切出IJ 刃の切削能率は 、軸荷重 1. 25 t 、事由回転数 50r .p.

m において両者とも 、約 160mm/mi nて、あ った( 図 2 参!! (1) 。

この値 は、阪急 9 ｊＡｊ ｉ 工 事 作業所の実切 円 ｲｬ ｦｩｾ 率 ＶＵ ｭｭ Ｏ ｭ ｩｮ

の約 2. 5 f告である 。 しかし土の影響を考えると 、 この

倍率はいく分か低下すると忠われる 。

② {J J 込誌 と、'Iiul 荷重および '1油トルクについて : 閃 5

より 、切込jit は軸荷重に、(;t_ (i 比例 して I自力日しでいた。

また 、軸トルクは回転数の影響をほとんど受けないこ

とが分か った。

③ 担硬切削 刃と 、高速度鋼切開IJ 刃について : 図 2 か

が分かる 。

(2)  土中実験

① 切削 刃のl制 毛、欠損 について : 土中実験の結果、

切削 刃の服粍は、写真 l に示すようにほとんどなか っ

た。 しかし 、必耳目切目IJ 刃に 、0. 25mmの欠損が l カ所あ

った。

結論

以 t の実験結果より 、分' ，I; IJ刃j杉{ J J 間IJ キャ ッブの実用化

の兄 通 しを ｴｾ ｦ た 。

① 分Ｇ， ｉ ［ ｉｊ 刃形 ｉ ｾ ｉｊ キャ ッ ブは 一 様 な 切削 ができるため振

動のないスムーズ切削ができる 。 そのため起硯刃の使

用も可能であることが分か った。

② 切向IJ 刃の舟命と、切削能 '-i-i の向上をはかるために

は 、 ｾ￥ｬ 恒 ｲ Ｇ�ｩ 数よりも紬荷量を ｉ 自 大するのが宅ましいと

ら、両者の切削能率の相違はほとんどなか ったが 1 t  考える 。

以下では 、若干、高速度鋼切断l 刃が俊れていた。 これ ③ ，也f!Wt1J 目IJ J. J とお迷皮鋼切削 刃との j草粍試験結果、

は刃先の鋭利 さ、および切れ味の迷 いによるものと考 1IJj{i '(l i な差述はみられなか った。一般的 には担硬 は耐1ft.

え ら れ る ( 写真 1 参! I 自) 。 粍性に俊れており 、実工事の土砂が浪人した切目IJ 条件

④ 切削状況につ いて : 図6 に、分割l刃形切目IJ キャ ッ

ブと、 4 枚刃形切削キャ y ブの切削H干の、，nil l{，:iITI 、制l

トルクの記録波形例 を示す。図で分かるように 、分?il J

刃形 υJ 向11 キャ y プは 、スムーズな切向IJ をしていること

下では、起i破!切円IJ 刃のプJ が適していると lど、われる 。

以上の実験結果から 、 分 ［ｾ ｉ ｊ 刃 Ｏｦｪ 切問 ｉｊ キヘ， "; プの実用化

をはかり実際の純工を通じて、さらに改良発展を考え

たいと思う 。
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生年月日 ｉｉｴｾ 利 Ｒ Ｑ ｾ ＫＧ＠ 5 月26 日

学 歴 H古手1140年滋賀県立i頼回工業JJJ

校機械科卒業

業 ｊｾ

昭和40年 大阪製作所機械深

昭和42年 タ 計画課

昭和44iド 万博エヰI 本宮s

昭和49年 竹中技術研究所l i ' ; 5 研究部川

昭和5l f j'. 大阪本 l;ti 工事邸機械諜

この 1m、万博工事、m日M工事の機械施

工，lh!!lHII. 当。近年は 、地下述統笠工法を

中心とした地下工法の機減胞工 J十回、 機

械設備 をf日当。
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すいせんのことぱ 高橋正明

土木、建築等の老朽HIi 造物の解体

にあたり 、基礎支持木材Lの除去が

発生する 。当社 では昭和49年切削

除去工法を l持l発 し、その成果を得

た。 さらに切削能率の向上 と公害

排除を目 的 に 2 年間実験研究 を重

ねてき た結果、切開IJ 理論の確立を

みた。未 1I月分野 だけに文献l豆大で

ある 。

青年技術者としてのこと( ; t ; オイルシ ョ y ク以来の減速経済下では、受

注産業であるわが建設業界は、その厳 しい械をまともに受けている。 ま

た、騒音 、振動、 U !I( 叶在、 J$A!l!i 物処Jl rr 主ど、環境保全に倍、る法的総ililJ も

ますます厳しくなる傾向にある 。

一方、企業内では、生産性の向上、 品質臨{ 耳、労働環I克の改蒋などを厳

しく求められている 。今後一層、 内外面ともにこれらの縮問題を抱えて、

多而的 に展 UIJ する傾向 にある。

このような厳しい問問環岐におかれたＱＧ Ｑ 分の立 ｪｪ ｾ ｾ をよく認 識 し 、 従来の

建設業界 における “ 機械 J"，" からのイメー ジチ ェ ンジをはかり 、社会ニ

ーズ 、企業ニーズに適般に対応できるよう 、今後一層 臼己(JJf 績 に努力し

たいと考えます。



サイロ建設の計画と監理

20世紀後半の人類の問題は食料エネ Jレギ問題とい

われている 。政府の食料備蓄政策としても、流通

の大型化に応える穀物の荷捌き、保管、輸送の役

;I，IJ を来たすグレーンターミナ Jレ( 叙f勿J M也) として

の、サ イロの必要性がいわれ ている。

1  自宇土サイ ロ か ら ハ ン ド リ ン ク サ イ ロ へ

従来のサイロは、製粉、食用 il! I} J目、飼料会4上の原

料サイロとその製品サイロであり、その脱政も小

さし、。 立地条件、コスト而より、本自背後j; 』による

ぶ'rlbJ ，l笠(1'怖をも つことは、 l王!釘hてネあり 、 i ' I 全土サイロ

ではとうてい将ｾに応じられなくな っで きている 。

沿近の i列で、鹿児島県の臨港造成用地に円本最大

の食品飼料工場団地が形成され、これらは製粉、

飼料会社ご平の - J l l i コンビナートのプロ ジェク トと

してサイロが形成されている。また従来の製粉、

食 mi l l l ! 1目、飼料会社への原材料 の 供 給 の 中継 器 地

ともなっている。今後このようなタイ プのサイロ

が全国にできると予怨される 。

あわせて政1{f の術者事政策もあり、ますますサイロ

建設が重要視されでくる 。

2 . サ イ ロ の 特 殊 性

サイロに気常性が必要なことは一般にあまり知ら

れていなし、。 サ イ ロ は 簡 単 な 圧 力 答 指 と い う の が

もっ とも適当と考える 。 サイロ内に保管される原

料のほとんどが、外国より輸入される関係上、農

林省、柏物防疫所の規定により煉茶をすることにな

っており、これが気密性を必要とする第一 要因で

ある 。つ まり、原料についた害虫矧の駆除が主な

る目的で、サイロ内に臭化メチルガスを 1)( 入する

関係で、人誌への影響、また公' i ' : : 問題の観点から

考え合わせても、サイロ内に1)( 人されたガスが外

気中に?史れないようにしなければならない。

最近、とくに問題視されているひとつに粉)J ) k爆発

がある 。粉! 盛爆発については学術的に不明な点が

多いが、ことしアメリカヒーストンで粉版爆発が

発生、一瞬にしてグレーンターミナルは瓦僚の山

と化しているのを兄て、その恐ろしさを再認識す

る。
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その IHJ の伎術的な変遷は下記の通りである 。

① ホッパ一部 初期のものは、 R C 造が主体であり、

45・以上の傾斜した堅商のコンクリート打設は結果

的に気密性の点で常に| 問題となり 、 コニカ J レ郎、

とくにホ y パー先端廻りよりの洩気がしばしばあ

りや空気より 3. 29俗 ill い臭化メチー Jレガスを印刷

するハンドリングサイロでは、安全公立防災 na題

等がとくに ill t . ' 観されている 。

弊社では、スチール製ホッパーとし、 R C 筒 身 の

取 合 部 の ディテールを解決し気密性をおめた。

② 基 礎 の 改 良 従来のサイロは、 7 .ノ トフ ァンデ

ーション型がほとんどであったが、スカート古15の

形状に合わせ、リング状の杭ぁ、よび基礎とするこ

とによりコストダウンを計った 。

③ スカー卜部の改良

. ホ y パ 一 級 .L IJ，n と床とのクリアランスは搬 .11'. 能

力に応じできる限り小さくし収容能力の Jf 1加を，ij

り、ゲート矧の操作並びに保守点検を容易にした。

. 平面的に八角形の形状を係用することにより、

経 済 性 と 胞 工 而 で の 合f型化を，li った。

・サイロ下、外I 郎を段式よりラーメンょとし、作

業環 I克の向上を試みたが、結果 的 には鉄筋はがふ

え、不経済であ った。

④ スライデイング工法の改良

・手動から !s 中市IJ 禦による電動、油圧、ジャ y キ

( 昭和 37年 頃 より) の採用。

コンクリートポンプ寧の性能の憎大により、スラ

イドのスピード化が改良された。

・鉄筋骨15にl刻しでは盟主筋のピ y チはヨーク 1mに保

持 金 物 を セ y 卜することによりピ y チ、カプリを

確 実 な も の と し た。

ヨコ筋は 一 般の ｒ ｃｾ の組方と同 じ方法であった

が、サイロ段が円形であるため、スパイラル方式

とし、加l工 長 さ の 吻ー と継手数の減少を計った 0

. サイロピンへのコンクリー卜の供給は従来はカ

ートによるものであ ったが、中央部に回転できる

ホッパーおよびシュートを取り付けることにより

スライド工法で、重要なコンタリー. ト打設の不践

による問題が符しく改良された 。

・サイロ筒身 i干15の スラ イド工事中の壁面の i J:  1ーは、

刷 毛 引 程 度 で あ ったが、フライアッシュセメント

とIiJ'. 砂 に よ る ノ ロ 塗 厚 2mmとIJ 足型IHJ もない若令の

コンクリートぼ而に愈り金宮Ｚｾ仕上をすることによ

り、ピンのライニングを容易にし、コンクリート

壁 の 気 密 性 が 大 きく 向上した 。

⑤ サイロ上家の改良 最近電動スライドゲートの

採 用 と 雨 天l時の燃蒸作業対策により、サイロ上家

が比較的多くな っているが、綴送機械と上家の設

計 l時点での一体を計り、コンベアー支伎をとり、

サイロ上の空間をより有効とした 。

⑤ 機械棟の改良 ・合 理化 搬出 入パケ y トエレベー

ターは通常作業床を必要としないので、これを機

械械とサイロ群との lifJ に設け機 械械をコンノマクト

にまとめ経済性を計った。

⑦ コンクリートサイ ロおよび他 の工法によるサイ

ロへの転換 保温性、気密性に対応して、スライ

ド工法によるコンクリートサイロが主眼となって

いるが、これには、スライド時期、労働力の集中等い

ろいろ問題があり、今後は条件により他の工法に

よるサイロの建設を開発している 。

4 . 設 計 と 工 事 監 理 の 特 殊 性

峻 工 時 の 検 査 と し て 建 築 、 消 防 が一般 建 築 で は 主

体であるのに対して 、サイロの場合、 J;A林 省 の 槌

物 |坊疫所の気密テスト、燃 '!Ii テスト等があり、た

とえ 1 ピンでもその規定の数値を下廻るものがあ

れば、それはサイロとして、機能を果たし得ない

ばかりか: 営業サイロとして換業できないことにな

る。

当然のことでもあるが、計画的にコ ンビナー ト全

体の叙物、製品のフローに基づき、持股送設備メー

カーをはじめ、機器メーカーとの調型車が行われる。

施工の段附になるとサイロに |刻しでは、1 t 1 ，" に設計

完了後監理業務を行うことがほとんどである。こ

れは気密規準がある以上、サイロビン全数につい

て、規定数値を満足するまでは、いかに巨傾の手

直質問をかけても、サイロの竣工はない。

サイロの工事監理では、気密の保持という特殊な

目的のため、施工計画、仮設計画の段階より制緩

的な姿勢で協議している 。

具 体 的 に は 、 仮 設 資 材 の発j主H寺j側、資材; 丘場、足

場関係から始ま って、スライデングすオームの機

総選定点検、スライド時期の工程管理に至るまで、

極 端 な 場 合、下 請 業 者 と ゼ ネ コ ン と の 打 ち 合 わ せ

ｩＧｊ，ｾ務まで 一 般建築の民主理とは全く災なる 。 これが

われわれのサイロ監理なのである。もちろん監理者

としての立 j J ; l はあるが、サイロを竣工させるまでは

プロジェク トチームの一日 と し て 努 力 す る の で あ

る。 そして、これらの1 ' t 重な経験と技術はすべて

雌実に設計にフィードパックされ、以降の設計に

寄与し検討され、改良されている 。
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竹 漂 克 彦

生年F 1 B 昭利 17: ド1211 2  n  

"'j; IJtf. ｈｲｾ 利 Ｓ ＷｻＡＧ ＮＳ 1  J  c:: .. m¥l 立山工業

ｦｴｬ 等主校 ｫ￟ｾ 匹科卒業

戦 肢 lI i{ 有137: 1' .4 n株式会社点却11主主

築事務所入社、 1見(E に王る

サイロの設計 ・1立f盟関持股

・凶日本グレーンセンター側部 111) 1サイロ建設工事

.伸戸サイロ側建設工事

・両日本 グレーンセンター側部 21UI サイロ建設工1)1

. 瀬戸I申頭側節 11閤サイロiI!.&工'11

- 中日本 グレ ノセンター刷出 I IUI サイロ旭技工事

. 瀬戸JOiJ j 閥抗 21胡サイ ロ也技工事

・昭和産量帥神戸部4 サイロ述技工事

. ，栢日本グレーンセンター側部 1I剖サイロ建設工事

・ 昭事 ｉｉｕＡｾ 祖鹿島出 ｉ サイロ Ｑｍ 工 Ｇ ＱＱ

・市日本グレーンセノター制高 2即lサイロ建設工事

Ｎ 昭自 ｬ 産量船神戸ミールサイロｬｉｉ ｩｾ 工事

- 昭初産主制鹿島;>>2 即lサイロ埋設工事

. ，軒日本グレーノセンター側部 31UI サイロ 1 M工耶

青年技術者としてのことぱ; 食品 コンビナート基地のザイロを中心とし

た施設。 これが私の入社以来取り組んで、きたテーマです。穀物の大半を

輸入にた よっている日本の現状、食続問題のクロー ズ7 'J プに関連し 7

穀物サイロの需要は明大の一途をたとe っています。

コンビナートは細分化され、高度化していく専門分野の綜合の上に成立

し、また刻々 と変化 していきます。その中で妓術者として要求されるの

は法礎的奇知識とフレキシプJレな思考力に尽きるようです。

各分里f の. f ll 互の理解の上に立 って今後とも変化する H幸代の要求に応じて

いきたいと考えています。

すいせんのことぱ 池田武彦

現在はもちろん、将来の食ね ｉｬｭｊｾ

に対処しで殺物サイロの重要性が

認; 殻されね lまならないとき、 tri .尺

君は入社以米当札の専門部門の一

つである: 段物サイロの設計、政.fl R

を ＱＱＱ 当してきました 。 非 Ｇｬ［ｾ Ｇ !二I也II;jc

ｩｊＺ ￭ｴ ヲ ｊｾ ですが、少しくらいの経験

では尽くし inない綾雑な，mn: J !Wが

ｾくあり、 しかも Jl i l l i lH主の技術

的進歩が‘ ｅ ボされ、 Ｇｲｬ［ｾＧ に冷静で敏

速な判断がＧｬｦＮ［ｊ＼されます 。 ｦ 皮はｾ

おな設計お d: ぴ絞り4 の経験を生か

しながらその役Ｇ， ｾｉｊ をｾたせる人の

一人です。 19 



い令今<l

佐 藤 和 彦

耐 震 設 計 と 振 動 解 析

( 1) 設 計周 期 断 力 高 層 プ ロ ッ ク の 断 面 検

定 に 用 い る 設 計 用 せ ん 断 力 係 数 は 、建 築 基

準 法 施 行 令 改 訂 案 ( 建 築研究 所 、 昭 和44年

7 月) を基本とし 、振動解析を繰り乏し行い、

決定した。

P  R  

I 階床を固定

とし、

ベ ー ス シ ャ _ 25 

係 数

C
B
= 0. 0816 

頂部( 塔屋) 15 

C
T
= 0. 396 10  

中層プロ ック

の設計用せん

断力係数も、

基準法緩度を

基 本 に 振 動 解 B 4 0・10 0. 20  0・羽 0.40 0・回 0.60 0・70

図 1 設 計用 膚 せ ん 断力係 数

析 を 繰 り 返 し

行い、修正して決定した。

C
B
= 0. 211 

C
T
= 0. 37 

(2)  応 力 解 析

(2)ー 1 方針 応 力 解 析 は 高 層 ブ ロ ッ夕 、

中層ブロ ッ夕 、地下部の 3 ブロ y クに分け

高層、中層プロックとも 1 階床部分で悶定と

し、地上告11は上告11 と重ねて解析した 。架 榊

は線材に註換し、高層プロ y 夕、地下部は

立 体11十且とし、中層プロックは平面骨組と

して解析した 。解 析 に は 軸 変 形 、 せ ん 断 変

形 を 考 慮 し 、 高 層 床 お よ び 低 層 床 、 耐 緩 砕

をせん断剛性の等価プレースに置換した 。

・使 用 計 算 機

高層ブロック

A S K A  (C R C)  C D C6600 

中層ブロ γ ク

S T A R - ]  I B M  370  

地 下 部

F R A N  (1 8 M)  I B M  360  

(2)ー 2 解 析 結 果

図 2 に高層プロ ック

の軸方向、 ili 由せん断

の応力分布を示す。

それは、多角形チ ュ

ー ブ 構 造 の 特 徴 を 示

し、立体架榊の性状

がよく現れている 。

また 9 階から下昔11は、

二重チューブ架梢で、

水 平 力 分 担 比 は 、 外

周 : 内周は、約 6 :  4 の比となっている 。

/  

レ/

11 

11  

1  1  

I  ノ

1/高17ロlH1眉ブ口|ツヲ+f

却

20 

u 旦i 側刈附UQ. I . ∞

蛤 力 v 関 断 力

図 2 軸カおよび

せ ん 断力分 布 図
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(3 ) 娠 動 解 析

(3 )ー 1 概 要 振動解析を行うに当たり 、

まず敷地地盤 の 振 動 特 性、加 速 度 の 再 現 期

待値、入力地震動の選定を把握、検討して

入力関係を決定した。弾性解析では、 1 階

固定として 曲 げせん断型モデルによる応答

解析を行った 。弾 塑 性 解 析 で は 、 等価 せん

断 翠l モデルについて、各層復元力特性を与

えて応答解析を行 った。 なお、本建物は方

向性がほとんど一様のため 、一方 向 の み 解

析 を 行 った。解析モデルは、 32質点系で、

減衰定数は h = 0. 02である 。

(3) - 2  採 用 量 大 加 速 度

弾 性 200gal  60年再現期待値

弾 塑 性 300gal  大 阪 地 方 最 大 波

(3)- 3  入力地震波の選定

1) 敷 地 地 盤 で 観 測 さ れ た 地 震 波

2) 敷 地 地 盤 で 記 録 さ れ た 地 震 波

3) 敷 地 地 盤 の 振 動 特 性 を 考 慮 し た 模 擬 地 震

J皮

4) 過 去 に 記 録 さ れ た 代 表 的 地 震 波

以上の条件を考慮して、下記の地震波を

選定した 。

OS A K A  201NS  

E L - C E NT R O- O D  1 、T AF T - O D 1  

S I MUL AT E- A 、S I MUL A T E- B

E L - C E NT R O 1940NS  

T A FT1952 

E W 

(3) - 4  

固 有 周 期

曲げせん断型

1次 3. 4051秒

2次 1. 1793秒

3次 0. 7000秒

等 価 セ ン 断 型

1次 3. 4135秒

2次 1. 3099秒

3次 0. 8216秒

刺 激 関 数 は

しーー一一」ー一一 1

図 3 に示す 。 - 1. 0 0  1. 0  

図 3 刺激関数( 曲げせん断型モデル)

(3) - 5  復 元 カ 特 性 の 仮 定 この建物は円

筒形の鉄骨造であり、円周方向の柱梁で構

成されるラーメンｾｾＮ組が而す援要紫である 。

PR  

30 

25 

20 

15 

10 

水平荷重日寺の弾性応力の数値からみると 、

建 物 全 体 が 円 筒曲 げ棒として、 I;t. Iま中立車曲

が保存された応力の分布とな っている 。 こ

の性質と完全塑性材である梁の曲げ降伏条

件から、各層の復元力特性を数値的に求め

これを T RI ー L I NE AR型に近似したものを、

弾塑性応答計算用の復元力特性とした 。図

4 は代表層における復元力特性 の数値計算

捌

澗

1000 

2. 0  3.  0  4. 0  5. 0  

層間変位 m

一 一 応 答E樽 採用情

一一I t 耳偏

図4 復元 カ特 性 図

結果と採用値を図示したものである 。

(3) - 6  結 果 弾 性 お よ び 弾 塑 性 解 析 結 果

を図 5 - 図 7 に示す。弾性応答解析では、勢

断 力 はE L - CE NT R O 1940NSで ほ ぼ 設 計

値と等しくな って いるが、 f也の地震 波 の 応 答

{直は設計値を下まわ っている 。J習|前変位は、

上層において、 一昔B階 お の 1/200 を上まわる

ところがあるが、上層の努断変形は静的変

位 で は 、 全 体 変 位 の75% (28階 ) であり、

努断変位のみを考えれば 1/200以下となり、

2 次部材の設計に対しでも、問題はない。

弾塑性応答解析では、最大応答を示した

のはE L - CE NT R O 1940NS であり、塑性

率 は 、 最 大1. 37 ( 2 階) を示し、この程度

の応答値は、円筒形という持薬性があるが、

十分許容できる 。層間変位も中層階で階高

の 1 / 150 を越える部分があるが、明断変形

のみ考庖すれば、 2 次音11材等に対しでも、

安全な設計ができる範囲である 。

以上、弾製性性状は良好であり、とくに

大阪地盤特性を考慮した地巌ーの応答特性は

全く問題なく， 300 gal 程度の強震時にも、

構造は安定な性状を示すと思われる 。

( おわり )

PR  

30 

25 

一一 位Ui 直

- E L- CE NT RO  1940  NS  

3∞g.1 

. .- E L- CE NT R O 1940  NS  

2∞g. 1  

_. - OSA K A  201  NS  

2∞11" 1  

0. 5 

PR 

|く

に11
》

日
3  

上
'  

30 

25 

20 

15 

2. 0 3. 0 4. 0 0. 5 1. 0  1. 5  2. 0  

層 間 変 位 図 7 塑性率( EL - C E NT R O 194刷 S 測 が )

( さ と う か 向 こ フジタ工業 K K 大 阪 支 底 投Z叩

情 近』量計課謀長/
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中問機械室の防音と防振

(その2 )  

加藤 晃

(その 1)  

防音 ・防娠の理論 ( fIIl号J白紙)

各階ステ y プ機械室 ( "  )  

愚 上 階 機 械 室

大型のフ ァン ( 合 計220 k W) 、冷まfl 搭が集中

しているお層機械室の直下に役以関係の ｕ Ｇｩｾ が

あり、音が懸念された実例につき述 べ る。

ti"; 1 にこの機械室に大型の冷凍機を世くこと

は避け、また最も静かさを要求される個室が大

型機械の直下に来ることも避け、，1 1 " (国lを進めた 。

その上で、まず防振対策として 図- 6のごとき

浮き床、吊構造を採則し、直下の天井・は遮音を

考慮して 二重にするディーテールとした 。i虚音

効果を先に図 ー I で示したが、大略グレード 凹

に相当する精造といえるが、実際は平均40db程

度となり、約5 0 %の効果とな っている 。

騒音測定結果を 図 ー 7 に示す。 この実例のご

とく 二重スラプ二重天井を採用して床の透過損

失を 閉 し、 |切音を行うのが通例で、その効果は測

定結果のごとく顕著である 。実際には、 E V シ

ャフトよりの回折音や機械室排木ピ ッ トの鉄板

蓋による足音などが盲点になりやすく、これら

凶

掴

37.5  75 1日 3∞ ω 明 24∞ 叫∞

75 1日 3∞ 仰 げ 叩 24∞ 4蜘 9仰

周謹数ハンド ( Hz)

図- 7 騒音測定結果

のきめ細かい配慮も同時に行う必要があろう。

基準階、役員階それぞれ N C 3 5、 N C 3 0に収

まり、騒音の 1[11姐は生じなか ったが、理論1直を

ｻ史月 ｪ する場合、 ＵＰＥ 程度に害 ｉｉｾ Iいて設計に伎 HI

するのが有効である 。振動に対しては、ロング

スパンの精進体であり、 図- 8 のごとく共振が

心配されたので吊梢 造をJ l J いている 。 吊構造に

より固有 ｦ 反 ｦｦｾ ｊ ＱＡ ｸ をずらし、共 ｦ 辰 による 二 次発生

音が起こらないようJ t J I した 。振動実i)l ll の結果は

下記の通りである 。

(1'; 測結果〕 振幅 加速度

リン グダンパ 時 0. 2- 1. 6 μ 0 . 14- 0. 44gci l

述 。 4- 2. 9 1. 4  - 3. 0 

スプリング 11昔 0. 2- 0. 6 0. 2 - 0. 6 

述 。 3- 2. 6 1. 2  - 3. 4 

実際に採 JJI したス プ リングと防振ゴムの差は余

り言忍められない 。

床 の振 動 減 衰

中f問機械室と地階機械室と区別して考えるの

は主に建物の世l さ、重さの差を意識してであろ

室長什決

N

m

p

b
に

う。各階日11の振i I I IJ減衰を 図- 9 に示す 。地 階 が、

基礎梁を超えると暗振動と同じになるのに対し、

中 IliI階 は床全体として振動していることカヲH著

である 。

地階の機械室は防振の必要 lまないが配管絶縁

をする必要はあるとか、中問機械室 で 加 振 カの

小さい ffOJカは、それほどの防震対策はいらず草色

縁のみを考えれば良いなど 、実際の経験からの

直! 惑が一般に存在する 。 この辺をより理解する

ためには、建築構 造 と協力して加振カの大きさ、

床 の ill さおよび絶縁率を三要素として、床の振

動減衰の理論を解析していく必婆があろう 。

そのための第 l ステ y プとして、各階別の振動

のNe向IE減衰を測定してみた。

以上最近の防音 ・防振の理論と実際を紹介さ

せてもら ったが、騒音に対してはきめ紛l かい考

慮 を行い、振動に対 しては過敏になりすぎない

ようにが、私の現状の実感といえる 。 ( おわり)

( かとう あきら KK 日建設計大阪本社，1l! fjij:W)

軽量コンクリート打ア250

防震材( 炭化コルク)

経量コンクリート押え 、

アスフアルト防水層 〉ア100

二重天井

図- 6 . 上階機織室断面図

害

振

動

:i 6∞570 
円 Z J _  r - 言石支

リン' J ・ずンパー ( R P M)

を介 した織 器

包葺+ 冷却1葺厄E耳

スパンの長さ

ー
24m 

建

物

図- 8 機械と禍i車体の国有鍾動散の関係

、， 、，

a  β  

振 度幅 (μ) 10. 24- 2. 8 0. 34~2..0 4  
0. 2- 1. 2  

加速 ( gal )  .  1. 4- 3. 0  1. 0 - 2  1. 0- 3.4 

A  
r ;  

振加速幅度((μg)al )  

0. 76 0. 54 

0. 60 

C  i色踏

振 幅 (μ) 0.24-2.6 O. H.7 O.IY-O.34 

加速度 ( gal )  O. H.O  0.4寸 8 0. 42-0.7 

草薙

議室

振動源 距離 ( m) I  

20 

a

 

μ

9

 

F

内

u》

.

"

h

u

+

怠

H
リ1

《

H

v

内

υ

印

~

~

aム

内

ノ

』

内

ノ

，

ι
』

停

0α.nι
仏

0.48μ 

0. 60 gal 

0. 14- 0.6μ 

0. 44- 0. 6 gal 

図- 9  ｾ匝動の距厳減衰
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生コンクリートの骨材事情

(その 2 )  

木 村 敬 三

今回は、表ー2 、3 を掲憶します。表- 4  l;t 12月号で紹介します。本文は前号を参照下

さい。

表- 2 J A S S  5 の普通骨材の品質

属文

吸 水 率

粒の(砕形実石積判) 定率%  

粘土塊虫
おt ぃE式屠尭

有 機 塩 分

絶乾比重

によ って

失:111: われる

( %)  (%)  ( %)  不純物 ( %)  

I 級 2. 5以上 2. 0以下 57以上 0 .25以下 1. 0以下 引

粗骨材 日級 2. 5以上 3. 0以 F 55以上 0 .25以下 1. 0以下 " ー

田総 2. 4以上 4. 0以下 53以上 0. 5以下

I 級 2. 5以上 3. 0以下 1. 0以下 2. 0以下 合総 0.02以下

細骨材 日級 2. 5以上 3. 5以下 1. 0以下
3. 0以下 | 合絡

O. IH  F  

目級 2. 4以上 4. 0以下 2. 0以下 5. 0以 下 合 格 0. 1以下

注 1) 試験方法は、 5.16による。

2  ) 砕石の場合、洗い試験で失われるものが、砕石粉であるときは 1. 5%以下とする。

表- 3 産地別細骨材の物理的性質

比 重

吸水率

単位容

実税率 粗粒率

地域 l宝 I也 被重量 (hd 書}

最色 ｾｚ 表事Z

( %)  

(kg/ J1)  

( %)  ( F M)  

大 n  2 .49 2. 55 2.40 1. 650 64. 7 2 .70 

ｾｴ＠ r兵! 写真 2. 63 2. 68 1. 80 1. 750 66. 5 2.85 

海 五 厘 沢 2.59 2. 62 1. 10  1. 750 66. 8 3. 07 

道 勇 払 2. 68 2.72 1. 40 1. 817  66. 8 2. 74 

(5)  音 日IJ 2.55 2.60 1. 85 1. 690 65. 0 2. 94 

阿武限川 2 .49  2.56 2. 92 1. 604 62. 0 2 .77 実験{ 直

阿武隈川 2 .50 2. 58 2.49 1. 401  54. 3  2.79 

東 蛇 尾 川 2 .48  2. 55 2. 90 1. 630 63. 9 2 .94 

奥 入 海i 2 .47  2. 53 2. 60 1. 560 63. 0 2 .75 

馬消| 川 2 .46  2.53  2. 80 1. 570 66. 0  2. 82 

キ目坂川 2 .51  2. 58 2.70 1. 520 59. 0 2.75  

ｾｴ＠ 夏 弁 川 2 .55 2. 58 1. 63  1. 600 62. 0 2. 75 

ｾｴ＠ J こ }I I 2. 44 2. 51  2.88 1. 556 62. 0 2 .80 

(9) 名 取 川 2. 58 2 .54 2.00 1. 590 62. 5  2. 80 

m }!I 2. 56 2. 60 1. 53 1. 695 65. 2 2 .78 

相 模 }II 2.57 2. 60 2.00 1. 668 64. 1  2 .78 

関 大 谷 川 2. 52 2. 59 2. 60 1. 665 64. 3 2. 90 

小 糸 川 2. 57 2. 60  1.25 1. 672 64. 3 2. 78 

1J1i Q  2 .57 2 .61  1.40  1. 640 62. 8 2. 95 

富 士 川 2. 56 2. 60 1. 40 1. 670 64.0 2. 73 

木 更 i: l! 2. 57 2 .61  1. 50 1. 700 66. 1  2 .72 

波良瀬川 2.56 2. 61  2.10 1. 670 64. 0 2.90 

信 浪 川 2. 51  2. 57 2. 30  1. 510  58. 0 2. 14  

東 キIJ f.良 川 2. 51  2. 58 2. 60  1. 585 63. 1  2 .06 

神 流 川 2. 55 2. 60 2. 10  1. 631  62. 8 3. 39 

入 IHJ 川 2. 57 2.61  1. 50 1. 585 60. 7 3 .30 

鬼 怒 川 2 .57 2. 62 1. 80 1. 680 64. 0 2. 75 

荒 }!l 1  2 .56 2. 61  1. 87 1. 720 65. 9  3. 24 

22 注襲 と社会 / 1976年II rt 号

秩 父 2.57 2. 61 1. 80 1. 700 66. 0 3. 28 

ヨF 沼 2. 56 2.60 1. 70 1. 650 64. 5 2.63 

西 多 摩 2.55 2. 59  2 .00 1. 600 62. 8 2.52 

関 郷J i l J 川 2.55 2. 60 2. 00 1. 650 63.4 2.90 

JJ1i 野 2. 59 2. 63 1. 40 1. 640 62. 3 2. 87 

久 慈 川 2.55 2.60 2.10  3. 19  

阿武限川事2.47  2.53 2 .33 1. 593 60. 8 2. 50  * 東北

東 大 弁 川皐2. 61  2.64 1.10  1. 770 67. 0  2. 73 

*  

キ目 t美 川 2.55 2.60 2. 10 1. 620 62. 3 2. 94 

位4 日 士 川 2. 58 2. 63 1.70 1. 750 67.0 2.89 

玄 倉 川 2. 59 2 .64 2. 10  1. 660 62. 9  2.90 

大 井 川 2.ol  2 .64 1. 00 1. 800 68. 6  2. 80 

中 木 曽 川 2. 57 2. 60 1.10  1. 580 61. 0  2.82 

m斐 川 2. 58 2. 61  1.16  1. 550 62. 0 3.24 

国 2. 54 2.58 1.70 1. 608 62. 3 2.86 

常願寺川 2.54 2. 58 1. 74 1. 615  63. 6  2.76 

部 九頭竜川 2. 56 2. 61  1. 85 1. 630 64. 0 2.65 

(7)  手 取 川 2. 56 2 .60 1. 60 1. 580 60. 8  2. 66 

吉 野 川事2.50 2.56 2 .51  1. 596 62. 3  2.36 ホ (実験値)

近 吉 野 川$ 2.55 2.59 1. 40 1. 658 64. 0 2.66  

那 賀 川 2.55 2. 60  2. 00 1. 620 62. 3 2 .40  

城 P晶 2.55 2.58 1. 10  1. 日13 62. 5 2. 83 (山砂)

後、 島 2. 56 2 .59 1. 40 1. 585 61. 2  2.80 (海 砂)

自量 笠 島 2. 55 2. 60 1.84 1. 657 63. 7 3.41 

(7)  三 本 紙 2.54  2.57 1.80 1. 650 64. 2 3.43 

大 白， 2.54 2.56 1. 00 1. 570 61. 8  2. 60 (海砂)

中 大 Q  2. 44 2.51  3. 03 1. 668 66. 4  3. 01  (1(海E畢砂生ft)I)  

浮L心 CI 島u;t. 
2.52 2.56 1. 36 1. 550  60. 6 2.97 (海砂)

題 飽 諸 島
2.50 2. 55 1.82 1. 515  60. I  2.86 ( 海砂)

国 !平 !H 2. 48 2. 53 1. 90 1. 590 62. 8 2. 74 ( 海砂)

(6)  斐( 高伊松川)  2. 51  2 .55 1. 40 1. 700 66. 7  3. 01  ( 一部海砂)

問 山 2. 52 2.57 1. 98 1. 590  61. 9  3.27 

仁 淀 I11 2. 61  2. 63 1. 40 1. 680 63. 9 3.73  

四 直 島 2.50  2.56 2 .30 1. 550 61. 9  3.40 ( 海砂)

山 之 内 2 .49  2.55 2 .50 1. 696 66. 5 2. 92 

般今 井j冶
2. 51  2. 55 2 .00 1. 550 60. 8  3. 75 

重 f言 2.49 2.56 2. 64  1. 564 61.1 3. 10 

広 ι5 2 .48  2.54 2. ヨ8 1. 594  62. 8  2.84  

国 吉里T 川 2. 68 2. 61  1.10  1. 670 64. 0 3.30 

佐 相P 2.52 2. 56 1. 50 1. 587 63. 0 2. 80 (海砂)

(1(1  ＺＧｊｾ木島 2. 50 2.55 2.08 1. 580 62. 0 2. 11 ( 海砂)

盛 ノ 島 2. 57 2. 61  1. 50 1. 444  55. 3 2. 38 ( 海砂)

監 ノ 島 2.56 2. 58 0. 90 1. 550 60. 0  2. 64  (実(海験砂fA) )  

九 大里子川 2. 59 2. 60 2. 10 1. 670 64. 3 2.79 

戸 屋 2. 51  2.54  1.31  1. 644 64. 7 3.26 

川 内 川 2. 50 2.55 2.20 1. 530 60. 0 2. 83 

十艮 占 2.48 2.54  2. 39 1. 450 60目 6 2. 55 (海砂)

大 武 2. 59 2. 60 0. 80 1. 670 64. 2  2.72 

遠 賀 川 2.54  2.58 1. 59 1. 630 63. 2  3.18  

緑 111 2. 56 2.63 2 .36 1. 660 64. 0 2.91  

州 菊 I也 2. 50 2.52 2.20 1. 500 61. 3  2. 74  

(12)  阿 高 礎 2.59 2. 64 2. 08 1. 475 54. 8  2. 40 

耳 JII 2.59 2. 60 0. 50 1. 690 56. 0 3.79 728. 4 



日本建築協会

月間の動き

昭和50年 9 月分

編 集 理 事 会 」

1 日 3 時 - 411寺 於 会 館 集 会 室

出席者 松村度 、波辺、律問、i I IJ里子各理事

中村編集委員長

議事 (1)昭和51年度雑誌貨収支目線案

(2)昭和51年度雑誌' J . ' ( 収入計画家

(3)昭和151年度雑誌費支出

(4川文支差推移 ・広告頁率推移 ・単価惟移

'5川文支差各月実釘1表

(6)収支差累計推移表

編 集 委 員
ム一

A

委員会

1 日 4  11寺- 611キ 於 会 館 集 会 室

出席者 中村委員長、渡辺理事ほか 3 名

議 事 ( 1)収支報告

(2)  9 月号= 築住体のハードとソフト特集

経過報告

(3)10月号= 結露防止対策と断熱材料特集

報告

(4  )11月号= 第23回去年技術者特集報告

(5)12月号= 設備からみた建築の! 日l辺i; ，':i，特

1.Rの1'1

(6)  1 月号= デザインの動向一部分から全

体へー( 仮材、) 特集の件

(7)，2 月号= 兵庫特集について

(8) 3 月号= ニ ュータ ウ ンの管理 (仮 称)

特集と 60周年記念号について

1 月号 「デザインの動向 部分と全体」特 集

第 2 団幹事会

6 日 611キ- 811年半 於会館集会室

，'1'，1市省 小角、川崎、紙野、 ｩ ｵｲ 辺各持別幹 Ｇ ｊ ｾ

ほか 5 名

J義'Jc (1)部分と全体の捉え方について

(2)特集の柿成について

(3)各論の椛成のし方

12月号 「設備からみた建築の問題点」 特集編

集 幹事会

8 日 正午 - 211寺 於 会 館 集 会 室

iIJ ，m，::(i 正月柄、山脇、 111111車各特別幹事

鈴木 守 ｾｮＨ まか Ｔ 1'， 

議 事 ( 1)総論

(2)座談会

(3)各論

広告企画小委員会

8 日 4 時 - 611キ於会館集会主・

""，席者 ilif 辺委只ほか 6名

J義・Jc (1)  8 月号までの収支報; 与

(2)  9 月号住宅公団関西支社特別企画の件

(3)正月号謎賀新年広告のアップについて

(4) 3 月号60周年記念号費助広告について

(5)その他

作品作風小委員会

9 日 411寺- 611寺 於 会 館 3 階会議室

出席者 大辻別委fl 長、問谷委員

議 事 ( 1) 9 月号集合住宅の作品の報告

(2)10月号、 11月号候補作品の選定

(3)12月号以降の作品作風の方針

1 月号 「デザインの動向一部分と全体」特集

第 3 回編集幹事会

14日 611寺- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 中村委只長、河辺、 川崎、小角、紙

里子各特別斡事、鈴木委員

議事( 1 ) 各論・アンケー卜について

(2)総論について

第23回青年技術者選衡委員会

14日 2 時 - 5 11寺 於 会 館 集 会 室

出席者 中村甲一 、池田有隣、大辻真喜失、

石閥抗E夫、樋口元一、荒井消、香川

英則、山口索興、林正一各選衡委員

(大久保、須賀委員は後刻出席)

議 事 第23回青年技術者の選衡

12月号設備特集第 3 回編集幹事会

16日 正午- 2 1 l キ於会館集会室

出席者 中村 、山本、加藤、宮脇( 代) 、樹下

各特別幹事、佐々木幹事ほか 2 名

議 事 ( 1)執筆者打合せ

(2).座談会打合せ

投稿欄小委員会

16日 4 時 - 5 時 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 芝 山 高IJ委日長

議 事 ( 1)新シリーズ企 l函“ グループ紹介" の件

(2)  1 月号アンケートの企画

1 月号 「デザインの動向一部分と全体」 第 4

回編集幹事会 (総論部会)

27日 611寺- 8 11キ 於 会 館[集会室

出席者 川崎 iii、河辺I降、、鈴木良介各幹事

議 事 ( 1) 1 月号特集のうち総論の部分( 座談会)

についての只イ本化

(2)各論のアンケート部分について

青年技術者打合

27目、 28日 1011，¥，- 511キ 於 4 階会議室

仁 き - 業 委 員

広報小委員会

1 日 6  Il寺- 8 11:¥' 於会館集会室

出席者 同日IJ委 L，l長 、佐 藤 、 市川両幹事ほか

7 名

議事ＨＱ Ｉ 第 ＳＳ 回展示ｾ只 Ｈ 街を緑に Ｈ Ｖ Ｉ Ｉ について

(2)努134@1以降の:写点展示について

(3)r高照建物周辺のI! l . の性状」講演会実施

A .  

.，. 

報告

(4)芦屋浜 ( アステム) について

(5)会員忘年怒親会について

(6)今後の事業企画について

見学会小委員会

2 日 6 11キ- 7 11，'H土 於会館集会室

出席者沼田副委以長、 ; J( 谷幹事ほか 5 名

議 事 ( 1 ) 7 月に実胞した見学会の報告

(2)  9 丹、 10J' J の企画について

(3) 芦屋浜( アステム) について

(4)11月以降の企画について

(5) そのほか

若い会員の集し、小委員会

7 日 61侍- 9 時 於 会 館 集 会 室

出席者 森下副委員長、 印藤 、瀬戸本両幹事

ほか 7 名

議事 (1)  7 丹、 8 月の事 業報告

(2) 9 月- 11月の企画についての報"

(3)12月以降の企画について

(4)そのほか

会員忘年懇親会検討会

9 日 5 時 - 6 11寺 於 会 館 集 会 室

出席者 窪田委員長、小泉、 三品 、柳、堀田、

南、森下各副委員長

議 事 会員忘年懇親会にづいて検討

委員会

9 日 611寺- 7 11寺半 於会館集会室

出席者 懇回委員長、小泉、 三品、 柳、 綴回、

南 、森下各副委員長ほか 2 名

殺事 (1)各小委員会の事業報告及び事業企画に

ついて

(2)会員忘年懇親会について

建築と音楽分科会

21 日 6 時半 - 10日寺 於会館 3 階会議室

出席者 特別委員中島氏、大久保主査ほか3名

議 事 ( 1) 開催日及協賛会社について

(2)1愛媛 、企画協力について

(3)今後のスケジュー ル について

出 版 委 員

d 色、

.，. 

出版打合せ

9 日 l 時 - 211寺 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 小 林 委 員 長、学芸出版社 2 名

議 事 技術選告出版計画について打合せ

委員会

29日 611寺- 7 時半 於会館 3 階会議室

出席者 小林委員長ほか 2 名

議 事 ( 1)出版計画について( リスト 作成など)

技術i選舎一

(2)そのほか

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会 ]

企画分科会

14日 正午 - 2 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者 酒井 ・岡本幹事ほか 2 名

殺事 (1)建築データシート縮刷版発行計画案に

ついて

(2)18秘会社候補リスト (51年版) 作成につ

いて

(3)建築データシート r-l li¥; 1夜案内」の作成

について

(4)そのほか

委員会

22日 511寺半 - 711寺15分 於会館集会室

出 席 者 兵 塚 副 委 員 長 ほ か 10名

議事 (1)必56号( 1 1月発行) の1f l ・般シートについて

(2)必 57号( 2 月発行) の掲

いて

(3)r建築データシート縮刷版」発行計画案

について企画分科会より報告

強策 と 社会 / 1976乍 11 1[; ; ' 23  



(4)そのほか

原稿執筆説明会

27日 1 時 - 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 掲 載 会 社 12社

委員会真塚副委員長ほか 3 名

議 事 (1)編集方針について

Ｈ Ｒ Ｉ 記載ｾ領について

(3)原稿提出期限

教 育 委 員 会 」

講習会小委員会

16日 51時- 7時 於 会 館 集 会 室

出席者 佐々木副委員長、 小 林 ・坂 井 ・藤野'

各幹事ほか委員 5 名

議 事 ( W鉄筋コンクリート構造物の耐漠安全

性」講習会実施報告

(2) 東京での同上講習会受講申込状況の報

告

(3) 第32回建築工事実務講習会の企画につ

いて

(4) そのほか

j去 規 委 貝

A

E

 

委員会

20日 3  u寺- 511寺 於 会 館 集 会 室

出席 者 市川委員長ほか 13名

議 事 ( 1)府下特定行政庁申請業務のフローチャ

ートの整理

(2)関連法規の問題点

仁 三 二 材 委 員

. A.  

:z;;: 

委員会

24日 5 時半 - 811寺 於 会 館 集 会 室

出席者 山問委員長ほか 8 名

議 事 (1)プ ラヒートについての検討会

(2)r 新建材紹介コーナー J 11月以降J引退分

について

(3)新建材の説明会について

(4)そのほか

「見 学

. A.  

2ミ

芦屋市民センターの見学会

8 日 2  u寺- 4  U寺半

参加者 40名

市民センター別館 (仮称福祉文化センター )

設 計 監 理 附 坂 倉 建 築 研 究 所 大 阪 事 務 所

施 工 (附大林組

住友不動産京都ビル新築工事の見学

18日 911寺- 11時半

( 台風接近のため 1 週 間延期して開催した)

参加者 33名

設 計 監 理 制 日 建 設 計

施 工 閥竹中工務底、( 凶鴻池組

共同企業体

若 い 会 員 の 集 い

ビル用水の再生プラントを見る

一「都市と水」その 1ー

24 

28日 l  時半 - 41時半

参加者 36名

講 師

ピル用水の排水利用

大阪府衛生音I1公衆衛生研究所

主任研究員 大森英昭氏

/ j ( 需給の現状

大阪府企画部水資源訴] 撃謀長

椋 本 宏 氏

日

一

講 習

「鉄筋コンクリー卜構造物の耐震安全性」講習

. 6.  

... 

日本建築協会・東京建築士会 共 催

21 日 10時~午後 411寺

於新宿安田生命ホール

聴講者 133名

講 師 神 戸大学教授

工 学 博 士 山 田 稔 氏

神 戸大学工学部

河村広氏

建 築 業 務 基 準 委 員 会 」

24日 2 11寺- 411寺 於 日 本 建 築 学 会

出席者 山恨委員ほか

議 事 建築業務基準 ( 主 とし て建築設備に関連

する ) について

よ」展 覧

第13回よろず相談住宅展

(潤いのある住まい)

自 9 月 2 日 至 9 月 7 日 ( 6 日間)

於松坂屋百貨! 志 6階H1U易

相談f牛数 900件

「J 築クラ 汀

朝食会

14日 811寺- 9 時半 於大阪グ ラン ドホ テ ル

参加者 83名

当日は書道家伊藤東海氏より「無学の紳」 に

ついてお; 舌をf司った。

臨時朝食会

21 日 8 時半 - 911寺45分

於大阪グランドホテル

参加者 103名

当日は本会名誉会長 竹} j 要健造先生より「建

築界の諸問題」についてのお話を伺 った。

9 月 の 入 会 者 団約時)

〔団体会員 1 社〕

側 建 巧 社

〔個ノ札会員 16名〕

石 崎 誠

大里T ｾ重宏

金山 著書夫

熊 川 正 人

谷口 ↑且

備 UJ "/j 祝

石 原 正 文

問本 Z高級

川内 学

小 樽 久 雄

編 内 総 彦

組 問 軒iiik

JJII J f 書兄

錦地 平

滋 f;j 一

山 ｊｾ 究Ｑ＼

故村石秋吉氏の

ご逝去を悼む

略 歴

- 明治39{lo]O月22日生

・浜怯賄業高等学校卒業

・浪速合板株式会社社長

公職 ｉｾ

社 III 法人日本建築協会理事

日本建築材料協会副会長

故 村石秋吉 氏 i吋問 it 人 n本建築総合試験所理事

大阪工芸協会理 事

大阪ベニヤ板 1::11長協同組合理事長

その他

古文 - 村石秋吉氏 (本会元理事 ・浪速合板( 凶社長)

には去る 5 J=113日大阪日生病院に入院療養中の

処、 7 月 5 EI急性心不全により逝去。 7 月16日

大阪市西区の和光寺において社葬が営なまれ、

安部農林 - 河本通商産業 - 竹下建設各大臣をは

じめ700余名の方からの弔電、参列者 1，200名を

数え、故人の人柄を !忠ぷ政大な告別式であ った。

なお、村石氏の永年に 亘 る建築界のJ )J;f11に対 し

正六位勲五等双光l凶日誌がおくられた 。

故 - 村石秋吉氏は進取の気性に富み、先見の明

とみに高〈、近代感党に溢れる実践家であり、

各種建築用特殊合板、不燃建材の製造販売に積

極果敢に取り組み、その実績と指導性は高〈評

価l され、文、人' r 1';- 1床笠かな人徳は、業界の方々

にも思慕され、数多い各種団体の要職も兼ね、

本会においても建材界の代表として数年に亘 っ

て理事を歴任、業界の向上発展に寄与されまし

た。故人は、合板一筋に48年余、その問プリン

ト合板の始祖として、又、特殊合板の画期的製

造方式に大きく貢献、合板業界の先駆者として、

その功Ui は大きく、 |昭和40年 5 月3 日建築産業

功労者として大阪府知事より、更に 、42年 7 月

10日には建設大臣より表彰をお受けになり、又、

昭和 ＴＵ 年 ＱＱ 月 Ｓ 日には黄綬ｾｦ，ＱＺの栄誉に浴され、

将来を大き く期待されていたのに忽然として黄

泉に旅だたれたことは、鰐↑ ｾｪ この う えなく、業

界は申すに及ばず、本会の大 きな損失でかえす

がえすも残念でなりません。

ご冥揺をお祈り申し上げます。

9 月号写真 追 補 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 州 川l  

O本誌 9 月号 「日本f住主宅公i団型到l限閃世均]i1凶E支社f特寺集」の5ω0年

竣工工事優秀胞工表彰作品頁の下記写点を追補 し

ます。

花山東団地第 3期 Gi 也区建築その他工事

株 式 会 社 益 図 工 務 庖

芦屋市前田町 1

T  E  L  0797- 31- 0521  

花山東団地第 3 期 G 地区



内 装 不 燃 材

-
室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 4 - 1  ( 英和 ピル)

支 庖

倉 庫

創 業50有 余 年 、 当 社 で は 製 品 製 造 か ら 責 任 施

工 ま で の - l ' t した作業 シス テ ム に よ り 、 漏 水

原 因 を 克 服 し た 理 恕 的 な 総 合 防 水 層 を 完 成 さ

せま した。

・ 奥 山 式 総 合 防 水 層 の 特 長

継 目 が な い / 温 度 変化 に よ る伸 びがない / 腐

らない / 柔 軟 性 に 富 ん で い る/ 耐候 性 に 優 れ

てい る/ 製 品 及 び 施工 技 術 が 優 れ て い る / 完

全 絶 縁 工 法 で 施工 出来る

奥山化工業株式舎紅

本 社 東 京 都 中 央 区銀座8-4- 11 電話03( 571) 2703

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー I

( 電動式並固定型各種) I  

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅1

新 型 換 気 塔 S Fス ー パ - l  l  

l換気扇の能力を倍増する /

ｨ ・・・四国 ｾ

'，[，市 神戸 ( 331) 0881- 3  

大阪市北 区制i笠町50{ 立 ピ ル 5 附 502号室)

7山 市 大 阪 ( 364) 2031- 4  

神 戸市立合区八申書 .it!i 1  - 5  ( 屯話221 2923)  

カッパー防水帯

コーノ〈ータイト

オクロン防水帯

新工法プレノテクト吹付工法

- ぉ申込次第カタ ログ進皇

厚木出張所 厚 木 市 金 印字宮畑 2 5  9 電話0462(21)6092 

大阪出張所 大阪市都島 区都島中遇。 2-3-1 電話06(921) 2497 

名古屋 出張所 名古屋市南区若草町 3 - 3 電話 052(811)3660

九 州 出 張 所 佐 賀 県 諸 富 町 電話0952(47)2945

( カタログ進呈)

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今 里2丁目 5番22号

電 話 (981 ) 0 6 1 5- 0 6 1 8  

25  



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

26 

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

令室主期目玉業社

4>: 社 東京都港区芝松町 1 -25- 7  ｾｬｬ 話 ＨＴＳ Ｔ ＩＶ ＱＷＱ Ｈ 大代Ｉ

大阪支社 大阪市淀 川区加島 J --58  -5 9  ｾｬｬ 話 ＨＳＰＲＩＲＲＷ Ｑ ( 代)

支 町 北 海 道 ・仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広! : . ¥ .  II ，¥間

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・盛 岡 ・ 償 IR .  ，'1ft 問 ・京 都 ・神 戸

給 排 水 ・衛 生

日 差 冷 房 ・換 気 設 計 地 工

芸 誌 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 庸 平

大 阪 市 北 区 内 屋 町 . '，fe話 大 阪372局7151( 代)

京都，1) 東山区大和大路正面上ノレ辺話! ; O: i ' i 11561I司4944 ( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六ノ _ . '，fe話 料I戸341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防災 ・ 産業 廃水 設 備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本 社 大阪市内成区 il 戸時1. 1- 60 干550 ・，(e"li (  441  )8231代表

支 庖 大阪 ・東京 ・名古屋 . fl i J 台金沢 ・広}:. Ij .  ｴｩｬｾＧ 町

営換所 札帆 ー新潟 ・岡 山 町 総 熊 本

出張所 従問 ・秋岡 ・横浜 ・的問 - U1 山 . ｾＧｴＧ ［ Ｚ ｊ ｉ Ｚ＠ .  ｾＱ ｽＭ｝｝＠

京都・神戸 ・鹿 児i:.'; .  ｭ ｬ ｾｩｬ＠

空 気 調 和 段 備

各種送風機・風力輸送 装 置

給 排 水 衛 生 段 備 設 計 施 工 設計製作

各種プラント段備

空調機器類 ・公 害 防止 装置

⑩ 格式盆社，，Ｚ，ｾシ

本 社 大阪市住吉区万代東 6 丁目 3 T E L  ( 672) 1281( 大 代)

営業所 東 京 ・名古屋 ・京 都 ・広島・福岡 工 場 和 泉 ・名古屋

テレックス : 本 社 Nu 562- 7688 和泉工場 No 538- 5898 

- 給 排 水 衛 生 ・冷 媛 房

・ 空気 調 和 設 備

. そ のイ也管工 事 一 切 の 設 計 ・ 施エ

⑮ ( 11川l日l 斎糊繰久M川川苧引糾川lド附L嚇務

斎 3久乙玉業株式会示社土大阪支庖

大阪支庖 大 阪 市 北 区 常 安 町 l川l 電言話舌 0ω6一443一5041附

東 京 本 社 東京都千代田区大手町2- 6- 2( 日本ピルデング)

電 話 0 3 - 2 7 0 - 7 4 1 1  附

営業所 札帆・( ，[ J 台 ・千葉・名古屋 ・金沢 ・日松 岡山 ・稲岡

出 仮 所 板 井 ・ 合 数 ・ 広 J:;) • 75 小 牧

空 気 制 和 量生 何百

給 排 水 ・術 生 水 道

電 気 設 1r. ii

J厨 房

三 機 工 業

ム

環 境 術 生 施 設

相f 役 巡 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 自i

取締役支防長 藤 田 初 蔵

大阪市京区北浜 2 丁 目 2 2 帯 地 1t1. nfi 大阪 ( 202) 代表3071

本 J市 東京 ー日比谷 ・三日ビル

支 品有 名古屋 、偏1湖、札申見、 1ム品、仙台、」ヒ脱

出 払 所 償浜、高校、的 l湖、g_:t l U、l向山、金沢

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

φ 三 建 設 備 工 業 株 ま 奮 社

大阪支盾 大 阪 市 北 区 紅 徳 町 6 5 番 J也 '; fe話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東京者11中央区日本橋蝋殺町 2 - 22 ｾ ｦ￨ 話 Ｈ ＶＶＷ Ｉ 3431  ( 大 代)

支 社 名 古 昼 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・積 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

。掠式会社 空 調
-ー
-

-・

発

点京本J苫 東京行11新宿区内新宿新宿住友 ピル '，(;:話 03- 344ー 191 1

大 阪 本 院 大 阪 市 北 区 日 間 町 16 添 J也 ' ，[e，;，fj 06- 363- 1371  

支 l汚 名 古 屋 市 中 村区下笹仏町111 - 2  '，[e，; f;052- 581- 8571  

広 1::; ， ￏｊ 紙屋町 Ｑ 丁目 Ｒ 格 ＲＲ 号泣 ［ ｾ ｦ［Ｐ ＸＲＲ - 47 - 4535 

M 岡市1 ' 1' 央区大名 2 丁目 4 I品22 り '，le，1，f;Q92- 761- 3795 

tB Ｑｕ 所横浜悩井京都・神戸 ・ 松江 ・ ｾ｛ ｉｬ 縦

一 一 冷 ・ 暖 房 、 衛 生 、 機 器 配 管 、 設 計 施 工一 一

⑮ 
株会社式

: 三主

J 同
7]< エ 業 所

牛; 社 大 阪 di 大淀区 '*i 浜田r 3  T  fl 14 併; 也

〒 5 3  1  "五 E前 大 阪 (372) 2  B  5  1  (代ぷ )

ｾｴ＠ J;( ＭＺｊｩＮ ｬ￨ｾ＠ ｾ｛ｊｩＨ＠ ff! )I! 1央区八f J . ! t i 4 Ti l l 1併 7 り

〒 1 0  4  (  ｾｉＧ ￍＧ ｴ ビルＩ

，l!. ＮＯｩ 見ｾ !j¥ ( 551)  8  0  4  1  mぷ)

.LI ｾ＠ ｾｊＮｾ所口取 Ｎ Itt 同 ・' j': (，[ 1  .::.; .  {t ilt 

!:.'; fl{ .  li，¥ |珂 ・松 111・115 松

著 書 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 1，'1 大阪市北区堂 };，'j 浜.iJ.fJ 1  - 2  5  ( 新大ビ ル)

Ｇ， ｬ￨ ｾ ￍｩ＠ (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代)

本社 ・点 京支出 点京自11中央区日本総本イ i田T4- 2( 三nm二別館)

Ｇ ｉ ｇＺ ｾ古 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 r1i hl ・九 州 ・広 刈 札 脱 . ｊｬｾ＠ i峰村 ・北| 培 ・大 分

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 土

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 ト 14 T  E  L  06 - 44  1  - 5  1  7 1  

支 l苫 東 京 ・大 阪 ・名 古屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・ 千 葉 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑨ 諸 否 膏 冷 機 織 諸 告 柱

本 社 大阪市南区 i五反町 3 格丁68{書I也( オートセンタービル2階)

重111誕番号542 ｾ屯話大阪 Ｈ ＰＶ Ｉ 768- 5  0  3  1  {書

点点ＧＺ［｜・ｾ所 東京都千代 IT1区九段南 2丁目 2需 5-1J ( 九段ピル 8附)

副 ＱＱ 必需 ｊ Ｇｾ Ｇ Ｑ ＰＲ '，[e，jf; ｊｬ ｾＡｪ｜ Ｈ ＰＳ Ｉ＠ 262- 3  2  4  1  - 4 番



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

荷 額 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大 阪 市大 淀 区 中 津 南通 4 丁目 11 電 話 大 阪 (458) 3531番

営 業 所 京 都 ・ 広 μ ・ 天 理II ・ 福 岡

、' p-
熱 と 空 気 のエ ンジ ニア 一一十

樟 式 全 社

ＲＮＭｾ大気茄士 ・宮製橿目

宝 気111初段畑 " " 鼻水制盆 li fl ;1:議 li

u・ 公害防止間企 li t . の 段1I 製 作 施工

本 社 東京支庖 車 京 割 問 宿 区 間 軒 宿2-6-1 H 03- 34H851 (大 i t) 大阪王庖 世06-203-3121 ( 大

代 ) 名 古 屋 支 庖 世田 2-21 ト 1535(代) 九 州 主 庖 世032-431-2Id7 営 破 所 札幌 ・仙台 惜，兵広

島 神 戸 出張所 新 品 全R 大宮 ・師向ー瞳田 ー軍 縮・岡山松山・時ホ ー鹿 児 島 沖 縄 ハ ノ コ ク

商毘は空気です。

制

温 湿 度 調 整 ・ 暖 冷 房 ・ 換気 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 並 施 工

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

京 郎 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 の 1

ｾｉｬ訴 Ｈ ＶＸ Ｑ Ｉ 5  1  0  1  - 5 ・夜 1m専用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37( 天満橋北詰 )

m話 ( 352) 3  5  0  1  - 3  

[14 日 市 市 浜 田 西 末 広 田T '，Tt 話i @7431- 3  

大 津 市 打 出 浜 13 - 15 電話 0775 ⑫ 9 7 3  8  

津 市 栄 町 2 - 1  1  1 電話 0592 ⑧ 3 6 1  0  

大 阪 支 l苫

仙 台 支 J苫

四 日 市 支 唐

滋 賀 営 蝶 所

津 営 換 所

名 古 屋 支 j古

3名言問嚢露呈l d(;，IM> 

ーーーーーーーーーーｯｦＧ ＭＧＮ ＧＺｾ Ｚ ｾｕＺＮ

ーa:電'ー...，.

③五途端鴇橋正iI
1苫支

ム

円営 業 所

平曲互業株式会社@  

大阪ガス指定工事会社

大阪ガス設備機器特約庖

空気 調和・ 衛生設 備

ガス設備・ガス住宅設備

。
衛 生 ・空 気 調和 設 備 ・設 計 ・施工

設計・施工

社

総

刷

所

部

川

叶

小

為

市

中

議

決

A

A

備

段

ス

肱

ス

内

相

本

Z

Z
設

品

川

T E L ( 441)附 1994・( 443)灼0331大阪市西区江戸場通 2 の2

空気調和 ・恒 1旦恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生 設備 設 計 施 工

ｬ 丘 ｩ 令 υ ｊ Ｍ ツ ［ ぞれ ｩｽ ｬｉｾ i!IJ !.}主，1}，¥j ｾＮ ｩ だ装 間

地

@ 不ニ熱鉱業撤去舎紅
戸 4

-← 

ユコ

套れ

，
斗
，
，

=

H

H

 

6歩

，e  

"且

高回

'，[L;i，fj  261 - 2436(j1j 

'.(L話 773- 123! ( j t)

NI  1-; ， I'j，¥ [吋

大 阪 市 南 区 l順 応 町 2 - 5  0  

ｾ ｾｍ ｭ ｳ 大問区内馬込 Ｑ - 2  - 1  

銀 H月 浜 絵 ・ )ji: ms 

本 底

東京支庖

営 業 所

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北 阪 急 ビ ル 91渚)

氾 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代 表 )

東 京 都 千 代 田 区 仲 間 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大 阪 支 庖

キ土本

山 田 工 業 株 式 会 社

2 7  

空気調和設備・給排水衛生設備 ・上下水道施設

環境衛生施設 ・公害防止施設/ 設 計 ・施工

@  

卒社且音工.1"l it 部 太 阪 市 西 区 京 町 堪 1 - 62 電話06(443)8161(大代表)

環境韮置事業部大阪市桂川区三i 1 t 屋南 1 - 1  - 35 電話 ω(308)1491(代表)

東 京 支 倍東京師港区北青山3- 6- 18(共同ピル青山) :R話 03(409  )8905 '  8913 

名古屋支応名古屋市中区栄 2 - 16  - 13(京極ビル) 電話 052(202)ω11(代表)

出 張 所 神 戸 福 岡 松 山

空 気 調 和 設 備

= 凡計施工

換 気・ 除 塵設備 又

く哩哩AIR-コ

j星・ 湿度調整装置、暖房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第一工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 日 岡 町 3 0  氾 話 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代1

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 / 内 3- 3ー 1 ( 新東 京ビノレ)

"tTt 話 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

m 話 ( 21) 4  4  9  1  

名 内 hl 市 東 区 東 門 前 田T 3  - 6  

11( 話 ( 971) 3  6  2  1  

一 般 空調 設備・ 恒 温 恒 湿 設 備 ・ 冷凍 冷蔵 設 備

冷 却乾 燥 設 備 ・環 境 改善 設 備そ の 他 上況 に 附

，園、」 帯 す る 衛 生 、電気 等 一切 の 工 事 の 設置十・施 工

ｉｾ イタ苓牢 Ｇ［Ｑ Ｗ ラシト繍ヨ Ｘｮ
司ヌ;5""( 取 締 役 社 以 北 川 一 郎

本 社 大阪市大淀[ ) z cl-' f ! ! 本泊 1 T l i  2 砕 J 也 ホ ー コ ク ピ J レ

干 531 ｾＱｴ， Ｑ 吊 ..k l仮 ( 06) 372- 5171 ( 代表)

東 京 百11 中 央 区 日 本 備 本 町 3 の 1 共 1.') ピ ル

干 103 1!i: ;1f ; 点 J;¥( 03 )242- 5521  ( 代. &. )

1;，¥ Ｑ 缶ｾ ， 1' "有 111 ・ 1よ 1; ，¥本L "昆 flll

大 晃 設 備 株 式 会 社

( 旧三晃空調瓦斯工事部)

大阪市北 区木憐町 3 4 - 2  ';j1訴 06 - 313ー 1846

大阪市 北 区木憐町 3 4 - 2  " 正話 06 - 313- 1846

枚方市 F[ l 斐聞東町 9 番 3 号 泣 話0720 - 49 ー 2128

大阪市北区木崎町 3 4 ー 2 ';jL話 06- 313- 1846

枚方市中毒! ?聞東町 9 番 3 号 屯 話0720 - 49  - 2128  

東 洋 製 工 灘 織 式 会 祉 大 阪 安 倍

T E し( 433) 8  0  7  1  

T  E  L ( 562)  1  3 5 1  

大 阪 市 西 区 京 町 塀i 4 丁 目

本 社 東京都中央区京統 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ， tI ，¥岡



⑤ 

I7Eヨ 巨費百 A: : = .LJ.I・ ---.h.  

| 窃 竜 丸 保 氏

代表取締役 山 本 博 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 };.¥ 3  - 3  ，;;I 1 ! j ピ ル

T E L  大 阪06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( i  1: )  

rh iffi 水 田T 3 - 3 4 - 6

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 )

rf -j 布 京 区 間 。 ; 極 4与 野 町 2 1  

T  E  L  ，;.; 打目075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( イ¥: )

t/.¥ Ilf. j  r1i 中 央 区 議 院 1 1  4  - 8  

T  E  L  t/・.¥Iff. j  092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 設備 の 頁

社

A

Q

一
品

設 計 施 工電 気 設 備

車月

電 気 ・計 装 工 事 設 計 施 工

栗 原 工 業 株 式 会 紅

ー逮

m 

u(  ｾ月 Ｑ Ｑ

時三

本

本ヰ土営機所

京 都営 機 所

英

大 阪 甫 北 区 高 垣 町 16 東 阪急 ピ J レ T E L 0 6- 3 13- I IOI

支 l苫 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・京 都 ・天 理

大 阪 商 ・神 戸 ・広 島 ・四 国 ・九 州 |

信原栗取締役社長

福 岡 出 張 所

血i
，、.

代 表 取 締 役 林 敏夫

社 大 阪 市 北 区中日 笠 町 5 0  ( 堂ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 統 制 崎 町 3 丁目 2 帯 地

電 話 ( 671) 1  4  7  8  (代 )

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 稲 山

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正

社

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社

男

大阪市東区間関橋五丁目 二八番地 屯話大阪 ( 202) 0325- 9 搭

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 脱 ・仙 台 ・) L / 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営業所 ・出張所 全国主要都市20ヶ所

常 務 取 締 役 支社 長

庖

本

支

出 張 所

設計・施工

喝 '

株 式

電 気 工 事工

A

S

A

-

-

一

時

式

l

地

株

約

胡

機

嘉

伊

電

出

暖

宝

附

気電

ｾ＠ 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 rli 城 点 灰 成 育 一 r II 1，吊， I じ "

屯 ，1占 大 阪 (931) ft l i. 7  3  4  1  - 5  

大阪市城* 区lix.'fi ::: .r J . . l 卜七砕一号 屯Mi 大阪 (932)2869

奈良県御所市御匝，;亜360 Ｎ ［官 Ｎｬｾ 御所 Ｈ Ｒ Ｉ 0122 

枚方市山之 1，内官r1の l 屯 ｉ ｾ Ａｩ 枚 Ｉｪ (43)8659・(44)9232

神 ｲ Ｇ ｲＡ ｩ ＱＮｬＧ ｍ メｾｾＧＮＧ来通 ｊ 、 ｊｩｊ 六段五号 ［ Ｇ ｮ ， ｊ ｾ 神 戸 Ｈ ＲＴ ＱＩ ＵＹＶＹ

ム一

A

と
一
川本 電

資 材 倉 庫

奈良営業所

枚方営業所

神戸営業所

中

本

社

阪 市 北 区 紛 笠 町 5 0  ( 立ビル 31; 皆)

ＮＮｾ話 Ｈ ＳＶＴ Ｉ 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新橋 2 - 1  6  ( ニュー新統ビ ル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  (代 )

堺 ・ 千 葉 ・ 宇 都 宮 ・ 熊 本

十

ム

4
4
ι
 

!苫

本

支

庖支

神 戸営業所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪i rfi i! L i 淀川区柏 II! . 町 1 丁 目 1 1  0 砕 地

'.LL ;i li 大 l坂 ( 472 ) 代 表 1 1  0  1 ー 7

JIミボ 部 品 川 区 I " HLOC 日16 丁 目25番 11  J，;. (  ｾ Ｇ ￺ｾ＠ );，I
J ピ ル )

ｾｌＺ＠ :!吊; :，r， *  U(  ( 491)  1746  ( 492) 0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 fr 区 鋳 物 自Ili 田T 2  3 併』也

'.lL ［ ｾ ｬｩ 小介 Ｈ ＵＶ Ｉ 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

It下 川 ・ 千 葉 平11 歌 山 1 ' . .-1. bi  
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社
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以前ti 支社長

ヰ土

' ; 1l 力工 事本部

本

ｴ ｬ ｾ＠ Ｇ［ｌ ｾ ｩｩｦｲ＠

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ 富 士 電 業 株 式 会 社

電気設備設計施工

高 千 穂 亀 械 株 式 会 討
⑤ 

中 実

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 1 1 7 1 代 表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・相 同

田
取 締 役 社 以

社本

u... 

右

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー ，0  

電 話 大 阪 ( 06 ) 358 ー ， ， 7  ，大 代 表

東 京 ・神 戸 ・九 州

雄久崎取 締 役社 長

キ土本

営 業 所

営 業 所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 平 木 究

大 阪 市 北 区 村 正 ケ 伎 町 5

屯 話 大 阪 大代表 ( 312)

東 京 ・名 古 屋 ・凹 日 市 ・神 戸

松 山

電 気 ・ 計 装 ・ 空 調 工 事 設 計 施 工

電 気 工 事 ・ 骨十装 工事 ・量生骨十施 工

t y卜画気工: ，; 三J 孟 ア リ レ ヲ 跡 式 § 耐A  社

、昼ュ

注 L

大阪市北区内堀 川町15 T E L06- 364- 3056(代 )

東京・神戸・広島・岡山

名古屋 ・ 岡山 ・ 札幌 ・ 苦 小牧・ 浜松 ・ 滋 ｊｾ

京 都 ・日 砂 ・三原・徳山・松山・新! 丙浜・福岡 ・沖 縄

方丈本山取締役社長

本 社

支 府

'1>; 業所

6 番 地

8  8 8 1  

4上本

支 杭

営業所

2 8  
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大 仏 瓦

。ー大 仏 敷 ・ 貼 瓦

大 仏 タ イ ル

ー大 仏 古 代 タ イ ル

社 寺 数 奇 屋 用 瓦

床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦

内 外 装 用 窯 変 美 術 タ イ ル ー

新 発 売 古 代 土 器 調 高 温 〆 タ イ ル ーー

φ  

，.， 

漏 水 渇 入 制 落 防 止

耐李主主曇

ナニワ媛匂 ｾＲｩｩ
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主
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巾
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町
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州
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川

刷
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コニ

T E L  ( 345)9055( {1:ぷ)

T E L  ( 252)  3  9  0  6  

T E L  ( 202)  5  2  6  0  

大 阪 市 北 l吐 ':;i: }，}j ..fヒ田r 1  6  

大阪市点| 天本田r4  - 271卸咋: ピル

大 阪 市 点 1よ 繊 細 2 - 3  6  

字 社

Ｑ 卸Ｎ［ Ｚ ｾＺ ＮＺ［ｾＮ業所

般物¥' ，:，':1;所

Board&Sl ate Standard 

奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

淀 川 淳 窯 意 高 庖

社 大 阪 市 内 区 切 本 町 2 丁同 98帯地 ( 制本田Tパ ス i平前 )

包 括 大 阪 06(532)代 0461 ｾ＠ 550 

姫 路 市 北 条 n 1  2  6 帯 地( 住友' 邑命保険ピル 7 F )

包 括 姫 路 0792( 82)  0999 ⑮ 670 

⑪ 

黒 板フ タ パ

姫 路 営 業 所

/Jj) 

; 原八橋セ ト モ ノ 百貨 底 を ご 利 用 下 さ L 、。 、/

去を吉田芳雄商庄一 一
本 底 大阪市北灰旅注目Tl 8 '; tLii 丹(361)3450 ・(364)234!:( (( ョー- ー. (0)

源八橋庖 大阪市北医天満機筋4ー78 ';jL，;品(358) 1790・1838 - 一一一一一

b

E

U

 

種

陶器、ガラス製品卸問屋

セトモノのデパー 卜

タζ

o  ポ
、ソ

百変耐建設省認定の防火材料

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

本 社 大 阪 市東 住11f 医foJ 川町T3  - 54 Ｇ， ｬｩＺ Ｎｬ ，ｾ＠ (06 )702- 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

内外装ホ一口一建材及スパンドレル( ヨドウオル・ヨドスパン)

屋 根 折 版 ( ヨ ド ル ー フ ) 販 売 及 責任 施 工 株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支l吉

サクラ建産株式会社

ペ亙ふ

匂宅F

大阪 Ｂ￯ｾｕ ズ， Ｚ Ｇ Ｚｪ ｭＡ紙 Ｒ Tl I  9  ｾＡￍＧ村ピル Ｕ 附Ｇ［ＱＱＺ品大 ｼ 仮 Ｈ ＲＰＲ Ｉ ＴＹＰ Ｕ大阪市者[1向区都島中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電 話 大 阪 (922) 代表4421- 3  

建 築 物 船 舶 等 近 件 工 事 、 家 具 建 具・室 内 装 備 工 事

内外装飾織物・窓控|、敷物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

D E C O R A T O R S ，L  T D  F U T A B A Y A  

ニ葉屋装備工業株式会社

取 締 役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 06)349- 9 1  9  3 代 表

大阪府知 ・ ｊＧ ［ 建築業 ［ Ｎｲ，Ｍ 許可 Ｈ 般 Ｍ ＴＸ Ｉ ｾ ｭＰＶＴ ［ 子

ど_( )

図 翻
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発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

.•. 
鈴 木 式 防 煙 火 シャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リノ レ ⑮ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー -

40 ・ピ ー ア ソ 7 ・ @ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋根材・ 壁 材 ・谷樋棟 包 水 切 り に

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

大 島 応 用 化 学 東 大 阪 市新 庄 ( 745 ) 5121- 5  

年中見ていただける 皆様の見本室

タイル

常 設 展 示 場

A M.  10.00- P  M.  5.00 

日曜 ・祝日 は休館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  ( 06 ) 364- 2059 

|実|

梅田新道 O  南森町

豊 か な 経 験

敢 新 の 技術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本キ 1: : 大 阪 市 東 区 両 替 町1- 12 日 生 ビ ル 宮 (943)6571代 表

東 京 ・償 浜 ・悦 岡 . imlJJ 水 戸 ・浜 松 ・岡 崎 ・名 門 屋 ・山 山 ・大 津 ・京 都 ・堺 ・神戸 ・広 島 ・福 岡 他 全 国 主 要 都 市



己進式
オフィスでは人員の増減やシステムの改善等で，オフィスレイ戸ウトも流動的です。取付，取はず

しが簡単なアィオは時代の要求にマッチし疋新しい簡易間仕切です。緩くて，剛性のあるディオ

パネル( イソバンド36) の表面は 0 5 %の塩ピ鋼板で構成され，美しい室内感覚を出していぎす。

( P AT. 61牛〉

奥村重兵衛株式会社 日
名 古 屋

広 島

仙 台

阪 市 北 区 伊 努 町 22 番 他

東 京 都 港 区 新 婦4 - 2 第 29森ビル

岡 市i専 多 区 住 吉 2 丁 目16番 27号

名 古 屋 市 西 区 俵 町2 丁 目 守 番6 号

広 島 市 舟 入 本 町 19 番 13 号

仙 台 市 黒 沢 字 西 山 5 の 18

〒530 電 話( 06) 312 - 4131 ( 代〉

〒105 毎 話( 03) 437 - 3361 ( 代〉

干 812 電 話( 092) 291 - 0459( 代〉

〒 733 電話て 052) 522 - 5436( 代〉

〒733 電 話( 0822) 91 - 1533( 代〉

干983 電 話( 0222) 52 - 2631 ( 代〉

豊 か な 生 活環 境 を お 届 け し ま す

I na 

伊 奈9 - TJ L ，・伊奈衛生岡冨・伊奈ポυ J [コ

I na 伊 奈 製 闘 椋 武 畠 社

本 社 愛 知 県 常 滑 市 大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 新町 南 通1- 62 T E L  532- 6081肘)

株 式 会 社 谷 山 銭 工 所

L A F  リミァトロードエヤーホイルファン C A F  i l I 流 式 静 背 送 風 機

L E F リミッ トロードアードフ ァン V A F 可 変 式 軸 流 送 風 機

S A F ス ト ワ ー ム ラ イ ン フ ァ ン T A F 軸 ml  送 風 機ｾｮｩ ＡｦＢＧＢ ・

"  
送 風 機

営 業 品 目

H A F  11 ー ポ フ ア J

P A F プ レ ー ト 7 7 ン

MA F 多 拠 送 風 機

J O Y 可 変 節 軸 流 送 風 機

マ ル チ ウ イ ノ グ 軸 流 送 風 機

I孟 ピ 製 耐 般 送 風 機

本 社 ・工 場 〒 536 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 2 丁 目 l 番 地

電 話 大 阪 ( 06) 9  3  1  - 7  8  0  2  ( 代)

東 京 出 張 所 干 113 東 京 都 文 京 区 湯 島 4 丁 目 6 番 1 7 号

電 信 東 京 ( 03) 8  1  4  - 6  6  5  1  ( 代 )

九 州 出 張 所 〒 812 福 岡 市 博 多 区 下 呉 服 町 5 番 2 1号

電 信 福 岡 ( 092) 2  8  1 ー 7 3  9  6 呑

快適なオフィスの

環境づくりには

やっぱりすぐれた

製品か必要で、
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コニ

オリエンタルメタル ( O. P . M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C . P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P . M)

施イ壬責由自色 彩尺 物長

種

c  

ロロ

タ 然 え な い

わ れ な い

らるご L 、
声 与

問 司

W ジ ャ ン ポ 波

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

ボ ッ ク ス J皮、、J 主主LS 大 波S ノj 、y皮t皮キ反先見キ各

途用

rtl J I ンヲ J l J 9J l 製造株式会祖

大 阪 ( 412 ) 5131代 表

蕨 ( 42 ) 3115 - 8  

大 阪 ( 488 ) 1081代 表

八 幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4

屯 訴

i'1I f. l舌

'il1;1i舌

m言舌

電 話

ｊ￭ ｾｊ ， ｈ 以尼崎市昭和南通り Ｓ - 26松 本 ビ ル

崎 玉 県 核 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

兵 五担 保 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  

福岡県遠 Ｑｾ ｾｭ＠ 水 巻 町 丁 頃 末

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2中 続 ビ ル

本= ヰ土

東 京 支 社 及 工 場

大 阪 支 社 及 工 場

九 州 支 l苫 及 工 場

名 古 屋 支 庖 及 工 場

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

ヤ

，ＭＮＨｾマ

3お F・

3記

rs，ZPヨ・スト-zb

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

( 旭化成ミュ- ) レコート・セッ卜品 )

- 全 固 有 名 建 材 庖 へ 御 問 合 せ 下 さ い

二j J

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株 ) 九 州 | 新 興 建 材 工 業

発

売

元

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 内 区 南 ぬl江 通 6 丁目 39番 地 T E L大 阪 ( 538 ) 2951- 5・( 541 ) 5757- 9  

営 業 所 点 点 向 槻 ・明 石 ・ 姫 路 ・ 凶 国 中 IJi I



N S 防煙シャッターは建設省告示第 2564号の規定に適合グ

政令基準¥火災時の空気圧 2 kg/m
2

時¥煙の

漏気量O.2m
3

/min. m
2

をはるかに下廻る0.03

m
3

/min. m
2  

( 知 州o. 1  ) を記録しま した。

防煙シャッターの開閉には、業

界最高の性能を誇る、 L 型電動

開閉機を使用しております。

御 一 報次第カタログお送りします。

近年¥ビル火災でのいだましいj 義'1注者

の続出はそのほとんどが〈火〉よりも

の霊〉によるものでその為建築物の防

煙性能の向上ガ 段と重要になってま

いりましだ。

建築物の設計上¥防煙¥防火区画での

シャ、ソターの役割は非常に重要なポイ

ントとなっております。

その防煙区画に¥すばらしい遮煙l性能

を備えだ" N  S 防煙シャッターを¥

御採用下さい。

株式会社日本シャツター製作所

大 阪 本 社 人: 1以1 / ，淀川| メ川川北 3 f i l 2 lfi 4 りー' ，[L"，f;Q6( 301 )  3656 - 9 営 業 所 償 浜 ・大 宮 ・静 岡 ・ 千 葉

大 阪 工 場 大 阪 1(.1 枚} ; ' 1/， j{ f  J ' :，' ，川近 1 f  11 7 係 J也' ，[L，; ，f;Q720(57 ) 4535' - 9  

東 京 工 場 川山;t l/， 'I' 以| メ新) L r  *  3  1' 11  1  1  5  9  Ifi J血' 屯" ，ri( ft) 044 ( 411 )  6325 

名 古 屋 支 底 :/" ['， li 1/， '1 ' 川|メ . l t i Ul f 2  r  11  1  2  I昨I也 'dl: wfj({ り052 ( 361)  7441 

九州支庖 ・工 場 悩| 川保有Ihl l:l i制Ili llJ J 大' i "fi I' lfsl' i" "JJ I'! '984 - 4 Ｂ正ＧＧＧｾ 09293 ( 8 )  4661 

北 陸 ・京 都 ・ 神 戸 ・高 松

広 島 ・北九州 ・大 分 ・宮 崎

鹿児島 ・佐 賀 ・長 崎
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- 静か~に、すばやく施工/ 締付作業に習熟の必要がありません。

- 締 付 け トル ク の制 御 は ボ ル ト セ ット

自体 で行 わ れ る の で 、 締 付 器 具 の 調

整 、 検 定 は 一 切 不 要 で あ る 。

2 . 工期 の 短 縮 ・施工費の低減ができる

・締 付 器 具 の 調 整 、 締 付 け 後 の ト ル ク

チェ ッ ク が 不 要 の た め 工 期 の 短 縮 が

図れる 。

・締 付 器 具 の 取 扱 い な ど 締 付 作 業 に 習

熟 を 要せ ず 、工 期 の 短縮 に よ る 施工

費 の 節 減 も 可 能 で あ る 。

3  . 騒 音 が 出 な い

・静 的 な 力 で 締 付 け る の で 、 イ ン パ ク

卜レンチ に 比 べ 騒 音 が 少 な い 。

建 築 物 が 大 型 化 の 傾 向 に あ る 反 面 、 人 件 費 の 高 騰 、 熟練 工 の 不

足 が 深 刻lで す 。 こ う し た 状 況 に 対 し 、 住 友 で は 強 制 て 経 済 的な

「住 友 ハ イ テ ン シ ョ ン ポ j レ卜」を 販 売 し て お リま す が 、 更 に こ の

た びイ主友独自に特殊型 高 力 ボルト ' S p ボ ルト 」を 開 発。 同 系 統

の ' S S ポゾレ卜 」と も ど も 併 せ て 発 売 し て お り ま す 。' S p ボ ル卜 」

' S  S ポ j レ卜 」は ナ ッ ト の 締 付 け ト ル ク の 反 力 を ボ ル ト の ピ ンテ

ーノレ で 受 け 、 静 的 に 締 付 け る も の で 、 ボ ル ト と ピ ン テ ー ル は 所

定 の トルク で 破 断。 ボ ルト に 所 定 の 軸力 が 導 入 さ れ る 機 構 に な

って い ま す 。 従 来 、締付ーけ トルク を コ ン ト ロ ー ルす る 機 能 は 締

付 器 具 に も た せ て い ま し た が 、 S P ボ j レ卜 及 び s s ボ ル ト は ボ

ル ト セ ッ 卜 自 体 に ト ル ク コ ン ト ロ ル 機 能 を も た せ て あ る わ け

で す 。 画 期 的 な シ ス テ ム の S P ボノレト 及 び s s ボ ル トを 、 ぜ ひ

ご 指 定 の 上 ご 採 用 く だ さ い 。

。 住 友 金 属

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

ss ボ ル トの 特 長

I  . 施 工 管 理 が 容 易 で あ る 。

・ボルト の 締 付 け 完 了 は 、 ピンテール の 破 断 に よ り 目 視 確 認 で

きるの で 、締め忘れが防止 できる 。

・ ピ ン テ ー ル の 破 断強度 が一 定 で ボルト 軸 力 が 安 定 して い る の

で、 トル クレ ンチ による チ ャ ッ ク が省略できる 。


